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第1章 当ソフトウェアの概要について 

1.1 “VMS Pro” ソフトウェアの概要 

当ソフトウェアは、セキュリティ監視デバイスを管理するための管理ソフトウェア

（VMS クライアント）です。当ソフトウェアは、DVR，NVR，XVR, IPC，ネットワークス

トレージデバイス，アラームデバイスなどと連携して使用できます。 

当ソフトウェア機能一覧 

 マルチユーザーをサポートします。 

 デバイスの単一および一括追加、および、プロトコル検索によるデバイス追

加をサポートします。 

 デバイスのリモート構成をサポートします。 

 マルチカメラのビデオをリアルタイムで視聴し、マルチカメラの録画を再生で

きます。 

 複数のデバイスの PTZ ラウンドツアーをサポートします。 

 キャプチャ画像のリモート検索と再生をサポートします。 

 複数のアラーム検出の設定をサポートします。 

 マップ登録機能をサポートしており、デバイスの検索/展開管理を容易にします。 

 ログ情報の検索とエクスポートをサポートします。 

 AI 顔認識をサポートします。 

 人＆車両検知をサポートします。 

 顔検知、ヒートマップ、ラインオーバー、出席の期間別統計をサポートします。 

 デバイス情報ファイル（.json）は安全に暗号化されてエクスポート/インポー

ト機能をサポートします。 

 画像とビデオを個別に管理します。 

 IPv4 ネットワーク専用 
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1.2 当ソフトウェアの推奨実行環境 

・CPU：Intel® Core™ i5 CPU 以上（内蔵グラフィック） 

※内蔵グラフィックがない場合、DirectX 11 に対応し 1920×1080 の出力

が可能で、4GB 以上のビデオメモリを備えたグラフィックカードが必要と

なります。 

・メインメモリ（RAM）：8GB 以上 

・HDD：空容量 1TB以上 

・ディスプレイ：1920*1080 

・LAN：10/100/1000M 

 

（システム設定で GPU デコードを設定できます） 

 

※ メインストリームを活用される際は、次の GPU を持ち

合わせた PC を推奨致します。 

・NVIDIA GTX 1060 6GB 以上 

また、メインストリームを数十チャンネルといった同時に多

チャンネルを扱うご予定のある場合は、更に高いスペック

(Core i7, Core i9, 32GB メインメモリ搭載等)を持ち合わせ

ているゲーミング PC（ハイスペックパソコン）をお勧めいた

します。 

設定したチャンネル分

のデコーディングを

GPU で処理します。GPU

で処理することで CPU

の負荷軽減を見込めま

す。 
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1.3 当ソフトウェアのインストール 

 

ステップ 1: “VMS Pro64_V2.15.1-240923_01.exe”を実行し、インストールプログラム

を開始します。 

 

 

ステップ 2: セキュリティの警告ダイアログが表示された場合は“実行”ボタンを

クリックします。 
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ステップ 3: VMS Pro ソフトウェアが既にインストールされている場合、以下の画面が

表示されます。以下の画面が表示されていない場合はステップ 5 へ進みま

す。以下の画面が表示されている場合は、[はい(Y)]ボタンをクリックしま

す。 

 

 

ステップ 4:  続けて以下の画面が表示されます。以下の画面が表示されていない場合

はステップ 5 へ進みます。以下の画面が表示されている場合は、[はい(Y)]

ボタンをクリックしますと、現在登録されているデバイスリストなどが消え

てしまいますので、[いいえ(N)]ボタンをクリックします。この後は、“ス

テップ 7”へお進みください。 

 

 

ステップ 5: “Select Destination Location”画面ではインストール先を設定しま

す。[Browse...]ボタンにより GUI によるインストール先の設定が可能で

す。[Cancel]ボタンでインストールプログラムを中止できます。インストー

ル先を設定しましたら、[Next >]をクリックしてインストールプログラムを

進めます。 
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ステップ 6: “Select Start Menu Folder”画面ではスタートメニューへの登録設

定を行います。[Browse...]ボタンにより GUI による設定が可能です。[< 

Back]ボタンで前の画面へ戻り修正が可能です。また、[Cancel]ボタンで

インストールプログラムを中止できます。必要に応じてご利用ください。

スタートメニューへの登録設定を済ませましたら、[Next >]をクリックし

てインストールプログラムを進めます。 
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ステップ 7: “Select Additional Tasks”画面では当ソフトウェア “VMS Pro”の

ショートカットアイコンの設定を行います。“Create a desktop icon”へ

☑の場合はデスクトップへショートカットアイコンが作成されます。

“Create a Quick Launch icon”へ☑の場合はデスクトップへショートカッ

トアイコンが作成されます。[< Back]ボタンで前の画面へ戻り修正が可能で

す。また、[Cancel]ボタンでインストールプログラムを中止できます。必要

に応じてご利用ください。ショートカットアイコンの設定を済ませました

ら、[Next >]をクリックしてインストールプログラムを進めます。 
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ステップ 8: “Ready to Install”画面ではインストール設定内容の確認画面です。内

容についてご確認ください。[< Back]ボタンで前の画面へ戻り修正が可能で

す。また、[Cancel]ボタンでインストールプログラムを中止できます。必要

に応じてご利用ください。問題の無い場合は、[Install]ボタンをクリック

してインストールを実行します。 

 

 

ステップ 9: 当ソフトウェアのインストール実行中は“Installing”画面が表示されま

す。[Cancel]ボタンでインストールプログラムを中止できます。 
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ステップ 10:  当ソフトウェア“VMS Pro”のインストールが無事に完了致しました

ら、次の様な“Completing the VMS Pro Setup Wizard”画面が表示されま

す。[Finish]ボタンをクリックしてインストールプログラムを終了します。

この際、“Launch VMS Pro”が☑の場合、インストールプログラムの終了に

当ソフトウェア“VMS Pro”が起動を開始いたします。 
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第2章 “VMS Pro”のはじめかた 
この項目では管理者パスワード登録とログイン，メインメニューについてご説明いた

します。 

2.1 管理者パスワード登録 

当ソフトウェアに初めてログインする際には、先ず、管理者のログインパスワード

とセキュリティの問題を設定します。設定したログインパスワードは、当ソフトウェア

へログインするために使用されます。なお、セキュリティの質問はパスワードのリセッ

トに用います。質問に答えることによってリセットすることができます。  

ステップ 1: デスクトップの アイコンをダブルクリックして当ソフトウェ

アを起動します。図 2-1-1 に示しますように、管理者設定インターフェイ

スが表示されます。「表 2-1 パスワード初期化パラメータの説明」 に示す

パラメータを指定して、管理者パスワードの設定を行います。  

 

図 2-1-1 管理者パスワード設定画面 表示例 
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表 2-1 パスワード初期化パラメータの説明 

項目 内容 

Password 

（パスワード） 

英半角大文字，英半角小文字，半角

数字，半角記号文字がパスワードへ

使用できます。8～32 文字である必

要がございます。  

Password Strength 

（パスワードの強度） 

パスワードは８文字以上で作成して

ください。 

赤は簡単に解読され安全ではないこ

とを示し、緑は複雑でとてもセキュ

リティパフォーマンスが優れていて

解読されないことを示します。  

パスワードの強みと弱さのプロンプ

トをご参考にセキュリティパフォー

マンスが高いパスワードを設定して

ください。 

 

 

 

パスワードが８文字未満の場合は画面右下に以下のメッセージが表示され、パス

ワードとして設定できないようになっております。パスワードは８文字以上で作成

してください。 

 

Confirm Password 

（パスワードの確認） 

パスワードの誤設定防止のため、パス

ワードと一致する必要がございます。 

Auto Login After Registration 

（登録後、自動的にログインします） 

選択するとログイン認証画面が省略

されます。未選択の場合はログイン

認証画面が表示されます。 
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ステップ 2: パスワードを設定したら、[Next]([次へ])をクリックします（図 2-1-

2） 。 

ステップ 3: パスワードを忘れた場合にパスワードをリセットするためのセキュリティ

の質問を設定します。質問と対応する答えを設定します。 

ステップ 4: 設定が完了したら、[Finish]([はい])をクリックして設定を保存します。  

 

 

図 2-1-2 セキュリティの質問画面 表示例 

 

※ “Answer”には日本語を設定できません。 
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2.2 ログイン 

ログインは「アカウントログイン」と「デバイスのログイン」がございます。 

 

2.2.1 アカウントログイン 

ステップ 1: デスクトップの アイコンをダブルクリックして当ソフトウェアを起

動します。起動が完了しますと、当ソフトウェアへのログイン画面が表示

されます（図 2-2-1）。 

 

図 2-2-1 当ソフトウェアへのログイン画面表示例 

 

ステップ 2:  当ソフトウェアへのログイン情報を入力し、[ログイン]をクリックしま

す。「表 2-2-1 ログインパラメータ（アカウントログイン）」をご参考く

ださい。 
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表 2-2-1 ログインパラメータ（アカウントログイン） 

項目 内容 

 

ログインユーザーを選択し、対応するパス

ワードを入力します。 

 

選択すると、パスワードが記憶され、最後に

ログインしたときに最後のログイン パスワー

ドが記憶されます。 

 

選択すると、パスワードが自動的に記憶さ

れ、次回の起動からシステムへ自動的にログ

インします。 

 

パスワードを忘れた場合は、“セキュリティ

の質問”に答えてパスワードをリセットでき

ます。詳しくは、「2.3 セキュリティの質問

（パスワードリセット）」をご参照ください。 

 

ステップ 3:  [ログイン]をクリックしますと起動中は起動中を示す画面が表示されま

す。当ソフトウェアの起動中の画面を図 2-2-2 に示します。 

 

図 2-2-2 起動中を示す画面（アカウントログイン） 

ステップ 4: ログイン認証完了後、目的に合わせて機能を選択して御利用下さい。 

図 2-2-3 は当ソフトウェアのホーム画面を表示した場合の例となりま

す。 
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図 2-2-3 ホーム画面（アカウントログイン） 表示例 
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2.2.2 デバイスのログイン 

ステップ 1: デスクトップの アイコンダブルクリック等で当ソフトウェアを

起動します。 

ステップ 2: ログイン画面左側の「デバイスのログイン」をクリックして、図 2-2-4 に

示しますように“デバイスのログイン”画面へ切り替えます。  

 

図 2-2-4 デバイスのログイン画面 

ステップ 3:  デバイスへのログイン情報を入力し、[ログイン]をクリックします。「表 

2-2-2 ログインパラメータ（デバイスへのログイン）」をご参考ください。 
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表 2-2-2 ログインパラメータ（デバイスへのログイン） 

項目 内容 

 

デバイスの IP又は ID を入力します。P2P

でログインする場合には IP アドレスでは

なく ID を入力します。 

 
デバイスのポート番号を入力します。 

 デバイスへのログインに使用するユーザー

名とパスワードを入力します。 

 

 

選択するとパスワードが記憶され、次

回、最後にログオンしたときのログイ

ンパスワードが呼出されます。 

 

ステップ 4:   [ログイン]をクリックしますと起動中は起動中を示す画面が表示され

ます。当ソフトウェアの起動中の画面を図 2-2-5 に示します。 

 

図 2-2-5 起動中を示す画面（デバイスログイン） 

 

ステップ 5:  ログイン認証完了後、目的に合わせて機能を選択して御利用下さい。 

図 2-2-6 はライブ画面を選択した場合の表示例となります。 
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図 2-2-6a ライブ画面 デバイス(IPC)のログイン直後の表示例 

 

図 2-2-6b ライブ画面 デバイス(recorder)のログイン直後の表示例 

 

“デバイスのログイン”の概要については、「第 19 章 デバイスのログイ

ン」を参照してください。 
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2.2.2.1 デバイスのログイン： デバイスの IP アドレスでログイ

ンする 

ステップ 1: デスクトップの アイコンダブルクリック等で当ソフトウェアを

起動します。 

 

ステップ 2: ログイン画面左側の「デバイスのログイン」をクリックして、図 2-2-5 に

示しますように“デバイスのログイン”画面へ切り替えます。  

 

図 2-2-5 デバイスのログイン画面 

 

ステップ 3:  デバイスへのログイン情報を入力し、[ログイン]をクリックします。「表 

2-2-3 ログインパラメータ（デバイスへのログイン）：デバイスの IPアドレ

スでログインする」をご参考ください。図 2-2-6 に“デバイスのログイン

画面”での、デバイスの IP アドレスでログインする場合の入力例を示しま

す。IP アドレスは IPv4 に対応しています。 
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図 2-2-6 デバイスのログイン画面：デバイスの IP アドレスでログインす

る入力例 

 

表 2-2-3 ログインパラメータ（デバイスへのログイン）：デバイ

スの IP アドレスでログインする 

項目 内容 

 

デバイスの IP v4 アドレスを入力しま

す。対応している IP アドレスバージョン

は IPv4 です。 

 

デバイスの HTTP ポート番号を入力しま

す。初期値は 80 です。 

 デバイスへのログインに使用するユーザー

名とパスワードを入力します。 

 

 

選択するとパスワードが記憶され、次

回、最後にログオンしたときのログイ

ンパスワードが呼出されます。 
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ステップ 4:  ログイン認証完了後、目的に合わせて機能を選択して御利用下さい。 

図 2-2-6 はライブ画面をメインビュー（メインレイアウト）を選択した

場合の表示例となります。 

 

図 2-2-7a ライブ画面 デバイス(IPC)のログイン表示例 

 

 

図 2-2-7b ライブ画面 デバイス(recorder)のログイン表示例 

 

“デバイスのログイン”の概要については、「第 19 章 デバイスのログイ

ン」を参照してください。 
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2.2.2.2 デバイスのログイン： P2P ID でログインする 

ステップ 1: デスクトップの アイコンダブルクリック等で当ソフトウェアを

起動します。 

 

ステップ 2: ログイン画面左側の「デバイスのログイン」をクリックして、図 2-2-8 に

示しますように“デバイスのログイン”画面へ切り替えます。  

 

図 2-2-8 デバイスのログイン画面 

 

ステップ 3:  デバイスへのログイン情報を入力し、[ログイン]をクリックします。「表 

2-2-4 ログインパラメータ（デバイスへのログイン）：P2P ID でログインす

る」をご参考ください。図 2-2-9 に“デバイスのログイン画面”での、P2P 

ID でログインする場合の入力例を示します。 
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図 2-2-9 デバイスのログイン画面：P2P ID でログインする入力例 

 

表 2-2-4 ログインパラメータ（デバイスへのログイン）：P2P ID

でログインする 

項目 内容 

 
P2P ID を入力します。 

 

デバイスの HTTP ポート番号を入力しま

す。初期値は 80 です。 

 デバイスへのログインに使用するユーザー

名とパスワードを入力します。 

 

 

選択するとパスワードが記憶され、次

回、最後にログオンしたときのログイ

ンパスワードが呼出されます。 

ステップ 4:  ログイン認証完了後、目的に合わせて機能を選択して御利用下さい。 

図 2-2-10 はライブ画面をメインビュー（メインレイアウト）を選択し

た場合の表示例となります。 
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図 2-2-10a ライブ画面 デバイス(IPC)のログイン表示例 

 

 

図 2-2-10b メインビュー（メインレイアウト）画面 デバイス(recorder)

のログイン表示例 

 

“デバイスのログイン”の概要については、「第 19 章 デバイスのログイ

ン」を参照してください。 
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2.3 セキュリティの質問（パスワードリセット） 

当ソフトウェアへのログインパスワードを忘れた場合、セキュリティの質問に答える

ことでリセットできます。 

ステップ 1: デスクトップの アイコンをダブルクリックして当ソフトウェアを起

動します。図 2-2-1 に示すように、ログインインターフェイスが表示され

ます。  

ステップ 2: をクリックします。 図 2-3-1 に示しますように、

“パスワードのリセット”画面が表示されます。  

 

図 2-3-1 パスワードのリセット画面 表示例 

 

ステップ 3: セキュリティの質問を入力して、「次」ボタンをクリックします。 
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ステップ 4: セキュリティの質問と答えが正しい場合は、図 2-3-2 に示しますよう

に、“パスワードのリセット”画面が表示されます。  

 

図 2-3-2 パスワードのリセット画面 

 

ステップ 5: パスワードを再設定します。表 2-3 をご参考ください。新しいパスワー

ドを入力したら、 ボタンをクリックしてパスワード

再設定を実行します。 
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表 2-3 パスワードのリセット画面 

項目 内容 

パスワード 

英半角大文字，英半角小文字，半角数字，半角記号文字

がパスワードへ使用できます。8～32 文字である必要が

ございます。 

パスワードの強度 

赤は簡単に解読され安全ではないことを示し、緑は複雑

でとてもセキュリティパフォーマンスが優れていて解読

されないことを示します。  

パスワードの強みと弱さのプロンプトをご参考にセキュ

リティパフォーマンスが高いパスワードを設定してくだ

さい。 

パスワードの確認 
誤設定防止のため、パスワードと一致する必要がございま

す。 

 

ステップ 6: 画面右下へ「パスワードが正常にリセットされました」のポップアップが

表示されましたら、パスワードリセットの完了です。 
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2.4 “VMS Pro” メインメニュー 

当ソフトウェアの“アカウントログイン”を行った場合のメインメニュー画面

（ホームページ）を図 2-4-1 に示します。 

 

既に当ソフトウェアの表示言語が日本語の場合は、次章の「第３章 デバイス管

理」へ読み進んでいただき、 アイコンよりデバイスを御登録の上ご利用く

ださい。 

 

図 2-4-1 メインメニュー画面 

 

各項の説明は「表 2-4-1 メインメニュー画面の概要」を参照ください。  

  

1 

2 

 3 5 

7 

6 

8 

4 
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表 2-4-1 メインメニュー画面の概要 

番号 項目名 内容 

1 
機能 

シート 

メインメニュー（ホームページ）アイコンをクリックする

とメインメニュー（ホームページ）画面が表示されます。  

2 
イベント 

管理 

：消音中。クリックでミュートをキャンセルします。 

：クリックでミュートへ切り替えます。  

：アラームポップアップ表示は OFF です、クリックで

ON へ切り替えます。 

：アラームポップアップ表示は ONです、クリックで

OFF へ切り替えます。  

：クリックでアラート情報をクリアします。 

をクリックすると、アラート情報が表示さ

れます。詳細は「第 12 章 アラーム設定」を参照してく

ださい。  

3 
ユーザー 

管理 

：当ソフトウェアの表示解像度を設定できます。  

：専用の動画プレーヤーがポップアップ表示されま

す。 

：クリックすると、画面ロック/ユーザー切替/ソフト概

要機能があります。 

：ロック画面/ロック解除。 

ログインパスワードが必要です。  

：ユーザー切替。 

：選択すると、ソフトウェアの名前とバージョン

番号を確認可能です。  
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4 
システム 

管理 

クリックすると「システム設定」画面に移動します。 

本ソフトウェアの言語設定，自動ログイン設定，デフォル

トの保存先（パス）やファイルの種類（録画ファイル等），

警告音を設定できます。  

5 
ウィンドウ

管理 

：ウィンドウを最小化します。  

：ウィンドウが最大化されます。  

：最初のウィンドウサイズに戻ります。  

：ソフトウェアを終了します。  

6 
システム 

状態 

システムの現在時刻，CPU 使用率，ユーザー名とログオン時

間を表示します。  

7 機能一覧 

各アイコンは、操作エリアと構成エリアに別けてアイコンが

配置されております。リモートライブ表示，リモート録画再

生/バックアップ，ローカル録画，ローカル録画再生，ログ

検索/バックアップ（リモート/ローカル），録画/画像検索

（リモート/ローカル），AI 検出/データ分析 

8 

ヒント 

表示 

エリア 

マウスカーソ

ルホバー表示 

 AI 検索 

顔検索，人＆車両検索，リピート検索  

 デバイス管理 

デバイスの追加と削除、リモートセッ

トアップ 

 アラーム設定 

モーション，IO，ビデオロス，PIR、イ

ンテリジェント，オフライン，AD  

 クルーズ設定 

ビュー（レイアウト）のシーケンス設定

が可能です 

 アカウント管理 

 ユーザー管理 

子ユーザーの追加と削除、権限管理 
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 ローカル録画 

録画スケジュール設定、保存先設定 

 ファイル管理 

録画映像とスナップ画像を管理 

 E マップ 構成 

カメラマップを構成可能です。 

 AI 構成 

AI データベース，設定，AI アラーム，

出欠設定  
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2.5 “VMS Pro”の言語を日本語へ設定する 

インストール後に表示言語を日本語へ変更が可能です。 

 

ステップ 1: “Account Login”で admin アカウントログインします。 

 

 

ステップ 2: “Home Page”画面を表示させます。 

 

  

ステップ 1 

ス

テ

ッ

プ

2 
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ステップ 3: “Home Page”画面で、  アイコンをクリックします。 

 

 

ステップ 4: “System Config”画面で、 を選択します。 

 

  

ステップ 3 

ステップ 4 
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ステップ 5: “General”画面の の項目でプルダウンをクリックして“日

本語”を選択します（注意：当ソフトウェアを再び起動させるまで変更は適

用されません）。“日本語”を選択しましたら、次の“ステップ 6”へお進

み下さい。 

 

 

ステップ 6:  当ソフトウェア画面右下の“Save”ボタンをクリックします。 

 

  

ステップ 6 
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ステップ 7:  “Save”ボタンをクリックした後、当ソフトウェア画面右下へ“Saving 

setting successful!”がポップアップ表示されることを御確認下さい。こ

の“Saving setting successful!”のポップアップ表示は設定が完了した

ことを示します。 

 

 

ステップ 8:  当ソフトウェアを再び起動させるまで変更は適用されませんので、当ソフ

トウェアを終了させます。当ソフトウェア画面右上の  (Close)をクリッ

クします。 

  

  

ステップ 7 

ス
テ
ッ
プ
８  
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ステップ 9: “Quit?”のポップ画面が出現致します。“Yes”をクリックして当ソフト

ウェアを終了します。 

 

 

ステップ 10:  当ソフトウェアが終了処理中はこの画面が表示されます。 

 

  

ステップ 9 

ステップ 10 
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ステップ 11:  ステップ 10 の画面表示が消えましたら、当ソフトウェアは終了処理を

完了したことになります。デスクトップの アイコンをダブルクリック

して当ソフトウェアを再び起動させます。当ソフトウェアが日本語へ変更さ

れていることを御確認下さい。 
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2.6 メニュー一覧 

2.6.1 アカウントログイン 

アカウントログインのホーム画面がメニュー一覧となっています。 

 

 

項目 内容 項目 内容 

 

登録済みデバイスの 

ライブ映像 

 

録画の検索 

再生 

バックアップ 

（リモート/ローカル） 

 

ログ検索 

（リモート/ローカル） 

 

トポロジー管理 
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顔検索， 

人・車両検索， 

リピーター検索， 

ナンバー検索 
 

顔検知， 

人・車両検知， 

人・車カウント統計， 

ヒートマップ統計， 

出勤管理 

 

人＆車カウント統計， 

人＆車両検知， 

出退勤 

 

デバイスの追加/削除， 

デバイスファームウェ

ア更新， 

グルーピング設定 

 

アラーム ON/OFF， 

アラーム連携設定， 

アラームスケジュール 

設定 
 

クルーズ動作の 

シーケンス設定 

 

“VMS Pro”ソフトウェ

アのアカウント追加/削

除/パスワード変更 

 

ローカル録画の開始/停

止，ローカル録画のス

トレージ設定，ローカ

ル録画スケジュール設

定 

 

“VMS Pro”ソフトウェ

アの言語設定，画像/映

像の保存先設定，バック

アップファイルのフォー

マット設定，ホットキー

設定など 
 

[AI モデル] 

バージョン選択 

[顔/ナンバー] 

グループ（データベー

ス）のバックアップ/イ

ンポート，グループ

（データベース）の

データの追加/削除/編

集 

 

マップ画像設定， 

ホットエリア/ホットス

ポット設定 

 

マップを用いた 

ライブ/アラート監視 
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2.6.2 メニュー一覧：デバイスのログイン 

デバイスのログインでは赤枠内のアイコンにメニューが並んでいます。 

 

 

項目 内容 項目 内容 

 

ライブ画面 

ログインした 

デバイスのライブ映像 
 

再生 

録画の検索 

再生 

バックアップ 

（リモート） 

 

リモート設定 

ログインした 

デバイスのリモート設定  

システム設定 

“VMS Pro”ソフトウェ

アの言語設定，画像/映

像の保存先設定，バッ

クアップファイルの

フォーマット設定，

ホットキー設定など 
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2.7 当ソフトウェアを終了させる 

当ソフトウェアを終了させるには一般的な Windows アプリケーションの終了操作と

同様に画面右上の“閉じる”アイコン をクリックします。 

 

ステップ 1:  当ソフトウェアを終了させるには一般的な Windows アプリケーションの

終了操作と同様に画面右上の“閉じる”アイコン をクリックします。 

 
図 2-7-1a アカウントログインの場合 

 

 
図 2-7-1b デバイスのログイン画面の場合 
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ステップ 2:  “終了しますか？”の画面が表示されますので、[はい]をクリックしま

す。 

 

図 2-7-2 “終了しますか？”画面 

 

ステップ 3:  “終了しますか？”の画面で、[はい]ボタンをクリック致しますと、当

ソフトウェアは当ソフトウェアの終了処理を実行致します。図 2-7-3 に当ソ

フトウェア終了処理実行中の画面を示します。この図 2-7-3 に示す画面の表

示が消えると当ソフトウェア終了処理は完了されたことを示します。 

なお、この操作では当ソフトウェアの終了は行われますが、WindowOS の終

了やリモートデバイスの終了は行われません。そのため、WindowOS やリモー

トデバイスを終了させる場合は所定の手続きにより別途 WindowOS やリモート

デバイスを終了させてください。 

 
図 2-7-3 当ソフトウェア終了処理実行中の画面 
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第3章 デバイス管理 
当ソフトウェアは、デバイスの自動検索，デバイスの単一/一括によるインポート

(IPC、NVR など)をサポートします。デバイスの追加が完了したら、当ソフトウェアで追

加されたデバイスのリモート構成/操作をサポートします。 

デバイスリストを作成/編集/デバイスを追加した際は、万が一の場合に備えて

「3.1.1 デバイスリストのバックアップ」を参考にデバイスリストのバックアップを

行っていただくことを推奨いたします。 

“デバイス管理”はアカウントログインして行います。 

この章では画面別に説明していきます。 
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3.1 すべてのデバイス（登録済みデバイス一覧） 

すべてのデバイス画面には登録済みデバイスの一覧が表示され、手動でのデバイス

登録/登録済みデバイスの編集/デバイスのリモート設定/登録済みデバイスの削除/

登録済みデバイスのエクスポートとインポート/デバイスの FW アップデートが可能

です。 
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表 3-1-1 デバイスの一覧(アイコン説明) 

アイコン 内容 

 
変更 

【デバイス修正】アイコンをクリックすると、[デバイス修正] イ

ンターフェイスが表示され、デバイス名、ログインタイプ、IP/

ドメイン名、プロトコル、ポート、ユーザー名、パスワードなど

のデバイス情報の変更が可能です。  

 
リモート設定 

【リモート設定】 アイコンをクリックすると、デバイスのリモー

ト構成インターフェイスに移動し、デバイスのカメラチャンネ

ル，録画，ネットワーク構成，アラートイベント，ストレージ，

システム情報の構成が可能です。 

 
削除 

【デバイス削除】アイコンをクリックしてデバイスを削除します。 

 
パラメーターの 

エクスポート 

【パラメーターのエクスポート】そのリモートデバイスの設定情報

をバックアップすることができます。設定情報をバックアップする

には、そのリモートデバイスの admin パスワードが必要です。 

 

   

 

状態 

【接続状態表示】デバイスの接続/切断状態を示します。赤( )の

場合は、初期パスワードを設定する必要があります。緑( )の場

合はサインインに成功、灰( )の場合はオフライン/未ログイン

を示します。 

オレンジ色( )は FW 更新エラーを示します。 
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ID 

P2P ID でデバイス接続されている場合に利用可能です。 

ID 列の QR コードアイコン をクリックしますと、そのデバイ

スの“P2P ID”と“P2P の QR コード”を表示します。 

(表示サンプル) 

  
デバイス 

エクスポート 

【デバイスエクスポート】デバイスエクスポートには、“デバイ

スのエクスポート”と“デバイスレポートのエクスポート”がご

ざいます。  

 
詳細については、「(3) デバイスの追加をインポートする」を参

照してください。  

 
デバイス 

インポート 

【デバイスインポート】 “デバイスのエクスポート”で保存して

いた“.json”ファイルで以前のデバイスリストをリストアでき

ます。“デバイスのエクスポート”で保存する際に設定したパス

ワードが必要です。 

  
手動ログアウト 

【手動ログアウト】選択したデバイスを手動ログアウトします。手

動ログアウトすると、接続状態表示は灰( )になります。 

もしも、 アイコンを使用する場合はログアウトしたいデバ

イスへチェックを入れて アイコンをクリックしてくださ

い。 

  
手動ログイン 

【手動ログイン】アイコンをクリックすると、手動ログインしま

す。ログインしたら接続状態表示は緑( )になります。 
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もしも、 アイコンを使用する場合はログインしたいデバイ

スへチェックを入れて アイコンをクリックしてください。 

※ デバイスの追加が完了すると自動的にデバイスへのサインインを試みます。 
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3.1.1 デバイスの追加 

当ソフトウェアは、さまざまな方法でデバイスを追加できます。追加するデバイスの

数、ネットワークセグメントなどに応じて、適切な方法を選択してください。  

3.1.1.1 「自動検索」を使用したデバイスの追加方法 

 デバイスが同じネットワークセグメントにありデバイスを一括で追加する場合、また

はデバイスの IP アドレスがわからない場合は、「デバイス管理」の「自動検索」機能

を使用することをお勧めします。  

ステップ 1: 「ホーム」をクリックしますと、メインメニューに移動します。

ここで、 「デバイス管理」をクリックしますと、デバイス管理画

面が表示されます（図 3-1-1）。 

 
図 3-1-1 デバイス管理画面 表示例 

 

ステップ 2: 図 3-1-2 に示しますように、デバイス管理画面の「自動検索」をク

リックして、自動検索画面に移動します。 
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図 3-1-2 デバイス管理 自動検索画面 

 

ステップ 3: 検索したいデバイスのプロトコルを選択します。通常は、「プライ

ベート」を選択します。図 3-1-3 をご参考にプロトコルのプルダウン

をクリックしてお選びください。 

 
図 3-1-3 デバイス管理 自動検索画面 プロトコルの選択 

 

ステップ 4:  通常この[フィルタ]指定は不要ですので“ステップ 5”へお進み

ください。この[フィルタ]ボタンは、クリックすると検索対象の IP

範囲を指定できます。クラス A,クラス Bの場合などで IP 範囲を限定

して検索することで検索時間を短縮する場合に用いられます。セグメ

ント検索の[検索]ボタンをクリックすると、指定したネットワークセ

グメントでネットワーク上のデバイス検索を開始します。もしも、こ
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の“ステップ 4”で[検索]ボタンをクリックされた場合は“ステップ

6” へお進みください。 

図 3-1-4 デバイス管理 自動検索画面 フィルタオプション 

 

ステップ 5: [検索]ボタンをクリックすると、ネットワーク上のデバイス検索を

開始します。本ソフトウェアは PCが接続しているネットワークを検索

します。 

図 3-1-5 デバイス管理 自動検索画面 検索中. . . 

 

ステップ 6: 検索が完了すると、画面左下に“検索完了!”が表示され、検索された

デバイスがリスト表示されます。 
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図 3-1-6 デバイス管理 自動検索画面 検索完了! 

 

ステップ 7: 追加するデバイスの行の操作列「 」アイコンをクリックして 1

台ずつ追加する、或いは、複数のデバイスへチェックして右下隅にあ

る[追加]ボタンをクリックして一度に複数のデバイスを追加できま

す。図 3-1-7 に示しますように“デバイス追加”プロンプトボックス

がポップアップ表示されますので、デバイスの「ユーザー」と「パス

ワード」を入力し、[追加]ボタンをクリックして追加を完了します。 

 
図 3-1-7 デバイス管理  デバイス追加 ポップアップ画面 
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図 3-1-7a デバイス管理 自動検索画面：1台ずつ追加 

 

図 3-1-7b デバイス管理 自動検索画面：複数台をまとめて追加 

 

ステップ 8: 追加されたデバイスの一覧が表示されます（図 3-1-8）。「表 3-1-1 デ

バイスの一覧(アイコン説明)」をご参照下さい。 

 

【ご注意ください】デバイス追加のデフォルトのポート番号は 80 番（web

ポート）です。 
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図 3-1-8 すべてのデバイス 画面表示例 
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3.1.1.2 デバイスの手動追加 

デバイスの IPアドレスまたはドメイン名が明確な場合は、手動でデバイスを追加す

ることをお勧めします。 

ステップ 1: （デバイス追加）をクリックしますと、図 3-1-9 に示しますように

「デバイス追加」画面が表示されます。 「表 3-1-2 デバイス追加（手動

追加）パラメータ」をご参考ください。 

 
図 3-1-1-2-1 デバイス追加（手動追加） 
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表 3-1-1-2-1 デバイス追加（手動追加）パラメータ 

項目 内容 

デバイス名 デバイス名を設定します。 

ログインタイプ 

デバイスの追加方法を選択します。 

・IP：デバイスの IP アドレスまたはドメイン名でデ

バイスを追加します。  

・ID:デバイスのシリアル番号でデバイスを追加しま

す。  

IP/ID 

[追加方法] へ[IP/ドメイン名] をご選択の場合は、

こちらの入力欄へデバイスの IP アドレスまたはドメ

イン名を設定します。  

[追加方法] へ [ID] をご選択の場合は、このパラ

メータへデバイスのシリアル番号（P2P ID）を設定

します。 

プロトコル 使用するプロトコルを選択します。  

ポート/Http ポート ポート番号を設定します。 

ユーザー名 デバイスにログオンするユーザー名を設定します。 

パスワード 
デバイスにログインするためのパスワードを設定し

ます。 

ステップ 2:「追加」をクリックして、デバイスの追加を行います。 [キャンセル] をク

リックしますとデバイスの追加をキャンセル致します。また、当ソフトウェ

アはデバイスの追加が完了すると、自動的にデバイスへのサインインを試み

ます。サインインが成功すると、接続状態表示は " " となります。デバイ

スがオフラインの場合は " " となります。   
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★ P2P ID での登録方法 ★ 

① 当ソフトウェア 「VMS Pro」へ “アカウントログイン” します。 

 
図 3-1-10 「VMS Pro」へ “アカウントログイン” 

 

➁ “デバイス管理”画面を開きます。  

 
図 3-1-11 “デバイス管理”画面へ 
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③  “すべてのデバイス”タブで“デバイス追加”画面を開きます。 

 
図 3-1-12 “すべてのデバイス”画面へ 

 

④ “ログインタイプ”は「ID」を御選択ください。 

 
図 3-1-13 “ログインタイプ”に「ID」を選択 
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図 3-1-14 “デバイス追加”画面 入力例 

 

⑤ 「3.1 デバイスの追加」の「表 3-1-2 デバイス追加（手動追加）パラメータ」を御

参考に、デバイス追加パラメータを入力して ボタンをクリックしま

す。 
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⑥ 追加されたデバイスの一覧へ登録され、接続に問題の無いことを御確認下さい。ID

列の 2次元バーコードアイコン をクリックしますと、そのリモートデバイスの

“P2P ID”と“P2P ID の QR コード”を確認することが可能です。 

 
図 3-1-15 “P2P ID 情報”画面 表示サンプル 
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3.1.2 デバイスのエクスポート 

“デバイスのエクスポート”はデバイス管理画面のエクスポート機能 （デバ

イス エクスポートボタン）で、登録したデバイスリストのバックアップが可能で

す。ファイルの拡張子は“.json”です。 

登録したデバイスリストのエクスポートの際にはパスワードを設定する必要がありま

す。 

デバイスリストのバックアップファイル（.json）はパスワードで安全に暗号化され

てバックアップされます。 

 
図 3-1-2-1 デバイスのエクスポート 

 

ステップ 1:  （デバイス エクスポート）ボタンをクリックします。 
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図 3-1-2-2 デバイスエクスポートボタンをクリックします 

 

ステップ 2: “さらに、デバイスのエクスポート”をクリックします。 

 
図 3-1-2-3 “デバイスのエクスポート”をクリックします 

 

ステップ 3:  “名前を付けて保存”ダイアログが表示されます。“名前を付けて保

存”ダイアログで保存先を選択し、ファイル名を入力して“保存”ボタン

をクリックします。拡張子の“.json”は入力しなくても構いません。 
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図 3-1-2-4a デバイスのエクスポート “名前を付けて保存”ダイアログ 表示例 

 

 
図 3-1-2-4b デバイスのエクスポート “名前を付けて保存”ダイアログ ファイル

名の入力例 

 

ステップ 4:  “パスワード確認”画面が表示されます。“パスワード確認” 画面

で、デバイス情報ファイルにパスワードを設定します。半角数字のみで最

小 5 文字から最大 8文字までをパスワードに設定可能です。デバイス情報

ファイルをインポートする場合に必要ですので、設定したパスワードは紛

失しないように大切に安全に保管してください。このパスワードを紛失し

た場合、再発行やデバイス情報ファイルを復旧させることが技術的に不可

能です。パスワードは大切に安全に保管してください。また、パスワード

はデバイスのパスワードや当ソフトウェアログインのためのパスワードも

存在します。どのパスワードが何のためのものか後で分からなくならない

ように、大切に保管してください。 
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図 3-1-2-5 デバイスのエクスポート 保存時のパスワード設定画面 表示例 

 

ステップ 5:  デバイスリストのバックアップファイル（.json）に設定したいパス

ワードを入力しましたら、“パスワード確認”画面の ボタン

をクリックしてデバイスリストのバックアップを実行に移します。 

 
図 3-1-2-6 デバイスのエクスポート 保存時のパスワード設定画面 

 

ステップ 6:  バックアップ（エクスポート）が成功致しますと、ウィンドウ右下へ

保存先フォルダのアドレス（パス）が記載されたポップアップが表示され

ます。このポップアップのフォルダアドレス（フォルダパス）をクリック

致しますと、保存先フォルダを開くことが可能です。 
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図 3-1-2-7 デバイスのエクスポート 実行完了時 表示例 

 

ステップ 7:  デバイスのエクスポートが実行完了しましたら、保存先フォルダを開

いて、ファイルの存在をご確認ください。図 3-1-20 は指定した保存先に

指定したファイル名でファイルの存在が確認出来た場合の例を示します。 

 

図 3-1-2-8 デバイスのエクスポートが実行完了しましたら、保存先フォル

ダを開いてファイルの存在をご確認ください 
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3.1.3 デバイスレポートのエクスポート 

“すべてのデバイス”画面で現在ログインされているデバイスの、システム情報/HDD

情報/チャンネル情報を CSV 形式で書出すことが可能です。 

図 3-1-3-1 は“デバイスレポートのエクスポート”でエクスポートされた CSV データ

の例です。 

 
図 3-1-3-1“デバイスレポートのエクスポート” 

 

 

図 3-1-3-2 “デバイスレポートのエクスポート”でエクスポートされた CSV

データの例 
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ステップ 1:  （デバイス エクスポート）ボタンをクリックします。 

 
図 3-1-3-3 “デバイス エクスポート”ボタンをクリックします 

 

ステップ 2: さらに、“デバイスレポートのエクスポート”をクリックします。 

 
図 3-1-3-4 “デバイスレポートのエクスポート”をクリックします 
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ステップ 3:  “Web ログインのみをサポートするデバイスです。続行しますか？”

の確認ダイアログが表示されます。この確認ダイアログは、“デバイスレ

ポートのエクスポート”を行いたい対象のデバイスが“ログイン状態”

ではない場合は、そのデバイスの“デバイスレポートのエクスポー

ト”が実行されないことを示します。もしも、“デバイスレポートのエク

スポート”を行いたいデバイスが“ログイン状態” ではない場合

は、[いいえ]ボタンをクリックしてこの操作を中断し、“デバイスレポー

トのエクスポート”を行いたいデバイスを“ログイン状態” にし

ます。そして、再度“STEP1”から操作します。“デバイスレポートのエ

クスポート”を行いたい全てのデバイスが “ログイン状態” であ

る場合は、[はい]ボタンをクリックして“STEP4 へ進み下さい。 

 
図 3-1-3-5 Web ログインのみをサポートするデバイスです。続行します

か？” ダイアログ 
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ステップ 4:  “STEP3”で[はい]ボタンをクリックされましたら“名前を付けて保

存”ダイアログが表示されます。“名前を付けて保存”ダイアログで保存

先を選択し、ファイル名を入力して“保存”ボタンをクリックします。拡

張子の“.CSV”は入力しなくても構いません。 

 
図 3-1-3-6a デバイスレポートのエクスポート “名前を付けて保存”ダイ

アログ 表示例 

 

 
図 3-1-3-6b デバイスレポートのエクスポート “名前を付けて保存”ダイ

アログ ファイル名の入力例 
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ステップ 5:  デバイスレポートのエクスポートが成功致しますと、ウィンドウ右下へ

保存先フォルダのアドレス（パス）が記載されたポップアップが表示され

ます。このポップアップのフォルダアドレス（フォルダパス）をクリック

致しますと、保存先フォルダを開くことが可能です。 

 

図 3-1-3-7 デバイスレポートのエクスポート 実行完了時 表示例 

 

ステップ 6:  デバイスレポートのエクスポートが実行完了しましたら、保存先フォル

ダを開いて、ファイルの存在をご確認ください。図 3-1-28 は指定した保存

先に指定したファイル名でファイルの存在が確認出来た場合の例を示しま

す。 

 

図 3-1-3-8 デバイスレポートのエクスポートが実行完了しましたら、保存

先フォルダを開いてファイルの存在をご確認ください 
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3.1.4 登録していたデバイスの復元（デバイスインポー

ト） 

デバイス管理画面のエクスポート機能 の“デバイスのエクスポート”

でバックアップしたデバイスリストファイル(.json)を使ってすべ

てのデバイスに登録していたデバイスを復元可能です。 

デバイスリストのインポートでは、 

 デバイスリストファイル(.json)の json ファイル本体 

 デバイスリストファイル(.json)をエクスポートする際に設定したパスワード 

が必要です。 

  
図 3-1-4-1 “デバイスインポート” 

 

ステップ 1: “デバイス管理”の“全てのデバイス”で （デバイス インポー

ト）をクリックします。 
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図 3-1-4-2 “デバイスインポート” 

 

ステップ 2: デバイス情報ファイル(.json 形式)を選択し、[開く]をクリックします。  

 

図 3-1-4-3 “開く”ダイアログ デバイスリストファイル(.json 形式) 選

択例 

 

ステップ 3:  デバイスリストのバックアップの際に設定したパスワードを入力しま

す。デバイスリストのバックアップの際に設定したパスワードを入力しま

したら、[はい]ボタンをクリックして登録デバイスの復元を行います。 
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図 3-1-4-4 デバイスリストのバックアップの際に設定したパスワードを入力

します 

 

ステップ 4:  デバイスリストがインポートされてデバイスリストのエクスポート時の

登録デバイスが復元されます。インポートすることによって、同じデバイ

スが重複することや、現在登録中のデバイスが消失することはございませ

ん。現在登録中の重複しないデバイスはそのまま残り、インポートしたデ

バイスは追加されるように復元されます。 

 
図 3-1-4-5 デバイスリストファイル(.json 形式)のインポート前後 表示例 

例：インポート後 

例：インポート前 
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3.1.5 デバイス接続パラメータの変更 

登録済デバイスの接続パラメータの変更が可能です。 

例えば、登録済みのデバイスの IPアドレス、接続 ID、接続パスワードが変更された場

合に使用します。 

 
図 3-1-5-1 デバイス接続パラメータの変更 

 

ステップ 1: “デバイス管理”－“全てのデバイス”で、接続パラメータを変更した

いデバイスの操作列にございます変更アイコン をクリックします。 

 
図 3-1-5-2 操作列の“変更”アイコン 
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ステップ 2:  図 3-1-5-3 に示しますように、“デバイス修正”画面がポップアップ表

示されます。“デバイス修正”画面で接続パラメータを変更します。各項目

の説明については、「表 3-1-1-2-1 デバイス追加（手動追加）パラメー

タ」をご参照ください。「修正」をクリックして設定を保存します。 

 
図 3-1-5-3 デバイス修正 表示例 

 

表 3-1-5-1 デバイス修正パラメータ 

項目 内容 

デバイス名 
デバイス名を変更できます。変更不要の場合はそのま

まにしておきます。 

ログインタイプ 

デバイスの接続方法を変更できます。変更不要の場合

はそのままにしておきます。 

・[IP]： デバイスの IP アドレスまたはドメイン名で

デバイスを追加します。なお、IPアドレスは

IPv4 アドレスが対応しています。 

・[ID]: “P2P ID”でデバイスを追加します。  

IP 

[ログインタイプ]のパラメータで[IP/ドメイン名]を

ご選択の場合は、こちらの入力欄へデバイスの IPア

ドレスまたはドメイン名を設定します。なお、IPアド

レスは IPv4 アドレスが対応しています。変更不要の

場合はそのままにしておきます。 

[ログインタイプ]のパラメータで[ID]をご選択の場

合には、この[IP]パラメータは表示されません。 
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ID 

[ログインタイプ]のパラメータで[ID]をご選択の場合

は、こちらの入力欄へ“P2P ID”を設定します。変更

不要の場合はそのままにしておきます。 

[ログインタイプ]のパラメータで[IP/ドメイン名] を

ご選択の場合には、この[ID]パラメータは表示されま

せん。 

プロトコル 

デバイスへの接続に使用するプロトコルを変更できま

す。変更不要の場合はそのままにしておきます。 

 

PortType 

[チェックオン] ：ポート種別をプルダウンリスト

から変更できます。変更不要の場合はそのままにして

おきます。 

 

[チェックオフ] ：ポート種別は“Http”になりま

す。変更不要の場合はそのまま

チェックオフにしておきます。 

Http ポート 

デバイスへの接続に使用する Http ポート番号を変更

できます。変更不要の場合はそのままにしておきま

す。 

[PortType]のパラメータが[チェックオン] で、且

つ、 又は をご選択の場合には、この[Http

ポート]パラメータは表示されません。 

HTTPS ポート 

デバイスへの接続に使用する HTTPS ポート番号を変更

できます。変更不要の場合はそのままにしておきま

す。 

[PortType]のパラメータが[チェックオフ]  、又

は、[チェックオン] で、且つ、[Http] 又は

[Media] をご選択の場合には、この[HTTPS ポー

ト]パラメータは表示されません。 
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メディアポート 

デバイスへの接続に使用するメディアポート番号を変

更できます。変更不要の場合はそのままにしておきま

す。 

[PortType]のパラメータが[チェックオフ]  、又

は、[チェックオン] で、且つ、[Http] 又は

[Https] をご選択の場合には、この[メディアポー

ト]パラメータは表示されません。 

ユーザー名 
デバイスにログオンするユーザー名を変更できます。

変更不要の場合はそのままにしておきます。 

パスワード 
デバイスにログインするためのパスワードを変更でき

ます。変更不要の場合はそのままにしておきます。 

ログイン状態 現在のログイン状態が表示されます。 
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3.1.6 デバイスの削除 

 

追加したデバイスで管理不要となったデバイスは登録を削除できます。デバイスの削

除では、個々のデバイスの削除、又は、選択したデバイスの一括削除が可能です。 

 
図 3-1-6-1 デバイスの削除 

  

万が一に備えて、［3.1.2 デバイスのエクスポート］で登録デバイスのバックアップ

(.json ファイル)実施後にデバイスの削除を行うことをお勧めいたします。 
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3.1.6.1 個々のデバイスを削除する 

 

ステップ 1: “デバイス管理”で削除対象のデバイスの行にある削除アイコン

をクリックしますと、図 3-1-6-2 に示しますように、“選択し

たデバイスを削除しますか？”のプロンプト画面が表示されます。  

 
図 3-1-6-2 “選択したデバイスを削除しますか？” プロンプト画面 

 

ステップ 2: 選択されているデバイスはそのデバイスの行の背景色がハイライト

表示されています。図 3-1-6-2 では、2行目の“番号 2”のデバイス

に対して、“選択したデバイスを削除しますか？”の確認が行われて

いる状態を示しています。操作の誤りも無く、そのデバイスの削除を

実行するには、[はい]ボタンをクリックします。操作誤りなどでデバ

イスの削除を中止する場合には、[いいえ]ボタンをクリックします。 

 

ステップ 3:  “ステップ 2”で [はい]ボタンをクリックしましたら、そのデバイ

スの削除が実行されます。デバイスの削除に成功しますと画面右下に

“デバイスの削除成功”が表示されます。図 3-1-6-3 はデバイスの削

除を実行し、デバイスの削除に成功した場合の画面の表示例を示しま

す。 

万が一に備えて、［3.1.2 デバイスのエクスポート］で登録デバイスのバックアップ

(.json ファイル)実施後にデバイスの削除を行うことをお勧めいたします。 
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図 3-1-6-3 デバイス削除 実行直後の画面 表示例 
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3.1.6.2 複数のデバイスを選択して一括削除する 

 

複数のデバイスを選択して一括削除することが可能です。 

 

ステップ 1: “デバイス管理”の“全てのデバイス“ 画面で、削除対象デバイスの

1列目のチェックボックスへチェックを入れます。 は削除したいデ

バイス、 は削除したくないデバイスとなります。 

 
図 3-1-6-2-1 削除対象デバイスの選択例 

  

万が一に備えて、［3.1.2 デバイスのエクスポート］で登録デバイスのバックアップ

(.json ファイル)実施後にデバイスの削除を行うことをお勧めいたします。 
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ステップ 2: 右上のデバイス[削除]ボタン をクリックします。 

 
図 3—1-6-2-2 画面右上の削除ボタン 

 

ステップ 3: 図 3-1-6-2-3 に示しますように、“選択したデバイスを削除します

か？”が表示されます。操作の誤りも無く、選択デバイスの削除を実

行するには、[はい]ボタンをクリックします。操作誤りなどでデバイ

スの削除を中止する場合には、[いいえ]ボタンをクリックします。 

 

図 3-1-6-2-3 “選択したデバイスを削除しますか？” プロンプト画面 

 

ステップ 4: “ステップ 3”で [はい]ボタンをクリックしましたら、選択デバイ

スの削除が実行されます。デバイスの削除に成功しますと画面右下に

“デバイスの削除成功”が表示されます。図 3-1-6-2-4 はデバイスの

削除を実行し、デバイスの削除に成功した場合の画面の表示例を示し

ます。 
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図 3-1-6-2-4 デバイス削除 実行直後の画面 表示例 
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3.1.7 デバイスの FW 更新 

リモートデバイスの FW更新が可能です。 

 

ステップ 1： “すべてのデバイス”タブを表示し、 ボタンをクリックします。 

 

図 3-1-7-1 リモートデバイスの FW 更新 表示例 

 

ステップ 2： “開く”ダイアログが表示されます。“開く”ダイアログで、アップグ

レード FWファイルを選択して“開く”ボタンをクリックします。 

 
図 3-1-7-2 “開く”ダイアログで、アップグレード FW ファイルを選択 表

示例 
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ステップ 3： FW 更新対象のデバイスへチェックを入れます。同時に最大 10 デバイスま

で選択が可能です。FW 更新対象のデバイスが全てオンラインであることを

御確認下さい。 

 
図 3-1-7-3 FW アップグレードするデバイスを選択 表示例 

 

ステップ 4： “ステップ 3”で、[アップグレード]ボタン をクリック致し

ますと FWのアップグレードが実行されます。アップグレード中は“状態”

に進捗が表示されます。 

 
図 3-1-7-4 FW アップグレード進行中 表示例 

  



VMS PRO 取扱説明書 

96 

 

ステップ 5： FW アップデート中に PC とリモートデバイスの電源を切ったり、ネット

ワークを切断したりしないでください。このまましばらくお待ちください。 

 
図 3-1-7-5 FW アップグレード進行中（拡大） 表示例 

 

ステップ 6： 状態表示が 100％になりましたら、リモートデバイスはリモートデバイス

自身で自動的に再起動を行います。この再起動が完了するまで、このままし

ばらくお待ちください。 

 
図 3-1-7-6 FW アップグレード進行 100％（拡大） 表示例 

 

ステップ 7： 状態表示が 100％を表示したあとに一瞬、状態表示がオレンジ色( )に

なりますがこのままお待ちください。 

 

図 3-1-7-7 FW アップグレード進行 100％の後、状態表示がオレンジ色( )

の表示例 

  



VMS PRO 取扱説明書 

97 

 

 

ステップ 8： 状態表示が灰( )でオフラインの場合、もしも、IP アドレスでデバイス

を登録している場合は DHCP で IP アドレスが変わっている場合がございま

す。 

 

図 3-1-7-8 FW アップグレード後、状態表示が灰( )の表示例 

 

この場合、以下のいずれかでご対応下さい。 

① デバイス本体で IPアドレスをご確認頂き、デバイス修正で

IP アドレスを修正する。詳しくは、「3.1.5 デバイス接続パラ

メータの変更」をご覧ください。 

 
図 3-1-7-9 FW アップグレード後、デバイス修正で IP アド

レスを修正する場合の画面例 
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② 自動検索 で再度デバイス登録する。詳しく

は、「3.2 自動検索」をご覧ください。 

 
図 3-1-7-10 FW アップグレード後、自動検索で再度デバイ

ス登録する場合の画面例 

 

ステップ 9： 状態表示が緑( )でオンラインになりなしたら、FW アップデートの完了

です。 

 

図 3-1-7-11 FW アップグレード後、状態表示が緑( )の表示例 
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3.2 自動検索 

PC のネットワーク上に繋がれているデバイスを検索して登録することができます。 

 

 

3.2.1 ネットワークセグメントでのデバイス検索 

当ソフトウェアはネットワークセグメントでのデバイス検索機能（IP アドレス範囲を指

定して検索する機能）をサポートします。  

 

ステップ 1:  図 3-1-2 の“デバイス管理”で、 ボタンをクリックします。  

ステップ 2:  図 3-3-1 に示しますように、「セグメントで検索」画面がポップアップ表

示されます。 検索対象のネットワークセグメントを入力し、「検索」ボタン

をクリックします。 
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図 3-3-1 セグメントで検索 入力例 

 

ステップ 3: 検索が完了するまでしばらくお待ちください。 

 

 

ステップ 4: 検索が完了しますと、検索結果が表示されます。検索結果例を図 3-3-2 に

示します。 

 
図 3-3-2 デバイス管理 セグメントでの検索結果 表示例 

 

ステップ 5:  検索結果からデバイスを追加するには、「3.1.1 デバイスの追加」をご参

考ください。  
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3.2.2 プロトコルを指定してデバイス検索 

プロトコルを指定してデバイスを検索できます。 通常は“プライベート”を指定しま

す。 

 

 

ステップ 1: “デバイス管理” － “自動検索”で図 3-4-1 の画面を表示します。  

 
図 3-4-1 自動検索画面 表示例 

  



VMS PRO 取扱説明書 

102 

 

ステップ 2:  のドロップダウンボックスで、検索対象のプ

ロトコルを選択（通常は“プライベート”プロトコルを選択します）

して[検索]ボタンをクリック致しますと、選択したプロトコルでの検

索結果が表示されます。図 3-4-2 に“プライベート”プロトコルで検

索した場合の画面の表示例を示します。 

 
図 3-4-2 プロトコル検索結果 表示例 

 

ステップ 3:  検索結果からデバイスを追加するには、「3.1.1 デバイスの追加」をご参

考ください。  
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3.3 グループ化（root グループ） 

当ソフトウェアでは各チャンネルをグループにまとめて管理する “チャネルグルー

プ”という概念があります。 

“チャネルグループ”には“root”と“カスタムグルーブ”に大別され、デバイス管理

で追加されたリモートデバイスは全て“root”というグループへ登録されます。 

 

「すべてのデバイス」タブ画面から削除されたリモートデバイスのチャネルは「すべ

てのデバイス」から削除されると同時に「“root”グループ」と「カスタムグループ」か

ら削除されます。 

 

“グループ化”タブ画面では、“操作”列の ボタンでそのカメラのチャンネルア

イコンを変更できます。 

リモートデバイス 

root カスタム 

グループ 

（デバイス管理で追加） 

チャネル 
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3.4 カスタムグループ 

当ソフトウェアでは各チャンネルをグループにまとめて管理する “チャネルグルー

プ” という概念があり、「3.3 グループ化(root グループ)」章では、当ソフトウェア

に追加されたリモートデバイスはすべて“root”というグループに登録される」とお伝

えしました。 

「カスタムグループ」では、カスタムグループにカスタムサブグループを作成すること

で“root”グループから任意のチャネルを選択してオリジナルの“チャネルグループ”

を作成することができます。また CH が未登録のカスタムサブグループに限りますが、カ

スタムサブグループ内にさらに任意のグループ名のグループを作成することも可能で

す。 

よく使うチャネルを「カスタムグループ」へグルーピングすると、より使いやすくなり

ます。 

 

「カスタムグループ」で削除したチャネルは“root”グループから削除されることは

ありません。 

「すべてのデバイス」タブ画面から削除されたリモートデバイスのチャネルは、「すべ

てのデバイス」から削除されると同時に「“root”グループ」と「カスタムグループ」

から削除されます。 

 

 

リモートデバイス 

root 
カスタム 

グループ 

（デバイス管理で追加） 

カスタムサブグループで 

オリジナルのグループを作成可能 
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ステップ 1： まず、カスタムサブグループを作成する必要があります。 ボタ

ンをクリックして、グループ名を入力し、 ボタンをクリックしま

す。 

 

 

ステップ 2： カスタムサブグループが作成されました。 
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ステップ 3： カスタムサブグループを選択し（画面右側）、カスタムグループを構成す

るリモートデバイスへチェック を入れ（画面左側）、画面中央の

ボタンをクリックします。 

 

 

ステップ 4： カスタムサブグループへチャネルが追加されます。 

 

 

ステップ 5： カスタムグループ内のチャネルをクリックして選択状態にして、

ボタンをクリックしますとカスタムグループ内でのそのチャネルのチャネル

名を編集可能です。 
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ステップ 4： カスタムグループ内のチャネルをクリックして選択状態にして、

ボタンをクリックしますとカスタムグループ内からそのチャネルを

外すことが可能です。 
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ステップ 5： カスタムサブグループ自体を削除することも可能です。カスタムサブグ

ループを削除しますと削除したそのカスタムサブグループ内の CH について

も同時に削除されます。カスタムサブグループ自体を削除するには、削除し

たいカスタムサブグループをクリックして選択状態にして、 ボタン

をクリックしますとそのカスタムサブグループを削除可能です。 
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第4章 ライブ画面 
当ソフトウェア“VMS Pro”へデバイスを追加すると、ライブ画面でライブ映像を参

照できます。  

ホームメニューで“ライブ画面” アイコンを選択します。 
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4.1 ライブ画面の概要 

 
図 4—1-1a ライブ画面 表示例 1 

 

 
図 4-1-1b ライブ画面 表示例 2 
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図 4-1-2a デバイスのログインでの場合のライブ画面 表示例 1 

 

 
図 4-1-2b デバイスのログインでの場合のライブ画面 表示例 2 

 

メインメニューで“ライブ画面” を選択しますと、図 4-1-1，図 4-1-2 に示

しますようにリモートデバイスのライブ画面が表示されます。ライブ画面の機能の概要

については、「表 4-1 メインビュー（メインレイアウト）画面 各項目説明」を参照し

てください。 

  



VMS PRO 取扱説明書 

114 

 

表 4-1 メインビュー（メインレイアウト）画面 各項目説明 

No. 項目名 内容 

1 

デバイス 

ツリー 

 

 

 

：root ツリーを使用してチャン

ネル操作します。 

：作成したカスタムグループを使

用してチャンネル操作します。 

：自由に作成したビュー（ライブ画面のレイア

ウト）を使用してチャンネル操作します。 

 

 

:デバイスツリーで表示さ

れるデバイスをフィルタ

リングできます。 
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グループ内の各デバイスの左側に表示されている アイ

コンをダブルクリックするとデバイスが保有する CH を展

開表示します。 アイコンをダブルクリックすると展開

されていたものが閉じられます。 

  

：ログイン状態のデバイスを示します。 

：ログアウト状態のデバイスを示します。 

：活線状態の CH を示します。 

：再生中の CHを示します。 

：オフライン状態の CHを示します。 

ライブ画面エリアへ や をドラッグ、または、

や をダブルクリックすることでハイライト（黄

色い枠の CH）されたライブ画面エリアへ CHのレイアウト

が可能です。 

 

デバイス を右クリックして “すべてのチャンネルを

開く”， “すべてのチャンネルを閉じる”，“すべての

チャンネルを開く” ，“再生（録画再生）” ，“すべ

てのチャンネルを開く” ，“カメラ通話開始”カメラ通

話開始を行うことが可能です。 
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なお、 , , ,  には右クリックメニューは

ございません。 

 

 

：クリックするとログアウトします。 

：クリックして再読み込みします。 

 

 

：クリックするとログインします。 

 

 

：クリックすると CH 名を変更できます。変更し

たらそのリモートデバイスに反映されます。 
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デバイスツリー右側の  をクリックしてデバイスツリーを

最小化させて映像エリアを広くすることが可能です。 

 

【注意】 “デバイスログイン”で御利用中の場合は、この

デバイスツリーエリアは存在しません。 

 

2 
 

全てのチャ

ンネルの受

像停止 

全てのチャンネルのストリーム受信を停止します。  

3 

,  

オーディオ 

コントロー

ル 

オーディオのオン/オフ，音量を制御します。

オーディオがオンの場合は音量バーが表示されま

す。 

 

※ ハイライトされているチャンネルがオーディ

オ出力されます。 

4 
 

シーケンス

動作選択 

選択したシーケンス動作を実行可能です。シーケンスの作

成については、「第５章 クルーズ設定（メインビュー｟

メインレイアウト｠のシーケンス動作設定）」をご参照く

ださい。 
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5  
ページ 

複数ページのプレビュー画面のある場合にページを切り

替えるために使用します。[現在のページ] / [総ページ

数]。 

6  
ビュー(レイ

アウト)操作 

「表 4-1-1 ビュー(レイアウト) 操作一覧」の表をご覧

ください。 

 

7 

 
カメラファ

ンクショナ

ルスイッチ 

「表 4-1-2 カメラファンクショナルスイッチ 説明」の表

をご覧ください。 

,  

ストリーム

切替スイッ

チ 

ストリーム切替スイッチ。クリックして切り替えます。 

：サブストリームを表示中です。 

：メインストリームを表示中です。 

8 

,  

スマートア

ラート 

 

 

スマートアラートをオン にすると、スマートアラート

プレビューがライブ画面の右側に表示されます。 にす

るとスマートアラートプレビューを閉じます。詳しくは、

「4.5 スマートアラート」をご覧ください。 

：スマートアラートがオンです。 

：スマートアラートがオフです。 

 

スマートアラートプレビューエリア右上の ボタンをク

リックしますと、素早く設定ページを表示させることが可

能です。ポップアップをオンにしますと、スマートアラー

トがオンの場合にスマートアラートプレビューへアラート

されます。 
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この画面は、 の で同様に表

示することが可能です。 

 

【注意】 “デバイスログイン”で御利用中の場合は、この

デバイスツリーエリアは存在しません。 

 

9  
手動アラー

ム 

手動アラームを ON/OFF します。 

連携システムとの動作チェックにお使いください。 

(例) 

10  
システム情

報 

図中“1”の赤枠エリアからデバイスをクリックしてデバ

イスを選択状態にして、 アイコンをクリックすると、

そのシステムの システム情報 / チャンネル情報 / ビデ

オ情報 / Network Status が閲覧可能です。 

ボタンをクリックしますと最新の情報を表示しま

す。 で情報表示画面を閉じます。 
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11 
イベントマ

ネジメント 

「12.1 アラーム連動（アラーム設定）」を参照ください。 

  

12 

カメラ 

クイック 

ツールバー 

CH のライブ映像のエリアへマウスカーソルを持っていくと

表示されます。表示される内容はカメラによって違いま

す。 

「表 4-1-3 カメライックツールバー 一覧」の表をご覧く

ださい。 

(例) 
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表 4-1-1 ビュー(レイアウト) 操作一覧 

アイコン 内容 

 

 

プレビュー画面から（映像右上部分に表示される）録画アイコン

“ ”の表示を表示/非表示にできます。 

 

 

画面表示の比率を調整します。 

 映像は映像エリア全体にフィッティングされます。 

 映像のオリジナル比率で表示します。 

 映像は 4:3 の比率で表示します。 

 映像は 16:9 の比率で表示します。 

 
全画面表示画面します。 

 

ウィンドウ数，レイアウトを選択します。 

 

 

クリックして現在のウィンドウをビュー(レイアウト)として保存が

可能です。保存したビュー(レイアウト)は、リストスイッチの 

[ビュー] (レイアウト)タブに追加されます。ビュー(レイアウト)と

ローテーションプログラムが保存されます。 
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（“group1”へ追加する例） 

➀ エリアで保存先のグループを選択しま

す。 

➁ アイコンをクリックし、“新しいライブ画面タブ”で保存

する名称を入力して[はい]ボタンをクリックします。 

(名称“Layout3”での追加例) 

② 名称“Layout3”で“group1”への追加が完了した場合の例です 
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表 4-1-2 カメラファンクショナルスイッチ 説明 

【注意】カメラが対応している場合に使用できます。 

アイコン 内容 

 

カメラに警告灯機能がある CHをハイライトさせた場合に、このボタ

ンをクリックすると警告灯のオン/オフができます。設定されている

持続時間が過ぎると消灯します。 

： 警告灯（赤青ライト）は動作中です。設定さ

れている連続稼働時間が過ぎると消灯します。 

： 警告灯（赤青ライト）は消灯しています。 

 

カメラに白色 LED が搭載されている CHをハイライトさせた場合に、

このボタンをクリックすると白色 LED のオン/オフができます。 

： 白色 LED はオンです。 

： 白色 LED は消灯しています。 

 

カメラにサイレン機能が搭載されている CHをハイライトさせた場合

に、このボタンをクリックすると、サイレンの手動制御ができま

す。図の赤枠のアイコンをクリックしてサイレンのオン/オフ制御を

行います。サイレン音量についても 1～10 の間で調節が可能です。 

サイレンをオフからオンにする場合は警告ダイアログが表示されま

すので、[はい]ボタンをクリック致しますとサイレンをオンにする

ことができます。 

設定されている持続時間が過ぎるとサイレンはオフします。 

 

 

 

  

サ
イ
レ
ン
動
作
中 

サ
イ
レ
ン
オ
フ 
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表 4-1-3 カメラクイックツールバー 一覧 

アイコン 内容 

 

【録画】 

クリックすると、ローカル PCストレージへすぐに手動

でチャンネルを録画できます。手動で録画が行われる

と、アイコンは赤色になります。手動での録画を停止す

るには、もう 1 度クリックします。 

 

【スクリーンショット】 

クリックすると、現在のカメラ映像のスナップショッ

トが保存されます。 

 

【インスタント再生】 

クリックすると、このチャンネルの最新の 10 分間の録画

を簡易再生します。簡易再生画面右下の アイコンをク

リックするとライブ画面へ戻ります。 

 

 

【PTZ】 

クリックしますと PTZ コントロールパネルを表示されま

す。 
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【注意】PTZ コントロールパネルはカメラによって表示内容が変わります。 

 

【デジタルズーム】 

クリックしてデジタルズーム機能が有効になりますと、デ

ジタルズームアイコンはハイライト表示されて にな

り、映像表示エリアがデジタルズームモードになります。

映像表示エリア内でマウスをドラッグ操作してデジタル

ズームする範囲を赤枠で指定すると、映像表示エリア内で

マウスをドラッグ操作してデジタルズームする範囲を赤枠

で指定した部分の拡大ができます。映像表示エリア内でマ

ウスをクリックすると 100%表示にもどります。また、デ

ジタルズームモードの アイコンをクリックしていた

だきますと、デジタルズームアイコンはハイライト表示が

解除されたデジタルズームアイコン に変化します。同

時にデジタルズームモードは終了します。 

 

：デジタルズームモードが有効です。 

：デジタルズームモードが無効です。 
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【トーク】 

クリックすると音声発話機能が開始されます。 

：発話機能が有効です。 

：発話機能が有効です。 

 

 

【デバイスインターホン】 

カメラが対応している場合、クリックすると音声受話機能が開始され

ます。 

：受話機能が有効です。 

：受話機能が無効です。 

 

【カスタムタグを追加】 

クリックしてカスタムタグを追加します。 

 

【フィシュアイモード】 

フィシュアイモードに対応したカメラの場合、このフィシュ

アイモードアイコンが表示されます。 

フィシュアイモードアイコンをクリックしますと、フィシュ

アイコントローラーパネルが表示されます。 

［フィシュアイコントローラーパネル］魚眼 

エリア a： フィシュアイコントローラーパネル右上の

アイコンをクリックしてフィシュアイコントローラー

パネルを閉じます。フィシュアイコントローラーパネ

ルを閉じても展開モードはそのままです。 

例えば、フィシュアイコントローラーパネルで

“4PTZ”に展開表示していた場合にそのままフィ

シュアイコントローラーパネル右上の アイコンを

クリックしてフィシュアイコントローラーパネルを

閉じますとその CH表示は 4PTZ に展開表示されたま

まとなります。 

もしも、元のストリーム現映像に戻したい場合には

“エリア c”で,原映像アイコン をクリックしてか

らフィシュアイコントローラーパネルを閉じる必要が

ございます。 

エリア b： 設置モードを選択します。 

エリア c： 展開モードを選択します。 アイコンはス

トリームの原映像を表示するモードです。 

a 
b 

c 
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4.2 ライブ画面 

(1) ライブ画面を開く 

次の方法いずれかの方法でプレビューを開くことが可能です。 

•対象のライブ画面ウィンドウを選択（ライブ画面の CH枠が黄色の枠でハイライト

されます）し、デバイスリスト領域で対象のデバイスをダブルクリックします。  

 

•デバイスリスト領域からデバイスを対象のライブ画面ウィンドウへドラッグしま

す。 

•デバイスグループの選択を右クリックし、 をクリッ

クすることでデバイスの全チャンネルのライブ画面ウィンドウを開くことができ

ます。  

 

 

1 
 

2 
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(2)ライブ画面での操作 

ライブ画面状態でサポートされている操作につきましては、「表 4-2 ライブ画面操

作」を参照してください。  

表 4-2 ライブ画面操作 

No. 項目 内容 操作 

1  

手動 

キャプチャ 

手動キャプチャの

静止画ファイルは

“システム設定”

の“ファイル設

定”で設定された

内容で保存されま

す。 

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにある画像切取りアイコン

をクリック、又は、右クリックして

をクリックすると手動

による静止画キャプチャが可能で

す。  

2 

 

手動録画 

手動録画のビデオ

ファイルは、“シ

ステム設定” > 

“ファイル設定” 

で設定された内容

で保存されます。 

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにある、ウィンドウ内の アイ

コンをクリックまたは右クリックし

て クリックで手動録

画を開始します。 をクリック

する、または、右クリックして

クリックで手動録

画を停止にします。  

3  
デジタル 

ズーム 

デジタルズーム 

機能 

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにあるデジタルズームアイコン

をクリックし、マウスの左ボタン

でズームする領域をドラッグしま

す。 

100％ズームに戻すにはライブ画

面でクリックします。 

もう一度、 アイコンをクリックす

るとデジタルズーム機能を終了しま

す。  

4 

 

※カメラ通話機能

のご利用には、デ

バイスと PC の両方

でマイクとスピー

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにあるカメラ通話アイコン を

クリック、または、右クリックメ
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カメラ通話 カーが整っている

必要があります。 ニューの をクリッ

クしカメラ通話機能をご利用可能で

す。 

ご利用後は、もう一度カメラ通話ア

イコン をクリックするか、右ク

リックメニューの

をクリックする

ことでカメラ通話機能を終了しま

す。 

5  
レコーダー 

通話 

※カメラ通話機能

のご利用には、デ

バイスと PC の両

方でマイクとス

ピーカーが整って

いる必要がありま

す。 

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにあるレコーダー通話アイコン

をクリック、又は、ライブ画面上

で右クリックして

をクリックする

とレコーダー通話機能をご利用可能

です。 

ご利用後は、もう一度レコーダー通

話アイコン をクリックするか、ラ

イブ画面上で右クリックし、

をクリックする

ことでレコーダー通話機能を終了し

ます。 

6  
カスタムタグ

追加 

カスタムタグ追加

機能 

ライブ画面のカメラクイックツール

バーにある“カスタムタグを追加”

アイコンをクリックします。 

“タグ付けする”ダイアログが表示

されますのでタグ名を入力します。 

 

※ タグ検索で検索して再生すること

ができます。 

※ レコーダーやカメラ本体では、

漢字/カタカナ/ひらがなを入力

して検索することができませ

ん。このためタグ名には英数字
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のみで保存することをお勧めし

ます。 

7 
 

クイック再生 

現在のライブ画面

チャンネルの最新

の直前 10分間の

録画を簡易再生し

ます。 

【注意】クイック

再生機能は同時に

1つの CHでのみ使

用可能です。何れ

かの CH でクイッ

ク再生を行ってい

る時に他の CHは

クイック再生機能

を利用することは

できません。 

ライブ画面で、カメラクイックツー

ルバーの [再生] アイコン をク

リックします。 

プログレスバーをドラッグして再生

位置を変更可能です 

をクリック致しますと再生を一

時停止します。 

/ はミュート状態/音声出力

中を示します。アイコンをクリック

して切替えることができます。 

戻るアイコン は再生状態を終了

してライブ画面へ戻します。 

8 

選択 CH のス

トリーム受信

停止 

１つの CHのスト

リーム受信を停止

したい場合 

ストリーム受信を停止したい CH のラ

イブ映像上で右クリックし、

をクリックしま

す。 

9 

デバイス単位

でのストリー

ム受信停止 

デバイス単位での

ストリーム受信を

停止したい場合 

デバイスグループのデバイス 上

で右クリックして、

をクリック

しますとそのデバイスの全ての CHの

ストリーム受信を停止します。 

10  
全チャンネル

停止 

全てのデバイスの

全ての CHのスト

リーム受信を停止

したい場合 

画面の下にある全チャンネル停止ア

イコン をクリック致しますと全

てのデバイスの全ての CHのストリー

ム受信を停止します。 

11 
 

全画面表示 

ライブ画面を全画

面表示する場合 

全画面表示アイコン をクリッ

ク、又は、ライブ画面上で右クリッ

クして を選択しま

す。 
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1 画面表示，マルチ画面表示どちらも

全画面表示が可能です。全画面表示

を解除して元の画面へ戻すには、右

クリックして を

クリックする、又は、キーボードの

ESC キーをストロークすると元に戻り

ます。 

12  
画面比率の変

更 

画面表示のスケー

ルを調整します。 

ライブ画面の下にある画面比率の変

更アイコン をクリックして、

さらに表示された項目から適用した

いアスペクト比を選択します。 

： 全画面ウィンドウ（画面

フィッティング） 

： 元の比率 

： 4:3 の比率 

 16:9 の比率 

13 
 

ウィンドウの

分割数/レイ

アウトを選択

します 

1 ページのウィン

ドウに表示される

ウィンドウの数と

レイアウトを選択

します。 

ライブ画面の下にあるレイアウトア

イコン をクリックして、分割数/

画面レイアウトを選択できます。 

さらに、 でオリジナルのレイア

ウトが作成可能です。詳しくは、

「4.2.1 カスタムセグメンテーション

編集」をご覧ください。 
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14 

画面調整 

当ソフトウェアの 

ライブ画面上での

明るさ，コントラ

スト，彩度，色調

を調整することが

可能です。 

“名称”タブ以外

はデバイス側へ反

映されません。 

① 調整したい CHのライブ画面上で

右クリックして

を選択します。 

②「映像設定」ダイアログがポップ

アップ表示されます。 

③“カラー”タブで画面調整、“名

称”タブで画面 OSD表示を調整し

ます。  

※ リモートデバイスが対応していな

い項目は表示されません。リモー

トデバイスが対応していない項目

は調整できません。 

 

  

（色合い）   

 
（彩度） 

（シャープネス） 
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： 

（白色 LED） 

：  

 ：  

：  

 

（警告灯）  
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15 

フィッシュア

イビュー

(フィッシュ

アイ用表示レ

イアウト)

モード設定 

このオプション

は、フィッシュア

イの CH にのみ使

用できます 

ライブ画面上で右クリックし、

をクリックします。 

設定したい展開モードを選択しま

す。 

詳細につきましては、「第 11 章 

フィッシュアイビュー(フィッ

シュアイ用表示レイアウト)モー

ド」を参照してください。  

16 

フィッシュア

イマウント

モード 

（フィッシュ

アイ設置モー

ド）設定 

このオプション 

は、フィッシュア

イの CH にのみ使

用できます。 

ライブ画面上で右クリックし、

をクリックします。 

デバイス設置状況応じて、設置モー

ドを選択します。詳細については

「第 11 章 フィッシュアイモード」

を参照してください。  

17 

映像ストリー

ム切替え 

（チャンネル

別） 

CH がサポートして

いるストリームが

選択できます。 

映像ストリームを切替えたいライブ

画面のチャンネル上で右クリックし

てストリームを切替えます。 
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4.2.1 カスタムセグメンテーション編集 

 をクリックして、ビュー(レイアウト)をカスタム作成できます。 

 
図 4-2-1 カスタムセグメンテーション編集 
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ステップ 1：  追加をクリックしてカスタムセグメンテーションの名称を入力し、“は

い”をクリックします。既存のカスタムセグメンテーションを編集する場合

には、左側ペインより編集対象のカスタムセグメンテーション名を選択状態

にします。 

 

 

ステップ 2：  ベースの分割数を選択します。 
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ステップ 3：  マージ（結合）する場合はマージする部分をマウスでドラッグします。 

 

 

ステップ 4：  “マージ”をクリックします。マスの単位でマージが可能です。 
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ステップ 5：  マージされた部分は破線表示されます。 

 

ステップ 6：  元に戻す場合は同様にマージ部分を選択後、“結合解除”をクリックし

ます。 
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ステップ 7：   ボタンで編集を確定します。保存されたら“保存しま

した”ポップアップが表示されます。 
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4.2.2 ポップアッププレビュー機能 

アイコンで[開く] を選択中の場合には、トリガの際にポップ

アッププレビューが表示されます。 

 

 

 

 

さらに、ポップアッププレ

ビューの映像エリア（赤点線枠

内）へマウスカーソルを持って

いくと映像エリア下部（赤実線

枠の位置）へ、 

スクリーンショットアイコン

 

手動録画アイコン  

デジタルズームアイコン

 

が表示されます。 

  

クリック 
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4.2.3（マウス右クリックメニューまとめ） 

4.2.3.1 デバイスグループエリアでのマウス右クリックメニュー 

  

 

  

IPC 

NVR 

DVR 
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項目 内容 

 

デバイスの全チャンネ

ルのライブプレビュー

（ライブ画面）ウィン

ドウを開くことができ

ます。 

 

そのデバイスグループの

全てのストリーム受信を

停止します。 

 

そのデバイスグループの

リモート録画再生を開始

します。 画面へ移

行します。 

 

 

そのデバイスとのトーク

機能の開始/停止。 

トーク機能は 1つのデバ

イスと開始できます。他

のデバイスでトーク機能

を使用するには現在のデ

バイスでのトーク機能を

停止してから使用可能に

なります。 

 

そのデバイスのリモート

設定画面を開きます。 
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4.2.3.2 CH 上でのマウス右クリックメニュー 

 

 

項目 内容 

 

その CH のプレビューを停止します。 

 

 
その CH のスクリーンショットを撮影します。 

 

 

その CH のローカル録画を開始/停止します。 

 

 

その CH のデバイスとのカメラ通話機能の開始/停止。 

カメラ通話機能は 1つのデバイスと開始できます。他のデバ

イスでカメラ通話機能を使用するには現在のデバイスでのカ

メラ通話機能を停止してから使用可能になります。 
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デバイスが対応している場合、その CHの 

 CH タイトル（名称）編集 

 CH タイトル OSD の表示/非表示 

 CH タイトル OSD の表示位置調整：右側の映像エ

リアで CHタイトル OSD を直接マススでドラッ

グして位置を調整します。 

 日時表示 OSD の表示/非表示 

 日時表示 OSD の表示位置調整右側の映像エリアで

日時 OSD を直接マススでドラッグして位置を調

整します。 

が可能です。 

変更を適用するには ボタンをクリックします。 

 

 

その CH のビデオ設定を行います。デバイスが対応して

いる項目を設定可能です。 

 

  

（色合い）   
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（彩度） 

（シャープネス） 

 

デバイスが対応している項目を設定可能です。 

 

 

  

白 

色 

L 

E 

D 

： 

（白色 LED） 

：

 
 ：  

サ
イ
レ
ン 

：  

 

警
告
灯 （警告灯）  
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4.3 レイアウト追加・編集 

ライブ画面で タブをクリックして、カスタムレイアウト表示を設定できま

す。 

 

図 4-3 レイアウト（カスタマイズド レイアウト） 

 

ステップ 1：  グループの追加 

レイアウト の“root”を右クリックし、「新しいグループ」を選

択してグループを追加します(図 4-4 参照)。  

  

図 4-4 グループの追加 

 

新しいグループ名を入力し、[はい]ボタンをクリックするとグループが作成されま

す。グループ名には半角英数字のみが使用可能です。 
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ステップ 2：  レイアウトを追加する 

図 4-5 に示しますように、作成したグループで右クリックして [新しいライブ画面

タブ]を選択して、「レイアウト追加」画面を開きます。  

  
図 4-5 「レイアウト追加」画面 

 

右上の [ ページングの切り替え] より画面分割数を選択します。左側のデバ

イスツリーより、ビュー(レイアウト)へチャンネルをドラッグしてバインド（CH

の割当て）します。バインドされたビュー(レイアウト)へはバインドされたチャン

ネル名とストリーム種別が表示されます。 

（レイアウト例） 

 

  

➁チャンネルをドラッグして CH を割当てます 

➀レイアウトを選びます。 



VMS PRO 取扱説明書 

148 

 

バインドの解除（CH 割当て解除）及び登録するストリームの切替（変更）は、対

象のビュー(レイアウト)上で右クリックしてその右クリックメニューから実行し

ます。 

 

 

“プラン追加”画面上部の へこのビュー 

 (レイアウト)の登録名称を入力し、 ボタンをクリックして作

成したビューシート(レイアウト)を保存します。  

 

ステップ 3：  ビューシート(レイアウト)を変更・削除する 

 変更・削除するビュー(レイアウト)の右クリックメニューより行います。 

 

対象のビュー(レイアウト)上で右クリック 



VMS PRO 取扱説明書 

149 

 

ステップ 4：   ビューシート(レイアウト)のプレビュー切り替え 

 ビューシート(レイアウト)をダブルクリックしてそのビュー(レイアウト)へ切

り替えます。  

 

  

ダブルクリック 
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4.4 PTZ コントロール画面 

ステップ 1：   PTZ コントロール画面 

 

ライブプレビュー画面で、カメラクイックツールバーから[PTZ] アイコンをクリッ

クして PTZ コントロールパネルを表示します。デバイスに応じてサポートされる機能が

異なります（画面はデバイスに応じて変化します）。  

   
図 4-6 PTZ コントロール(画面はデバイスに応じて変化します) 

  

PTZ コントロールしたい CH 画面上へ 

マウスカーソルを持っていき、 

カメラクイックツールバーを 

表示させます。 
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表 4-4 PTZ コントロール機能の概要 

No. 項目名 内容 

1  

 
PTZ コントロールパネル 

PTZ ウィンドウを選択し、方向ボタンのい

ずれかをクリックして視野角を調整しま

す。  

PTZ ウィンドウを選択し、  をクリック

して自動スキャンを有効にします。 もう一

度クリックすると、自動スキャンを停止し

ます。 

2  

ズーム， 

フォーカス， 

アイリス 

 
ズームとフォーカスの速度を調整します。  

  ：ズーム 

 ：フォーカス 

 ：アイリス 

3   
3D 位置 

3D ポジション。3D位置機能が有効の間はア

イコンがハイライト状態 になり、次の

操作が可能になります。 

3D 位置機能は、ライブ画面で画面の中央にし

たい位置をマウスでクリックしますと、PTZ 

カメラはクリックされた位置が画面の中央と

なるように自動でパンチルトします。 

4   
オートフォーカス 

オートフォーカス。PTZ カメラの焦点を自動

的に設定するには、このボタンをクリックし

ます。 

5   
PTZ リセット 

PTZ リセット。このボタンをクリックしてク

ルーズプリセット ポイントを初期化しま

す。 

6   
レンズリセット 

レンズリセット。このボタンをクリックして

レンズを初期化します。 

7   
ワンクリックウォッチ 

ワンクリックウォッチ。このボタンをクリッ

クすると、ワンクリックウォッチを実行しま

す。 
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8  
 

オートフォーカスを実行します。 

9  クルーズ 

クルーズシーケンス機能。最大 255 個のプ

リセットを追加できます。 

 ：プリセットシーケンスを開始

します。 

：プリセットシーケンスを停止

します。 

：【GoTo】プリセットを単独実行しま

す。 

：【Add Preset】プリセットを登録し

ます。 

：【Delete Preset】プリセットを削除し

ます。 
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4.5 スマートアラート 

スマートアラートをオン にすると、スマートアラートプレビューがライブ画面の

右側(図 4-7 の 1 の赤枠領域)に表示されます。 にするとスマートアラートプレ

ビューを閉じます。 

 
図 4-7 スナップチャート 

 

スマートアラートプレビュー上でサムネイルを右クリックすると、右クリックメニュー

が開きます。 

  

  

1 

2
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項目 内容 

 

未登録者をグループ（データベース）へ追加します。 

  

 

登録データを編集できます。 

で のサムネイル画像を変更できます。 

で顔画像を追加できます。追加の顔画像は へ表示されま

す。追加の顔画像にチェックを入れて ボタンをクリックしますと

追加の顔画像を削除できます。 

 

 

でグループ（データベース）へ顔データを追加できます。 

でグループ（データベース）の登録データを変更できます。 

2 

1 
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アラームの前後のビデオを再生します。 

 

 
ビデオ再生開始 

 
ビデオ再生一時停止 

 
ビデオ再生停止 

 
ビデオ再生早送り 

 

シングルフレーム

フォワードビデオ

再生  

ビデオスロー再生 

 

再生速度表示 

 

 

オーディオのオン/オフ。 

“オン”の場合は音量を調整できます。 

 

 

 
キャプチャ 

 
ローカルへのビデオ録画 

 
アイコンをクリックするとマウスカーソルが

になり、デジタルズームモードになります。マウス操作
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でデジタルズームする範囲を赤枠で指定すると、拡大が

できます。クリックで 100%表示にもどります。 ア

イコンをもう一度クリックしてデジタルズームモードを

終了します。 

 

 
再生プログレスバーの精度が高くなります。 

 再生プログレスバーの精度が低くなります。 

,  プログレスバー表示時間領域を移動できます。 
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第5章 クルーズ設定（メインビュー｟メ

インレイアウト｠のシーケンス動作設

定） 
クルーズ設定でメインビュー(メインレイアウト)のシーケンス動作を設定できま

す。メインメニューで「クルーズ設定」を選択します。 
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5.1 シーケンス動作設定 

“シーケンス”は“タスク”で構成されていて、シーケンス動作はこのタスクを順番

に実行していきます。 

 

カセット式ゲーム機で例えますと、ゲーム機のカセットは“シーケンス

（Strategy0）”に該当し、“タスク”はカセット内のゲームのプログラムに該当し

ます。 

 

  

Strategy0 

タスク 

カセット シーケンス（Strategy0） 

カセット内のプログラム タスク 

Strategy0 
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ステップ 1: デフォルトでは「Strategy0」という名前のシーケンスが作成されてい

ます（図 5-1-1）。シーケンス名を変更するには、対象ツアーの編集アイ

コン をクリックします。シーケンスを削除するには、対象シーケン

スの削除アイコン  をクリックします。 

 
図 5-1-1 シーケンス設定画面 

 

ステップ 2: シーケンス動作設定を行います。(複数のレコーダーや IP カメラを含めた

マルチ構成をサポートします) 

(1) をクリックすると、図 5-1-2 に示しますように「タスク追加」インターフェ

イスが表示されます。  

(2)「タスク名」と「タスク時間」を設定し、ウィンドウ数を より選択しま

す。 タスク時間はそのタスクを何秒間表示させるかの設定になります。 

“タスク時間”経過後、次のタスク表示に移行しま

す。“最後のタスク表示”の次は“最初のタスク表

示”になります。シーケンス動作時はこの動作を繰

り返します。 

タスク 
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図 5-1-2 シーケンスのタスク追加 

 

（3） 図 5-1-3 に示しますように、デバイスのチャンネルを必要な順序でビデオ

ウィンドウにドラッグしてバインドします。 

 
図 5-1-3 チャンネル バインディング 

 

レイアウト上で右クリックしてバインドの編集が可能で、ストリームの選択も

シーケンスに含めることが可能です。 
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（4） 図 5-1-4 に示しますように、“保存” をクリックしてシーケンスのセッ

トアップを完了します。  

 
図 5-1-4 シーケンス設定完了 
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5.2 シーケンスの実行 

作成したクルーズ設定はライブ画面で使用できます。 

ライブ画面で動作させるシーケンス名を選択して巡回アイコン をクリックしま

す。 

  

ステップ 1:  ライブ画面 を選択すると、プレビュー画面が表示されます。  

ステップ 2: ライブ画面下にあるシーケンス名を よりプルダウン選

択します。  

ステップ 3:   巡回アイコン アイコンをクリックすると、そのシーケンスを

開始します。 

ステップ 4:   巡回アイコン アイコンをクリックすると、シーケンスを停止

します。
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第6章 リモートデバイスにある録画デー

タのリモート再生 
メインメニューで、“再生”をクリックします。リモートデバイス/PC の基本検索/

スマート検索/画像検索/タグ検索/イベント検索/バックアップが可能です。 
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6.1 リモート再生（基本検索・画面説明） 

リモートデバイスの録画/画像を検索して再生およびエクスポートできます。リモート

録画再生画面を図 6-1 に示します。各インターフェイス機能の概要は「表 6-1 再生画面

の項目説明」を御参照ください。 

 

 図 6-1 リモート録画再生画面 

  
図 6-2 リモート録画再生画面の検索条件  

1 

3 

2 

5 
8 

6 

4 

10 7 11 
9

99

検索対象とするストリームを選択 

検索対象とするイベントを選択 

検索対象とする時間帯を選択 
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表 6-1 再生画面の項目説明 

No. 機能 内容 操作 

1 
デバイ

スツ

リー 

デバイス/

チャンネ

ルを表示

します。 

デフォルトのデバイスグループの設定につきまして

は、「第 8章 システム設定：アカウントログイン」

を参照してください。 

2 

再生 

ウィン

ドウク

イック 

ツール

バー 

ビデオ再生

表示領域へ

マウスカー

ソルを持っ

ていくとビ

デオ再生表

示領域下部

に表示され

ます。 

（ビデオ再生

表示領域

へマウス

カーソル

をホバー

させると

ビデオ再

生表示領

域下部に

表示され

ます） 

キャプチャー 

開いているビデオウィンドウを選

択し、 アイコンをクリックま

たは右クリックして キャプ 

チャーをクリックしますと、 

クリックした時点での画像を 1枚

キャプチャします。  

デジタルズー

ム 

クリックすると になり、デジ

タルズームモードになります。マ

ウス操作でデジタルズームする範

囲を赤枠で指定すると、拡大がで

きます。クリックで 100%表示にも

どります。 アイコンをクリッ

クして アイコンに戻すとデジ

タルズームモードを終了します。 

 

再生停止 

再生がオンになっているビデオ 

ウィンドウを選択し、 アイコ

ンをクリックします。または、右

クリックして 再生停止をクリッ

クします。  

ローカル PC へ

のビデオ録画 

再生がオンになっているビデオ 

ウィンドウを選択し、 アイ

コンクリック、または右クリッ
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クして 録画開始をクリック

します。 

フィッシュア

イ機能 

再生がオンになっているビデオ

ウィンドウへマウスカーソルを

持って行ってカメラクイックツー

ルバーを表示させ、表示させたカ

メラクイックツールバーにある魚

眼アイコン をクリックしま

す。又は、ビデオウィンドウで右

クリックしてその右クリックメ

ニュー内の を選択しま

す (フィッシュアイ機能をサポー

トするデバイスの CH で使用可能で

す)。 

全画面表示 
アイコンをクリック、または

マウスの右クリックで

を選択します。 

タグの追加 

 

・デフォルトタグ 

・カスタムタグ 

用途に応じて[ デフォルトタグ

追加]または[ カスタムタグ追

加]をクリックします。画面の指示

に従ってタグを設定します。 

[ デフォルトタグ追加]、[ カ

スタムタグ追加]アイコンは、再生

がオンになっているビデオウィン

ドウへマウスカーソルを持って

行ってカメラクイックツールバー

を表示させ、表示させたカメラク

イックツールバーにあります。 

画面切取り 

 

※ スクリーン 

ショット機能 

(Snipping 

Tool) 

画面切取りアイコン をクリッ

クすると、マウスカーソルが通常

のマウスカーソル から画面切取

り用マウスカーソル に変化しま

す。この状態でスクリーンショッ

トする範囲（赤枠表示されます）

をドラッグします。ドラッグした

ら、画面切取りポップアップ画面

が表示されます。 
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画面切取りポップアップ画面で

“保存”ボタンをクリックします

と画面切取りポップアップ画面で

表示されていた画像が PCへ保存さ

れます。やり直す場合は“アウ

ト”ボタンをクリックして最初か

ら画面切取りをやり直してくださ

い。 

画面切取りアイコン は、再生

がオンになっているビデオウィン

ドウへマウスカーソルを持って

行ってカメラクイックツールバー

を表示させ、表示させたカメラク

イックツールバーにあります。 

3 
検索条

件の指

定 

ビデオまた

は画像の検

索条件を指

定します。 

①[デバイス]タブで、検索対象の

デバイスを選択状態☑にしま

す。 

②検索ボタン左側のアイコンを

（リモート検索） にしま

す。 

 

③ビデオ検索/画像検索の場合

は、日付の右下隅に赤マーカー

のある日付はデータが存

在する日になります。

データが存在する日を検

索対象日として選択する

ことができます。ハイラ

イトされてる日付はハイ

ライトされてる日が検索対象日として選択されて

いることを示します。 
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キャプチャの種類、ストリーム（main/sub）、検索

対象日時、同期再生の有無を設定し、[検索] をク

リックします。 

※ビデオ検索/画像検索の場合は、開始時刻と終了

時刻の間隔は 1日以内での検索が可能です。 

4 

プログ

レス

バー 

再生状況表

示 

 : 再生プログレスバーの精度が高くなります 

 : 再生プログレスバーの精度が低くなります 

,  :プログレスバー表示時間領域を移動でき

ます 

5 
バック

アップ 

必要に応じ

て録画を

カットまた

はエクス

ポートしま

す 

デバイスの録

画をエクス

ポートします 「6.3 デバイス録画データをロー

カルへエクスポートする」を参

照してください。 デバイスの録

画をカットし

ます 

6 
コント

ロール 

バー 

録画の再生

方法とサウ

ンドを制御

します 

,  

再生制御の全チャンネル同期をオ

ン/オフします。 

：非同期中です。 

：同期中です。 

【注意】同期再生中 は

“逆早送り” と 

“シングルフレーム

フォワード再生ビデ

オ” は使用できま

せん。 

 
再生ビデオを開始します。 

 

ビデオを逆早送りします。 

【注意】同期再生中は使用できま

せん。 
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再生ビデオを一時停止します。 

 
録画の再生を停止します。 

 

１フレーム進める。 

【注意】同期再生中は使用できま

せん。 

 
早送り再生ビデオ。 

 

フィッシュアイモードで再生しま

す。 

 
フィッシュアイモードで再生しま

す。 

 
ビデオをスロー再生します。 

7 

ウィン

ドウ 

コント

ロール 

ビデオウィ

ンドウの表

示モードを

設定します 

 

必要なビデオウィンドウの表示

モードと数を選択します。 

または

全画面表

示 

ビデオウィンドウの全画面表示

モード。 

8 同期制御 
,  

再生制御の全チャンネル同期を

オン/オフします。  

：同期中です。 

：非同期中です。 

9 
再生プログレスバー 

制御 

再生プログレ

スバーの時間

精度と時間帯

移動 

: 再生プログレスバーの精度が

高くなります。 

 : 再生プログレス バーの精

度が低くなります。 

：プログレスバー表示時間

領域を移動できます。 
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10 サウンド 
 

 

サウンドのオン/オフ 

  

11 フィッシュアイ 
フィッシュア

イ機能 

再生がオンになっているビデオ 

ウィンドウを選択するか、

アイコンをクリックまたは右ク

リックメニューの [魚眼]を

選択します (フィッシュアイ機

能をサポートするデバイスのみ

使用可能です)。 
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6.2 リモート再生（基本検索・操作説明） 

デバイスに録画データが存在する場合は、この機能が使用可能です。  

ステップ 1: リモート再生画面で タブを選択します。  

ステップ 2: デバイスグループで対象のデバイスチャンネルを選択します。 

ステップ 3: 検索ボタン左側のアイコンを （リモート検索）にします。 

ステップ 4: 検索条件を設定して検索します。 ボタンをクリックしますと

検索を実行します。 

ステップ 5: 録画のあるウィンドウを選択し、 アイコンをクリックして録画の再生

を開始します（図 6-2）。  

 
図 6-2 ビデオ再生中 

 

※ リモート録画再生モードはデフォルトでは各 CH 間は同期再生されません。同期再

生を有効にする場合は図 6-1 の 8 の領域のアイコンを有効化（ ）します。  
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6.3 デバイス録画データをローカルへエクスポートする 

デバイスへデータが存在する場合はこの機能が使用可能です。 

 

(1)  任意期間の録画データのダウンロード 

ステップ 1: リモート再生で タブを選択します。  

ステップ 2: 対象のデバイスチャンネルを選択します。  

ステップ 3: 検索ボタン左側のアイコンが （リモート検索）にします。 

ステップ 4: 検索条件を設定して検索します。 ボタンをクリックし

ますと検索を実行します。 

ステップ 5: 録画のあるウィンドウを選択し、 アイコンをクリックして録

画の再生を開始します（図 6-2）。  

ステップ 6:  アイコンをクリックし、エクスポート対象の CH（縦）とエ

クスポート対象の期間（横）をプログレスバー上で選択します。 

 
図 6-3-1 ビデオのエクスポート 

エクスポート対象の CHと時間帯を選択後、 アイコンをク

リックして、ビデオのエクスポートを行います（図 6-3-1）。  
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ステップ 7: “録画ファイルのダウンロード”画面が出ますので、バックアップ期間/

ビデオファイル形式/保存先パラメータを設定して[はい]ボタンをクリック

します。 

ボタンをクリックしてエクスポート先を選択します。 

 
図 6-3-2 録画ファイルのダウンロード画面 

 

ステップ 8: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面が表示されます。

録画ファイルを暗号化する必要があれば[はい]ボタンをクリックします。録

画ファイルを暗号化する必要が無い場合ば[いいえ]ボタンをクリックしま

す。[いいえ]ボタンをクリックした場合は“ステップ 10”へお進みくださ

い。 

[はい]ボタンをクリックした場合は録画ファイルを暗号化するためのパス

ワードを設定する必要がございます。 

 
図 6-3-3 録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面 

 

ステップ 9: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”で[はい]ボタンをク

リックした場合は“暗号化”画面が表示されますので“暗号

化”画面でビデオのパスワードを設定します。このパスワード

はバックアップした後でビデオ再生を行う際に必要ですので、

大切に大事に保管してください。 
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ステップ 10: ビデオのバックアップが開始されます。 画面でバック

アップの進捗を確認出来ます。 

 
図 6-3-4 ビデオのバックアップ進捗画面 
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(2) デバイスの動画ファイル単位によるダウンロード 

基本検索されたビデオはダウンロードが可能です。 

ステップ 1: 再生画面 で、基本検索タブ を選択しま

す。  

 

ステップ 2: 対象のデバイスチャンネルを選択します。  

 

 

ステップ 3: 検索ボタン左側のアイコンが （リモート検索）にします。 

 

 

ステップ 4: 検索条件を設定して検索します。検索ボタン をクリック

致しますと、検索を実行します。 
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ステップ 5: 録画データのあるウィンドウを選択し、再生コントロールツールバー

の アイコンをクリックします。 

 

チャンネルの検索期間のすべての録画ファイルがポップアップ表示さ

れます（図 6-3-5）。  

 
図 6-3-5 録画ファイルのダウンロード 

ｚ
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ステップ 6: ダウンロードしたい録画ファイルの“インデックス”列のチェックボッ

クスへチェックを入れます。 ボタンをクリックするとダウンロード

先を選択できます。そして、ビデオファイル形式を選択して[ダウンロー

ド]ボタンをクリックします。  

 

ステップ 7: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面が表示されます。

録画ファイルを暗号化する必要があれば[はい]ボタンをクリックします。録

画ファイルを暗号化する必要が無い場合ば[いいえ]ボタンをクリックしま

す。[いいえ]ボタンをクリックした場合は“ステップ 9”へお進みくださ

い。 

[はい]ボタンをクリックした場合は録画ファイルを暗号化するためのパス

ワードを設定する必要がございます。 

 
図 6-3-6 “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面 

 

ステップ 8: “録画ファイルを暗号化する必

要がありますか？”画面で[はい]

ボタンをクリックした場合は“暗

号化”画面が表示されますので

“暗号化”画面でビデオのパス

ワードを設定します。このパス

ワードはバックアップした後でビ

デオ再生を行う際に必要ですの

で、大切に大事に保管してくださ

い。 
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ステップ 9: ビデオのバックアップが開始されます。 画面でバック

アップの進捗を確認出来ます。 

 
図 6-3-7 ビデオのバックアップ進捗画面 

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

180 

 

6.4 デバイスの画像データ 

6.4.1 デバイス画像データのリモート検索/閲覧 

デバイスへ画像データが存在する場合はこの機能が使用可能です。  

ステップ 1: リモート再生で タブを選択します。  

ステップ 2: 対象のデバイスチャンネルを選択します。 

 

ステップ 3: 検索ボタン左側のアイコンが （リモート検索）にします。 

ステップ 4: 検索条件を設定して検索します。 ボタンをクリックしますと

検索を実行します。 

ステップ 5: 「検索」をクリックすると、検索結果が表示されます（図 6-4-1） 
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図 6-4-1 デバイスの写真 

 

ステップ 6: 画像をダブルクリックするとその画像を閲覧できます。  

でページを切り替えることができます。 

  

検索条件 
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6.4.2 デバイス画像をローカルへエクスポートする 

デバイスへ画像データが存在する場合はこの機能が使用可能です。  

 
図 6-5 デバイス画像のエクスポート 

 

「6.4.1 デバイス画像データのリモート検索/閲覧」を参考に必要なデータを検索しま

す。 

サムネイル画像右下の アイコンをクリックしますとその画像をローカルへ保存しま

す。 

画像の右上隅にあるチェックボックスをクリックして複数画像を選択して、  [保

存する]アイコンをクリックしますと纏めて複数の画像をローカルへ保存可能です。 

また、 [ ]を☑しますと、そのページのサムネイルすべてを選択するこ

とが可能です。 

なお、画像保存パス（デフォルトの画像保存の設定）につきましては、メインメニュー

の「システム設定」で設定可能です。詳しくは、「第 8章 システム設定：アカウントロ

グイン」をご覧ください。 
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6.5 スマート検索再生 

リモート再生でスマート検索機能を利用可能です。スマート検索はシングルチャンネル

のみでの検索をサポートしています。 

 

 

スマート検索を利用するには、スマート検索 タブをクリックしてス

マート検索画面へ移行し、検索条件（チャンネル/ストリーム/タイプ/期間）を選択し

て検索ボタンをクリックします。 
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スマート検索では 1つのチャンネルのみを再生することができます。タイムラインは青

色で表示されます。 

 
図 6-5 スマート再生 

 

さらに、スマート再生中に映像上でマウスドラッグすると ROI 領域を設定可能です。  

ROI 領域を設定後、画面右下の アイコンをクリックしますと ROI 領域に対して

スマート検索が可能です。  

（ROI 領域を設定してスマート検索した例） 

 

画面右下の削除アイコン をクリック致しますと設定した ROI 領域を削除します。

ROI 選択領域を削除して再検索するには、もう一度同じ条件で検索ボタン を

クリックして検索を行います。 

この設定したエリア(ROI)で 

トリガのあったシーンを 

スマート検索 
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6.6 タグ検索による再生 

デバイスへ、タグデータが存在する場合はこの機能が使用可能です。 

 

ステップ 1: リモート再生画面で タブを選択します。  

ステップ 2: 対象のチャンネルを選択します。  

ステップ 3: 検索条件を設定します（キーワードを空欄にしますと全てのタグを検索い

たします）。 

ステップ 4: 「検索」をクリックすると、検索結果が図の赤点線部分に表示されます。 

 

（検索結果表示例） 

検索条件 
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再生アイコン をクリックしますと、その行の映像を[再生]します。 

 

 [再生]をクリックしてビデオを再生できます。 
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 [編集] をクリックしますとタグ

修正できます。タグ修正を確定

するにはタグ修正画面で

“Save”をクリックします。 

 

 [削除]をクリックしますと、そ

のタグを削除できます。タグ削

除を確定するには画面の指示に

従って“はい”をクリックしま

す。 
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アイコン 内容 

 

再生ビデオを開始します。 

 

再生ビデオを一時停止します。 

 

再生を停止します。 

 

シングルフレームフォワード再生ビデオ。 

 

早送り再生ビデオ。 

 

ビデオをスロー再生します。 

 

 

サウンドのオン/オフ 

  

 

その映像をバックアップ（ダウンロード）します。 



VMS PRO 取扱説明書 

190 

 

 

ダウンロード画面を閉じるには、ダウンロード画面右上

の アイコンをクリックします。 

 

３０秒前に戻します。 

 

３０秒先送ります。 
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アイコン 内容 

 

【録画】 

ビデオ再生中にクリックすると、ローカル PC ストレージへすぐに手

動でチャンネルを録画できます。手動で録画が行われると、アイコン

は赤色になります。手動での録画を停止するには、もう 1度クリック

します。 

 

【スクリーンショット】 

クリックすると、現在のカメラ映像のスナップショットが保存されま

す。 

 

【デジタルズーム】 

クリックするとアイコンが になり、デジタルズームモードにな

ります。マウス操作でデジタルズームする範囲を赤枠で指定すると、

拡大ができます。クリックで 100%表示にもどります。 アイコン

をクリックして アイコンに戻すとデジタルズームモードを終了し

ます。 

 

 

【画面切取り】 

画面切取りアイコン をクリックすると、マウスカーソルが通常の

マウスカーソル から画面切取り用マウスカーソル に変化します。

この状態でスクリーンショットする範囲（赤枠表示されます）をド

ラッグします。ドラッグしたら、画面切取りポップアップ画面が表示

されます。 
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画面切取りポップアップ画面で“保存”ボタンをクリックしますと画

面切取りポップアップ画面で表示されていた画像が PCへ保存されま

す。やり直す場合は“アウト”ボタンをクリックして最初から画面切

取りをやり直してください。 

画面切取りアイコン は、再生がオンになっているビデオウィンド

ウへマウスカーソルを持って行ってカメラクイックツールバーを表示

させ、表示させたカメラクイックツールバーにあります。 

 

【フィッシュアイ】 

再生がオンになっているビデオウィンドウへマウスカーソルを持って

行ってカメラクイックツールバーを表示させ、表示させたカメラク

イックツールバーにある魚眼アイコン をクリックします。フィッ

シュアイ機能をサポートするデバイスのビデオで使用可能です)。 
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6.7 イベント検索による再生 

デバイスへイベント録画が存在する場合はこの機能が使用可能です。 

 

[ステップ 1] リモート再生画面で タブを選択します。  

[ステップ 2] 対象のチャンネルを選択します。  

[ステップ 3] 検索ボタン左側のアイコンを （リモート検索）にします。 

[ステップ 4] 検索条件を設定して検索します。 ボタンをクリック

して設定します。 

 

ステップ 5: 検索ボタン をクリックします。 

ステップ 6: 検索結果が表示されます。 

  

検索条件を指定します 
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（検索結果表示例） 

 

“再生”列の再生アイコン をクリックしますと、該当映像を[再生]します。  

 

再生画面を閉じるには、再生画面右上の アイコンをクリックします。 
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アイコン 内容 

 

再生ビデオを開始します。 

 

再生ビデオを一時停止します。 

 

再生を停止します。 

 

シングルフレームフォワード再生ビデオ。 

 

早送り再生ビデオ。 

 

ビデオをスロー再生します。 

 

 

サウンドのオン/オフ 

  

 

３０秒前に戻します。 

 
３０秒先送ります。 

 

その映像をバックアップ（ダウンロード）します。 
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ダウンロード画面を閉じるには、ダウンロード画面右上

の アイコンをクリックします。 

, , ,

, , ,

, , ,

 

現在の再生スピードが表示されます。 
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アイコン 内容 

 

【録画】 

ビデオ再生中にクリックすると、ローカル PC ストレージへすぐに手

動でチャンネルを録画できます。手動で録画が行われると、アイコ

ンは赤色になります。手動での録画を停止するには、もう 1度ク

リックします。 

 

【スクリーンショット】 

クリックすると、現在のカメラ映像のスナップショットが保存され

ます。 

 

【デジタルズーム】 

クリックすると になり、デジタルズームモードになります。マ

ウス操作でデジタルズームする範囲を赤枠で指定すると、拡大がで

きます。クリックで 100%表示にもどります。 アイコンをクリッ

クして アイコンに戻すとデジタルズームモードを終了します。 

 

 

【デフォルトタグ】 

デフォルトタグを追加します。 

 

【カスタムタグ】 

カスタムタグを追加します。タグ名を入力したら、“Save”をク

リックします。 
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【画面切取り】 

画面切取りアイコン をクリックすると、マウスカーソルが通常

のマウスカーソル から画面切取り用マウスカーソル に変化し

ます。この状態でスクリーンショットする範囲（赤枠表示されま

す）をドラッグします。ドラッグしたら、画面切取りポップアップ

画面が表示されます。 

 

画面切取りポップアップ画面で“保存”ボタンをクリックしますと

画面切取りポップアップ画面で表示されていた画像が PC へ保存され

ます。やり直す場合は“アウト”ボタンをクリックして最初から画

面切取りをやり直してください。 

画面切取りアイコン は、再生がオンになっているビデオウィンド

ウへマウスカーソルを持って行ってカメラクイックツールバーを表

示させ、表示させたカメラクイックツールバーにあります。 

 

【フィッシュアイ】 

再生がオンになっているビデオウィンドウへマウスカーソルを持っ

て行ってカメラクイックツールバーを表示させ、表示させたカメラ

クイックツールバーにある魚眼アイコン をクリックします。

フィッシュアイ機能をサポートするデバイスのビデオで使用可能で

す)。 
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6.8 バックアップ 

リモートデバイスビデオのバックアップ専用の画面です。現在のバックアップタスクを

すぐに確認することができ、すばやくビデオをバックアップすることが可能です。 

バックアップしたいビデオの条件を検索してからバックアップを行っていきます。 

 
図 6-8-1 バックアップ画面 

 

表 6-8-1 バックアップ画面 

No. 内容 

1 
デバイスツリー。 

バックアップしたいビデオが保存しているデバイスを選択します。 

2 検索期間したい開始期間と終了時間の日時を指定します。 

3 
まず、バックアップしたいビデオのストリームをメインストリーム又はサブ

ストリームから指定します。そして、バックアップしたいイベントを指定し

ます。 

4 1～3 を指定したら、検索ボタン をクリックしてバックアップし

たいビデオを検索します。 

2 

1 

3 
4 

5 

6 

7 

8 
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5 

プログレスバー。 

検索したら、条件に該当するビデオが存在する時間帯は緑色で示されます。 

バックアップしたい時間帯を指定します。 

マウスで左側から右側に向かってドラッグすることでバックアップ期間を設

定できます。バックアップ期間を設定しましたら、バックアップボタン

をクリックします。マウスで指定したバックアップ期間はバックアッ

プボタン をクリックしてから修正が可能です。また、バックアップ期

間はドラッグ操作しなくても、バックアップボタン をクリックしてか

ら手動で設定することが可能です。 

アイコン 説明 

 

プログレスバーの表示している時間帯を過去方向へシ

フトします。 

 

プログレスバーの表示している時間帯を現在方向へシ

フトします。 

 

プログレスバーの時間解像度を拡大します。 

プログレスバーの時間解像度を拡大すると、プログレ

スバーが進む際の細かさや正確さを高めることができ

ますが、広範囲な時間帯についての状況把握が難しく

なります。 

 

プログレスバーの時間解像度を縮小します。 

プログレスバーの時間解像度を縮小すると、プログレ

スバーが進む際の細かさや正確さが低くなります。し

かし、広範囲な時間帯についての状況が掴みやすくな

ります。 
 

6 

(Ⅰ) バックアップボタン をクリックして“録画ファイルのダウン

ロードダイアログ”を表示します。 

“録画ファイルのダウンロードダイアログ”でバックアップを実行でき

ます。 

“録画ファイルのダウンロードダイアログ”ではバックアップビデオの

期間を手動で調整できます。ビデオ形式（RF/AVI/MP4）、保存先を設定

して[はい]ボタンをクリックすると、AVI ビデオ形式又は MP4 ビデオ形

式を御選択の場合はビデオのバックアップが開始されます。 
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(Ⅱ) RF ビデオ形式でバックアップを行う際は“動画ファイルを暗号化す

る必要がありますか？”ダイアログが表示されます。RF 形式ビデオを任

意のパスワードで暗号化することが可能です。ビデオを暗号化するに

は、“動画ファイルを暗号化する必要がありますか？”ダイアログで

[はい]ボタンをクリックします。[いいえ]ボタンをクリックしますと、

ビデオの暗号化は行われずにビデオのダウンロードが開始されます。 

 

(Ⅲ) VMS Pro ソフトウェアでは、RF形式ビデオを任意の 6～32 文字のパ

スワードで暗号化することができます。 

 

7 

実行されたバックアップジョブはこのエリアでタスクリストとして示され、

進捗状況等がリスト表示されます。待機中のバックアップジョブの停止/再

開/削除を行ったり、完了したバックアップジョブをリストから削除するこ

とができます。 

アイコン 内容 

タスクを開始 

“実行”列に、“録画停止” が表示さ

れているダウンロードジョブを再開さ

せます。 
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未完了のタスクの停止 

“実行”列に、“ダウンロード待機

中”が表示されているダウンロード

ジョブを停止させます。 

削除 
そのジョブを削除します。 

 

8 

全てのバックアップジョブの停止/再開/削除を行ったり、完了した全ての

バックアップジョブをリストから削除したり、未完了のバックアップジョ

ブをリストから削除したりできます。 

アイコン 内容 

全てのタスクを開始 

“実行”列に、“録画停止” が表示さ

れている全てのジョブのダウンロード

を再開させます。 

未完了のタスクの停止 

“実行”列に、“ダウンロード待機

中”が表示されているジョブを停止さ

せます。 

削除 
そのジョブを削除します。 

未完了のタスクの削除 

“実行”列に、“ダウンロード待機

中”が表示されているジョブを削除し

ます。 

完了したタスクの削除 

“実行”列に、“ダウンロードが完了

しました”が表示されているジョブを

削除します。 
 

 

[ステップ 1]  検索対象とするリモートデバイスを選択します。選択は対象デバイスの

チェックボックスをオンにすることで選択します。 
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[ステップ 2] 検索対象とする期間を、開始日時と終了日時をカレンダーアイコンをク

リックして設定します。 

  

検
索
対
象
と
す
る
デ
バ
イ
ス
を
選
択 

検索対象とする開始日時を選択 検索対象とする終了日時を選択 
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[ステップ 3]  ボタンをクリックして、検索対象とするストリームとイベ

ントを選択します。 

 

 

 [ステップ 4]  ボタンをクリックして検索を実行します。 

 

  

検索対象とするストリームを選択 

検索対象とするイベントを選択 
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 [ステップ 5]  マウスで左側から右側に向かってドラッグすることでバックアップ期

間を設定できます。バックアップ期間を設定しましたら、 ボタンを

クリックします。バックアップ期間は ボタンをクリックしてからで

も修正が可能です。バックアップ期間はドラッグ操作しなくても、“[ス

テップ 6]”で手入力によって設定することもできます。 

アイコン 説明 

 
プログレスバーの表示している時間帯を過去方向へシフトします。 

 
プログレスバーの表示している時間帯を現在方向へシフトします。 

 

プログレスバーの時間解像度を拡大します。 

プログレスバーの時間解像度を拡大すると、プログレスバーが進む際

の細かさや正確さを高めることができますが、広範囲な時間帯につい

ての状況把握が難しくなります。 

 

プログレスバーの時間解像度を縮小します。 

プログレスバーの時間解像度を縮小すると、プログレスバーが進む際

の細かさや正確さが低くなります。しかし、広範囲な時間帯について

の状況が掴みやすくなります。 

 

 

  

マウスドラッグ 
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[ステップ 6]  「録画ファイルのダウンロード」画面が表示されます。バックアップ期

間を必要に応じて調整し、ビデオタイプを選択して、フォルダの選択ボタン

をクリックして保存先を指定します。 ボタンをクリック致

しますと、保存先に対して録画ファイルのダウンロード(バックアップ)を実

行します。 

 

 

[ステップ 7]  “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面が表示されま

す。録画ファイルを暗号化する必要があれば[はい]ボタンをクリックしま

す。録画ファイルを暗号化する必要が無い場合ば[いいえ]ボタンをクリッ

クします。[いいえ]ボタンをクリックした場合は“ステップ 9”へお進み

ください。 

[はい]ボタンをクリックした場合は録画ファイルを暗号化するためのパ

スワードを設定する必要がございます。 

 

 

[ステップ 8] “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面で、[はい]ボ

タンをクリックした場合はこの後に、“暗号化”画面が表示されますの

で“暗号化”画面でビデオのパスワードを設定します。このパスワード

はバックアップした後でビデオ再生を行う際に必要ですので、大切に大

事に保管してください。 
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 [ステップ 9] 実行したバックアップジョブはタスクリストに進捗状況と共にリスト

表示されます。待機中のバックアップジョブの停止/再開/削除、完了した

バックアップジョブをリストから削除することができます。 

アイコン 内容 

全てのタスクを開始 

“実行”列に、“録画停止” が表示さ

れている全てのジョブのダウンロード

を再開させます。 

未完了のタスクの停止 

“実行”列に、“ダウンロード待機

中”が表示されているジョブを停止さ

せます。 

削除 
そのジョブを削除します。 

未完了のタスクの削除 

“実行”列に、“ダウンロード待機

中”が表示されているジョブを削除し

ます。 

完了したタスクの削除 

“実行”列に、“ダウンロードが完了

しました”が表示されているジョブを

削除します。 
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第7章 ログ検索 
VMS Pro 自体のログ（ローカルログ）とリモートデバイスのログを検索して、参照/バッ

クアップすることが可能です。 
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7.1 ローカルログ 

ローカルログ画面で VMS Pro 自体のログをデバイス別に検索が可能です。VMS Pro 自

体のログを照会するにはローカルログ画面で検索パラメータを入力して検索ボタンを

クリックします。さらに検索結果のログをバックアップすることも可能です。 

 

図 7-1-1 ローカルログ検索画面 

 

No. 機能 

1 ナビゲーションパネルでローカルログアイコン をクリックしてロー

カルログ検索画面を表示します。 

2 

検索したいデバイスや CHを選択します。チェックボックスへチェックを

入れることで選択していることを示します。 

(Ⅰ)先ず、 の右向きの▶マークをクリックして、▼にしま

す。登録されているデバイスが展開されます。 

（Ⅱ）そしてさらに、展開されたデバイスの右向きの▶マークをクリックし

て、▼にします。デバイスが有する CHが展開されて表示されます。 

1 

2 

3 
4 

5 

6 

7 

10 

8 9 
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3 

参照したいログの期間を指定します。 

参照したいログの期間は、カレンダーアイコン をクリックして日時を

選択して指定します。 

 

4 

参照したいログタイプを選択します。 

 

 

 

5 

参照したいサブタイプをプルダウンをクリックして選択します。 
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6 
入力したキーワードを含むログを検索することができます。絞り込む際に

便利です。 

7 
VMS Pro ソフトウェアに登録されているユーザーを選択することができま

す。絞り込む際に便利です。 

8 ローカルログの検索を実行するには、[検索]ボタン をクリックし

ます。 

9 検索された結果はバックアップできます。バックアップボタン

をクリックして、“名前を付けて保存”ダイアログでバックアップしま

す。 

10 検索された結果が表示されます。 

 

 
図 7-1-2 ローカルログ検索画面 検索結果表示例  
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[ステップ 1] メインメニューで「ログ検索」 を選択すると、ログ検索

画面が表示されます。  

[ステップ 2]  左側垂直タブにある （ローカルログ）アイコンをクリックしま

す。  

[ステップ 3] 検索するデバイス/CH を選択し、検索する期間，ログタイプ、サブタ

イプ，といった検索条件を指定します。リモートログには、システムロ

グ，構成ログ，アラームログ，ユーザーログ，ビデオログ，データログ，

ネットワークログ，スマートログが含まれます。 

[ステップ 4]  検索ボタン をクリックして検索を開始します。図 7-1-3 に

示しますように、検索結果が表示されます。   

[ステップ 5]  バックアップボタン をクリックして検索結果をバックアップ

できます。Ecel 形式でエクスポートできます。 
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7.2 リモートログ 

リモートログ画面でリモートデバイスのログの検索が可能です。リモートデバイスのロ

グを照会するにはリモートログ画面で検索パラメータを入力して検索ボタンをクリック

します。さらに検索結果のログをバックアップすることも可能です。 

 
図 7-2-1 リモートログ検索画面 

 

 
図 7-2-2 リモートログ検索画面 検索結果表示例 

  

1 

2 

3 
4 5 

8 

6 7 
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No. 機能 

1 ナビゲーションパネルでリモートログアイコン をクリックしてロー

カルログ検索画面を表示します。 

2 

検索したいデバイスを選択します。ハイライト状態にすることでそのデバ

イスを選択していることを示します。 

 

3 

参照したいログの期間を指定します。 

参照したいログの期間は、カレンダーアイコン をクリックして日時を

選択して指定します。 

 

4 参照したいログタイプを選択します。 
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5 
入力したキーワードを含むログを検索することができます。 

絞り込む際に便利です。 

6 ローカルログの検索を実行するには、[検索]ボタン をクリックし

ます。 

7 検索された結果はバックアップできます。バックアップボタン

をクリックして、“名前を付けて保存”ダイアログでバックアップしま

す。 

8 検索された結果が表示されます。 
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[ステップ 1] メインメニューで「ログ検索」 を選択すると、ログ検索画

面が表示されます。 

[ステップ 2]  左側垂直タブにある （リモートログ）アイコンをクリックし

ます。 

[ステップ 3]  検索するデバイスを選択し、検索する期間，ログタイプといった検索

条件を指定します。 

[ステップ 4]  検索アイコン をクリックして検索を開始します。 

図 7-2-2 に示しますように、検索結果が表示されます。  

[ステップ 5] バックアップボタン をクリックして検索結果を Excel 形式

でエクスポートできます。  
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第8章 システム設定(アカウントログイ

ンしている場合) 
当ソフトウェアへアカウントログインで使用する際の当ソフトウェアのパラメータ設

定（共通設定等）が可能です。 

 

 

 
図 8-1 システム設定 

  



VMS PRO 取扱説明書 

219 

 

[ステップ 1] メインメニューで「システム設定」を選択し、図 8-1に示しますように

システム設定画面を表示します。  

[ステップ 2] 必要に応じて各種パラメータを設定します。 

[ステップ 3]  ボタンをクリックして、“システム設定”を完了し

ます。 
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8.1 一般設定 

「表 8-1-1 システム設定（パラメータ一覧）：一般設定」を参考に設定します。 

設定したら、 ボタンをクリックして設定を反映させ、“システム設

定”を完了します。 

 
図 8-1-1 一般設定 
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表 8-1-1 システム設定（パラメータ一覧）：一般設定 

一般設定 

 

項目 内容 

言語： 言語を設定します。 

システムログを保持： 

システムログの保存時間を設定します。 

 1 週間 

 半月 

 1 ヶ月 

日付形式： 

日付のフォーマットを設定します。 

 

データベースのエクス

ポート/インポート 

：クリックしてバックアップします。 

：クリックしてバックアップを選択して復

元します。 

GPU デコードチャネル 
GPU でデコードする CH数を設定します。0～256の間で設

定します。 

過負荷上昇 

使いすぎないように、最大負荷を設定します。 

 CPU/GPU:85% 

 CPU/GPU:90% 

 CPU/GPU:95% 
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すべてのデバイス HDD

アラームを無視 

チェックオンで、全てのデバイスの HDD アラームを無視し

ます。 

自動ログイン有効 自動ログオンの有効/無効 

ライブ画面の再開 
次回、当ソフトウェアを起動した場合に現在のライブ

ビューを再開するかどうか。 

チャンネル名の同期を

有効にする 

チェックオンでリモートデバイスのチャンネル名に同期す

るようになります。 
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8.2 ファイル設定 

「表 8-2-1 システム設定（パラメータ一覧）：ファイル設定」を参考に設定します。 

設定したら、 ボタンをクリックして設定を反映させ、“システム設

定”を完了します。 

 

 

図 8-2-1 ファイル設定 
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表 8-2-1 システム設定（パラメータ一覧）：ファイル設

定 

ファイル設定 

 

項目 内容 

自動ログイン 
有効にすると当ソフトウェア起動時に自動的に当ソフト

ウェアへ自動でアカウントログインします。 

フ
ァ
イ
ル
設
定 

ファイルタイプ: 

保存の際の映像ファイルの拡張子を次より選択します： 

rf，AVI，mp4 

※ “rf”は独自のビデオ形式です。 

最大ファイルサイ

ズ: 

1 ファイルの最大サイズを次より選択します： 

 1G （１ギガバイト） 

 2G （２ギガバイト） 

アラーム録画 

保存期間 

アラームビデオの保存期間を設定します。 

 

保
存
先 

画像の保存先 

既定の画像の保存先フォルダパスを設定します。 マー

クをクリック致しますと変更が可能です。 

 

動画の保存先 

既定の動画の保存先フォルダパスを設定します。 マー

クをクリック致しますと変更が可能です。 
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HDD 容量が次の値を下

回るとアラームが動作

します 

チェックオン(☑)の場合、ディスク容量が入力値を下回っ

た場合に警告します。初期値は 3000MB です。 

ア
ラ
ー
ム
音 

IO アラーム、 

映像異常、 

モーション検

知、 

人感センサー、 

デバイス切断検

知 

アラーム別にトリガ時に鳴る音声ファイルを設定できま

す。それぞれ初期値は、 

“C:\Program Files\Common Files\ 

NORMAL\VMS Pro\Alarm.WAV” です。 

マークをクリック致しますと変更が可能です。 

試聴ボタン をクリックして設定しているアラーム音を

試聴できます。 

 

 

エリア侵入、 

ライン侵入、 

物体検知、 

人検知、 

顔検知、 

人＆車両カウン

ト、 

音量変化検知、 

密集検知、 

行列検知、 

ナンバー検知、 

レアサウンド検

知、 

人＆車両、 

特徴検知、 

火災検知、 

温度測定アラー

ム、 

映像妨害検知、 

侵入うろつき、 

領域（イン）、 

領域（アウト） 

AI 又はインテリジェントのトリガ時に鳴る音声ファイル

をそれぞれ設定できます。初期値は、 

“C:\Program Files\Common Files\ 

NORMAL\VMS Pro\Alarm.WAV” です。 

マークをクリック致しますと変更が可能です。 

試聴ボタン をクリックして設定しているアラーム音を

試聴できます。 

 

 

  

ア
ラ
ー
ム 

AI 
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8.3 ホットキー（ショートカットキー） 

現在のホットキー（ショートカットキー）が確認可能です。 

ホットキー（ショートカットキー）の再割当（変更）も可能です。キーを組み合わせる

場合は ctrl キーだけが組み合わせ元のキーとしてご利用いただけます。 

ホットキー（ショートカットキー）とは、特定の機能や操作を迅速に実行するために設

定されたキーボードのキー又はキーの組み合わせです。これにより、マウスを使用せず

に効率的に操作が可能になります。 

ホットキーを使用するには、当ソフトウェアがアクティブウィンドウの状態で指定され

たキーを同時に押します。例えば図 8-1-3 の場合、「Ctrl + R」はローカル録画を実行

します。この場合、まず「Ctrl」キー を押したまま、「R」キー を押してくだ

さい。 

ホットキーは変更が可能です。「表 8-3-1 システム設定（パラメータ一覧）：ホット

キー」を参考に設定します。 

ホットキーを変更したら、 ボタンをクリックして設定を反映させ、

“システム設定”を完了します。 

 

 

図 8-3-1 ホットキー 

  

Ctrl R 
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表 8-3-1 システム設定（パラメータ一覧）：ホットキー 

ホットキー 

 

項目 内容 

フルスクリーン再生， 

メインビュー（メイン

レイアウト）， 

リモート再生， 

システム設定， 

アラームイベント， 

クルーズ設定， 

デバイス管理， 

ロック画面， 

ユーザーの切替， 

開閉アラーム音， 

ローカル録画 

現在設定されているホットキーが一覧表示されています。

ホットキーを使用すると、各機能へ素早くアクセスできま

す。 

ホットキーは変更することが可能です。 

変更したい機能の行のホットキーの列をダブルクリックす

ると、その機能の行はハイライト表示されてその機能の行

のホットキー列が編集モードになります。 

編集モードでは他のホットキーへ変更できます。 

編集モードの状態で、キーボードで変更したいキーを押

してください。 

（編集モード） 

そして、エンターキー(Enter)を押すとその機能のホット

キーの変更が確定します。 

全ての置き換えが済みましたら、［保存する］ボタンを

クリックします。 

元に戻すには、［初期化］ボタンをクリックします。 
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8.4 メール設定 

当ソフトウェアのメール通知機能の設定が行えます。メール通知機能では当ソフトウェ

ア上でイベントを検知した際に、指定されたトリガについて当ソフトウェアからイベン

ト通知メールを送信することができます。 

「表 8-4-1 システム設定（パラメータ一覧）：メール設定」を参考に設定します。 

設定したら、 ボタンをクリックして設定を反映させ、“システム設

定”を完了します。 

 
図 8-4-1 メール設定 

 

表 8-4-1 システム設定（パラメータ一覧）：メール設定 

メール設定 

 

項目 内容 

メール 

：当ソフトウェアのメール機能は無効です。 

：当ソフトウェアのメール機能は有効です。 

メールを正しく送信するには、適切なメール設定が完了し

ていること、そして安定した正しいインターネット環境で

操作していることが必要です。 
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暗号化 

暗号化タイプを選択します。 

もしも、“自動モード”でうまくいかない場合は暗号化タ

イプを直接指定してみます(SSL 又は TLS)。 

 

SMTP ポート 送信メールサーバーのポート番号を設定します。 

SMTP サーバー 送信メールサーバーのアドレスを設定します。 

ユーザー名 送信メールサーバー認証用のユーザー名を設定します。 

パスワード 
送信メールサーバー認証ユーザーに対するパスワードを設

定します。 

送信者 メールの送信者欄に表示されます。 

受信者 1、 

受信者 2， 

受信者 3 

メールの送信先を設定します。 

受信者(送信先)は最小で 1つ、最大で３つをご指定いただ

けます。 

間隔 

メールの送信が連続する場合の最小の送信間隔を指定しま

す。 

 

テスト送信 

 

テスト送信機能を御利用いただくことで、メール設定が正

しいかどうかをご確認いただけます。 

テスト送信するにはテスト送信ボタン をクリック

します。 
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第9章 アカウント管理 
アカウント管理では、当ソフトウェアのユーザーの追加，削除，アクセス許可の変更

を行うことができます。 

 

 

9.1 ユーザーの追加 

ステップ 1: メインメニューから「アカウント管理」を選択してアカウント管理画面を

開きます（図 9-1-1）。  

 
図 9-1-1 アカウント管理画面 
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ステップ 2: インターフェイスの右上隅にある アイコンをクリックしてユーザー

を追加します（図 9-1-2）。各項目の説明につきましては、「表 9-1-1 ユー

ザー追加（項目説明）」 を参照してください。  

 
図 9-1-2 ユーザー追加 

 

ステップ 3: 権限設定を確認します。 「表 9-1-1 ユーザー追加（項目説明）」を参考

にしてください。 

表 9-1-1 ユーザー追加（項目説明） 

項目 内容 

役割 
オペレーターだけがユーザーとして追

加可能です。 
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ユーザー名 
既存のユーザー名と同じユーザー名を

追加することはできません。 

パスワード 

パスワードを設定します。誤設定防止

のために、[パスワードの確認]へ[パ

スワード]と同じパスワードを入力す

る必要があります。 

パスワードは 8 文字以上である必要が

ございます。 
パスワードの確認 

基本権限 

ユーザーのアクセス権を設定します： 

デバイス管理，ログ管理，アラーム設

定管理，マップ管理，トポロジー管

理，AI 検索，データ解析，AIシー

ン，AI 設定，パスワード変更 

チャンネル別権限 

チェンネル 

ハイライト表示されている機能のユー

ザーのチャンネルアクセス権を設定し

ます： 

ライブ画面，PTZ コントロール， 

キャプチャー，録画，再生，録画ダウ

ンロード，ローカル録画スケジュー

ル，ローカル再生 

➀ 左側の“チャンネル別権限”欄

でチャンネル権限を設定したい項

目をクリックしてハイライト状態

にします。 

➁ 右側の“チャンネル”欄で許可し

たいチャンネルにチェックを入れ許

可したくないチャンネルのチェック

を外します。 

ステップ 4: 設定が済みましたら、[はい]ボタン をクリックすると設

定した権限のユーザーが作成されます。初期化をクリックすることでアクセ

ス権限をデフォルト状態へ戻せます。 

 

【ご注意ください】admin はすべての権限を持ち、パスワードの変更のみ行

えます。 
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9.2 ユーザーの変更（パスワード/権限設定） 

 
図 9-2-1 アカウント管理画面（表示例） 

 

ステップ 1: アカウント管理画面で変更が必要なユーザーの操作列にあるユーザー変更

アイコン をクリック致しますと、図 9-2-2 に示しますような画面がポッ

プアップ表示されます。  

 
図 9-2-2 ユーザーの変更 
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ステップ 2: ユーザー名、パスワードを必要に応じて変更します。  

（設定例） 

 

ステップ 3: ユーザーの“基本権利”を必要に応じて変更します。 

（設定例） 

ステップ 4:  ユーザーのチャンネルの権利を必要に応じて変更します。 

例えば次の図は、“8MP-578DX-SD”の“ライブビュー”は許可して“PTZ

コントロール”は許可しないという場合には以下の様な設定例となりま

す。 

（設定例） 

（設定例） 

ステップ 5: 設定後に[はい」ボタンをクリックして保存します([初期化]ボタンをク

リックすることでアクセス権限をデフォルト状態へ戻せます) 。 
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9.3 ユーザーの削除 

ユーザーを削除するには、そのユーザーの削除アイコン をクリックします。確認

ダイアログボックスが表示されますので、削除を実施する場合は[はい]ボタン

をクリックします。 

ユーザーを削除するには、admin（管理者）でログインされている必要があります。 

 

複数のユーザーのチェックボックスをオンにして、画面右上隅にある [一括削除]ボタ

ン をクリックして一括削除することもできます。 
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【ご注意ください】admin（管理者）は削除できません。 

 

【ご注意ください】ユーザーの削除は admin（管理者）でログインされている

場合に行うことが可能です。 

 

オペレーターはユーザーの削除を行えま

せん。 

ユーザーの削除は admin でログインされ

ている場合に実行が可能となります。 
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第10章 マップ 
マップを使用すると、ビデオまたはアラームがどこに位置するかを視覚的に把握す

ることが可能です。チャンネルのビデオ，アラームをリアルタイムで位置表示するこ

とが可能です。 

 

マップ設定:  

マップ、ホットスポット、関連操作機能

を表示する設定します。 

 

マップ監視： 

ホットスポットのリアルタイム映像を

マップ上に表示させ監視を行います（ラ

イブ画面、アラーム表示、アラームフィ

ルタリングなど） 
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(マップ機能の使用例) 
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10.1 マップ設定 

マップ設定では、マップ、ホットスポット、関連操作機能を表示する設定します。 

 

10.1.1 新しいマップの作成 

ステップ 1: メインメニューで「マップ設定」 をクリックします。画面

左の“マップ管理” を選択します（図 10-

1-1）。 

 
図 10-1-1 マップ構成 
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ステップ 2: マップ追加アイコン をクリックすると、マップ追加ダイアログ

がポップアップ表示されます（図 10-1-2）。  

 
図 10-1-2 マップ追加 

ステップ 3: マップ名を入力し、マップファイル選択アイコン をクリックし

てマップ画像を選択します。  

ステップ 4: 「はい」をクリックして適用します。  
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10.1.2 マップ編集 

ステップ 1: 画面左にある“マップ管理” を開き、マップ

管理” の中にある、ダブルクリックして編集が必

要な親マップを開きます（図 10-2-1）。  

 
図 10-2-1 マップ編集 

ステップ 2: 親マップの該当箇所へ子マップ（例えば構内図など）をドラッグアンド

ドロップします。親マップへ子マップの位置が配置されます。配置された

子マップを“ホットエリア”と呼びます。 

 
図 10-2-2 “ホットエリア”配置例 
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ステップ 3:  “ホットエリア”アイコン をダブルクリックして、“ホットエリ

ア”のマップ（子マップ）を開きます。 

  

図 10-2-3 “ホットエリア”のマップ表示例 

 

ステップ 4:  画面左にある“モニタリングポイント”

を開き、“モニタリングポイント” から CH

をドラッグアンドドロップしてデバイス位置を“ホットエリア”内へ

配置します。この配置したもの は“ホットスポット”と呼びま

す。 

 
図 10-2-4 “ホットスポット”配置例 
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ステップ 5:   “ホットスポット”を右クリックすると編集（修正）と削除が可能

です。 

 

図 10-2-5 “ホットスポット”配置例 

  

図 10-2-6 “ホットスポット”編集（修正）画面 
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ステップ 6:  “ホットエリア”も同様に、右クリックすると編集（修正）と削除が

可能です。 

   
図 10-2-7 “ホットエリア”編集（修正）画面  
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10.2 マップ監視 

マップ編集で設定したらマップ監視が可能です。 

ホームメニューで「マップ管理」をクリックします。 

 

 

ホットエリアを開き、ホットスポットをダブルクリックすると、図 10-3-1 の様にライ

ブ映像が映し出されます。 

 
図 10-3-1 マップ監視画面 表示例 
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“オーバーラップ”ボタン をクリックしてライブ映像を任意の位置へレイア

ウト可能です。“オーバーラップ”ボタン の場所は、図 10-3-1 でご説明致

しますと画面下部にございます。 

“並べて表示”ボタン をクリック致しますと、ライブ映像の配置は図 10-3-1

の様に画面右側へ縦並びになります。 

 

図 10-3-2 マップ監視画面 オーバーラップ表示例 

 

図 10-3-3 の様にオーバーラップ画面ではライブ映像をマウスドラッグして任意の位

置へライブ映像をレイアウトすることが可能です。 

 

図 10-3-3 マップ監視画面 任意の位置へのレイアウト例 
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＜アラームタイプ＞ 設定が済みましたら、[はい]ボタン で確定します。 

： “アラームタイプ”ボタン をクリック致しますとアラー

ムタイプ画面が表示されます。アラームタイプ画面では通知対象のア

ラームを選択可能です。 

   

  

 

“リバース”ボタン ： 設定値を反転できます。“リバース”ボタン

をクリック致しますと、選択されている状態

のアラームタイプは選択されていない状態へ、選択

されていない状態のアラームタイプは選択されてい

る状態へとなります。 
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“すべて消去”ボタン ： “すべて消去”ボタン をクリック

致しますと、すべてのチェックをワンクリックで外

します。“すべて消去”ボタン をクリッ

クした場合、選択されている状態のアラームタイプ

は選択されていない状態へ、選択されていない状態

のアラームタイプは選択されていない状態のままと

なりす。つまり、すべて消去”ボタン を

クリックすることで、全てのアラームタイプの

チェックは外されます。 
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第11章 フィッシュアイ（魚眼）モード 
対応するフィッシュアイカメラの場合は、フィッシュアイの各種表示モードをサ

ポートしております。フィッシュアイ（魚眼）モードは、対応するフィッシュアイ

カメラチャンネルが表示されている映像エリア内のクイックツールバー内にありま

す。 

 

[ステップ 1] フィッシュアイ（魚眼）モードに対応するフィッシュアイカメラチャ

ンネルが表示されている映像エリア内へマウスカーソルを持っていき、そ

のチャンネルをクリックしてハイライト状態にしてクイックツールバーを

表示させます。 

（ライブ画面表示例） 
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（再生画面表示例） 

 

 

 

 

[ステップ 2] クイックツールバーを表示させましたら、クイックツールバー内の

“魚眼”アイコン をクリックして魚眼コントロールパネルウィン

ドウを表示させます。魚眼コントロールパネルウィンドウは魚眼コン

トロールパネルウィンドウ上部の エリア部分へマ

ウスカーソルを持っていきマウスドラッグすると自由に移動させるこ

とが可能です。 
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図 11魚眼コントロールパネル 

 

[ステップ 3] 目的の設置モード、展開モードを選択します。詳しくは、「表 11-1 

フィッシュアイ 設置モード」，「表 11-2 フィッシュアイ ビュー

（フィッシュアイ用表示）モード」をご参照ください。 

 

[ステップ 4] 目的の設置モード、展開モードを選択致しましたら、魚眼コントロー

ルパネルウィンドウ右上の閉じるボタン をクリックして、魚眼コン

トロールパネルウィンドウを閉じます。 

 

元の映像へ戻すには、魚眼コントロールパネルウィンドウで展開モードを“魚眼”

モード にしてください。 
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図 11-2 “魚眼” 展開モードアイコンで元の映像に戻します。 

 

表 11-1 フィッシュアイ 設置モード 

項目 内容 

設置モード 

フィッシュアイの設置状況に合わせて設置モードを選

択します。 

 

天井 

 

 

壁 
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デスクトップ 

 

 

チルト 
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表 11-2 フィッシュアイ ビュー（フィッシュアイ用表示）

モード 

項目 内容 
対応する 

設置モード 

 
未修整ビュー（原画像）を表示します。 

, , ,  

 

スプライト（2分割）モード。 

擬似 PTZ 操作をサポートしています。  

 

半円モード。 

擬似 PTZ 操作をサポートしています。 , , ,  

 

円柱モード。平面に延伸することができま

す。擬似 PTZ 操作をサポートしています。 ,  

 

クワッド（4分割）モード。 

擬似 PTZ 操作をサポートしています。 , , ,  

 

180°パノラマビュー（180°パノラマ表

示）。2つのサブウィンドウで 360°のデュ

アルパノラマを構成します。開始点の左右

移動（疑似パン）操作をサポートします。  

,  

:1P 

360°パノラマビュー（360°包覆
ほ う ふ

表示）。

擬似パンチルト操作をサポートしていま

す。 
,  

:1P+1 

360°パノラマビュー（360°包覆
ほ う ふ

表示）と

1つのシングルビュー（1つのアングル表

示）。シングルビュー（1つのアングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

す。 

,  

:1P+3 

360°パノラマビュー（360°包覆
ほ う ふ

表示）と

3つのシングルビュー（3つのアングル表

示）。全てのシングルビュー（アングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

す。 

,  
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:1P+6 

360°パノラマビュー（360°包覆
ほ う ふ

表示）と

6つのシングルビュー（6つのアングル表

示）。全てのシングルビュー（アングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

す。 

,  

:1P+8 

360°パノラマビュー（360°包覆
ほ う ふ

表示）と

8つのシングルビュー（8つのアングル表

示）。全てのシングルビュー（アングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

す。 

,  

:1+3 

未修整ビュー（原画像）と 3つのシングル

ビュー（3つのアングル表示）。3つのシン

グルビュー（3つのアングル表示）では擬似

PTZ 操作をサポートしていますが、未修整

ビュー（原画像）ではデジタルズームのみ

をサポートします。 

, , ,  

:1+8 

8 つのシングルビュー（8つのアングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

すが、未修整ビューではデジタルズームの

みをサポートします。 
, , ,  

:1P 

360°パノラマモード（360°パノラマ表

示）。垂直視野角を調整可能で、ズーム，

移動操作はサポートされていません。 
,  

:4 

4 つのシングルビュー（4つのアングル表

示）。全てのシングルビュー（アングル表

示）で擬似パンチルトズーム操作をサポー

トしています。 
, , ,  

:1P+3 

360°パノラマモード（360°パノラマ表

示）と 3 つのシングルビュー（3つのアン

グル表示）。360°パノラマモード（360°

パノラマ表示）では垂直視野角を調整可能

で、ズーム，移動操作はサポートされてい

ません。全てのシングルビューアングル表

示）では擬似 PTZ 操作をサポートしていま

す。  

,  
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:1P+8 

360°パノラマモード（360°パノラマ表

示）と 8 つのシングルビュー（8つのアング

ル表示）。360°パノラマモード（360°パ

ノラマ表示）では垂直視野角を調整可能

で、ズーム，移動操作はサポートされてい

ません。全てのシングルビュー（アングル

表示）では擬似 PTZ操作をサポートしてい

ます。  

,  
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11.1 ライブ画面でのフィッシュアイ（魚眼）モード 

対応するフィッシュアイカメラの場合は、フィッシュアイの各種表示モードをサポー

トしております。フィッシュアイ（魚眼）モードは、対応するフィッシュアイカメラ

チャンネルが表示されている映像エリア内のクイックツールバー内にあります。 

 

[ステップ 1] フィッシュアイ（魚眼）モードに対応するフィッシュアイカメラチャ

ンネルが表示されている映像エリア内へマウスカーソルを持っていき、

クイックツールバーを表示させます。 

（ライブ画面表示例） 
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[ステップ 2] クイックツールバーを表示させましたら、クイックツールバー内の

“魚眼”アイコン をクリックして魚眼コントロールパネルウィン

ドウを表示させます。魚眼コントロールパネルウィンドウは魚眼コン

トロールパネルウィンドウ上部の エリア部分へマ

ウスカーソルを持っていきマウスドラッグすると自由に移動させるこ

とが可能です。 

 

図 11-1-1 魚眼コントロールパネル 

 

[ステップ 3] 目的の設置モード、展開モードを選択します。詳しくは、「表 11-1-1 

フィッシュアイ 設置モード」，「表 11-1-2 フィッシュアイ ビュー

（フィッシュアイ用表示）モード」をご参照ください。 

 

[ステップ 4] 目的の設置モード、展開モードを選択致しましたら、魚眼コントロー

ルパネルウィンドウ右上の閉じるボタン をクリックして、魚眼コン

トロールパネルウィンドウを閉じます。 

 

元の映像へ戻すには、魚眼コントロールパネルウィンドウで展開モードを“魚眼”

モード にしてください。 
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図 11-1-2 “魚眼”で元の映像に戻します。 

 

表 11-1-1 フィッシュアイモードの概要 

No. 項目 内容 

1 設置モード 
設置モードを切替えます。（「表 11-1 フィッシュアイ 設置

モード」をご参照ください） 

2 ビューモード 

ビューモード（表示方法）を切替えます。（「表 11-2 フィッ

シュアイ ビュー（フィッシュアイ用表示）モード」をご参

照ください） 

3 映像表示 設定内容に合わせて映像が表示されます。  

 

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

260 

 

11.2 ビデオ再生中でのフィッシュアイモード 

対応するフィッシュアイカメラの場合は、フィッシュアイの各種表示モードをサポー

トしております。フィッシュアイ（魚眼）モードは、対応するフィッシュアイカメラ

チャンネルが表示されている映像エリア内のクイックツールバー内にあります。 

 

[ステップ 1] フィッシュアイ（魚眼）モードに対応するフィッシュアイカメラチャ

ンネルが表示されている映像エリア内へマウスカーソルを持っていき、

クイックツールバーを表示させます。 

（再生画面表示例） 
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[ステップ 2] クイックツールバーを表示させましたら、クイックツールバー内の

“魚眼”アイコン をクリックして魚眼コントロールパネルウィン

ドウを表示させます。魚眼コントロールパネルウィンドウは魚眼コン

トロールパネルウィンドウ上部の エリア部分へマ

ウスカーソルを持っていきマウスドラッグすると自由に移動させるこ

とが可能です。 

 

図 11魚眼コントロールパネル 

 

[ステップ 3] 目的の設置モード、展開モードを選択します。詳しくは、「表 11-1 

フィッシュアイ 設置モード」，「表 11-2 フィッシュアイ ビュー

（フィッシュアイ用表示）モード」をご参照ください。 

 

[ステップ 4] 目的の設置モード、展開モードを選択致しましたら、魚眼コントロー

ルパネルウィンドウ右上の閉じるボタン をクリックして、魚眼コン

トロールパネルウィンドウを閉じます。 

 

元の映像へ戻すには、魚眼コントロールパネルウィンドウで展開モードを“魚眼”

モード にしてください。 
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図 11-2 “魚眼”で元の映像に戻します。 

 

 

表 11-1-1 フィッシュアイモードの概要 

No. 項目 内容 

1 設置モード 
設置モードを切替えます。（「表 11-1 フィッシュアイ 設置

モード」をご参照ください） 

2 ビューモード 

ビューモード（表示方法）を切替えます。（「表 11-2 フィッ

シュアイ ビュー（フィッシュアイ用表示）モード」をご参

照ください） 

3 映像表示 設定内容に合わせて映像が表示されます。  
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第12章 アラーム設定 
ホームメニューで [アラーム設定] をクリックして、アラーム設定画面へ移動し

ます。チャンネルのさまざまなアラートを切り替え、設定することができます。 

 

 

 

（画面下部アラート表示例） 
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12.1 アラーム連動（アラーム設定） 

図 12-1-1 の 1～6 の表示エリアについて、「表 12-1-1 アラーム設定画面の説明」で

説明いたします。また、アラーム連動パラメータについては「表 12-1-2 アラーム連

動パラメータの説明」を御参照ください。 

 

図 12-1-1 アラーム設定画面 

  

表 12-1-1 アラーム設定画面の説明 

No. 項目 内容 

1 デバイス一覧 

設定するデバイスを選択します。 

(Ⅰ)先ず、 の右向きの▶マークをクリックし

て、▼にします。登録されているデバイスが展開され

ます。 

（Ⅱ）アラーム設定したいデバイスをクリックしてハイラ

イト状態にします。ハイライト状態はデバイスが選択

されていることを示します。 

1 

2 

3 

4 

6 5 
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2 アラート 

設定後は[保存]ボタン  (図 12-1-1 の 4 の領域に

ございます)をクリックして確定してください。 

設定するアラートを選択します。デバイスが対応していな

い場合は動作しません。 
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3 
アラート 

アクション 

設定後は[保存]ボタン  (図 12-1-1 の 4 の領域)

をクリックして確定してください。 

アラートトリガの対象アクションを設定します。デバイス

が対応していない場合は動作しません。 

[音声]， [キャプチャ]，[録画]，[ポップアップ]， 

[メール]： ON/OFF 

 

［スケジュール］：ON/OFF またはスケジュール名を選

択します。 

 

［アラームレベル］：アラームレベルを設定できます。 
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4 
 

設定を確定するには、[保存]ボタン をクリック

し、画面右下への“設定を保存しました”のポップアッ

プメッセージを確認します。 

 

：選択中のアラームタイプで全てを ONにし

ます。設定を確定するには、

ボタンをクリックし、画面右下への“設定

を保存しました”のポップアップメッセー

ジを確認します。 

 

：クリックしますとデバイスから設定を読

取ります。 
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5 

アラーム情報

ウィンドウ、

ポップアップ

ウィンドウ、

アラートサウ

ンド ON/OFF 

：クリックすると、アラートトリガ情報ポッ

プアップが開きます。 

：［情報の削除］アイコンをクリックすると、アラー

トトリガ情報ポップアップのアラート情報リストが

クリアされます。 

 

 

 

 ：[アラーム音]アラーム音が ON です。クリックす

るとアラーム音を OFF にすることができます。 

：[アラーム音]アラーム音が OFF です。クリックす

るとアラーム音を ON にすることができます。 

 ：[アラーム通知]が許可されています。アラーム情

報はリアルタイムでポップアップまたは全画面表

示で通知されます。クリックするとアラーム通知

を OFF にしたり、アラーム通知モードを変更（開

く/全画面表示）することができます。 

＜[アラームポップアップ] “開く”の場合＞ 

 

アラームはポップアップレビュー画面で通知されま

す。 

＜[アラームポップアップ] “全画面表示”の場合＞ 

アラームは全画面表示で通知されます。 

 

アラーム設定画面でアラームの際にフルスクリーン

表示を維持する秒数（300 秒まで）と出力先のディ

スプレイを選択します。 
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全画面表示中でもアラーム画面を一度クリックしてか

ら ESC キーボタンを押すと表示をキャンセルできま

す。 

：[アラームポップアップ]が禁止されています。ク

リックするとアラームポップアップを ON（開く/全

画面表示）にすることができます。 
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・アラームイベントリストはリアルタイムで更新されます。 

アラーム連動設定で、キャプチャや録画が ON の場合、 

 

アラームの際にアラームキャプチャやアラーム録画がスナップされま

す。 

 

それぞれクリックすると、キャプチャ画像やイベント録画のビデオが表

示されます。 
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6 

アラート

トリガ情

報ポップ

アップエ

リア、 

デバイスア

ラーム通知

エリア 

：自動非表示が“無効”で

す。 アイコンをクリックすると、自動非表示機能

を有効化します。 

：自動非表示が“有効”で

す。マウスカーソルが離れますとアラートトリガ

情報ポップアップ領域が自動的に下へ閉じます。

アイコンをクリック致しますと、この自動非表

示機能を無効化致します。 

：アラートトリガ情報ポップアップ領域を最大表示

させ、アラームイベント画面 が開きます。 

：アラームイベント画面 を閉じて通常表示

へ戻します。 

：クリックすると、アラートトリガ情報ポップアッ

プ領域を展開致します。 

：クリックすると、アラートトリガ情報ポップアッ

プ領域を下へ閉じます。  
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 ：このアイコンをクリック致しますとデバイ

スアラームの詳細がポップアップ表示され

ます。 をクリック致しますとデバイス

アラームをクリア致します。アラームがあ

る場合にはアイコンが赤色点滅します。 

 

 

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

273 

 

表 12-1-2 アラーム連動パラメータの説明 

「図 12-1-1 アラーム設定画面」の 3エリアのアラーム連動パラメータ 

アラームタイプで設定可能なアラーム連動パラメータは様々です。 

 

 

 

 

項目 内容 

スケジュール 

ON: このアラートの連携動作を常に有効にし

ます。 

OFF: このアラートの連携動作を常に無効にし

ます。 

(その他):そのスケジュールに則って有効/無

効はスケジュール動作します。 

アラームレベル 

アラームレベルを設定できます。 

ここで設定されたアラームレベルはアラート表

示の際にアラート表示エリアのアラームレベル

に示されます。デフォルトは“不明”です。 

 

 

デバイス名 

設定対象のデバイス名。 

デバイス名右側の マークをクリック

しますと、そのデバイスだけの ON/OFF

一括設定が可能です。 
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音声 

アラートに連動して、アラーム音/IA アラーム音を鳴らす(ON)/

鳴らさない(OFF)を設定します。 

アラーム音/IA アラームの設定につきましては、「8.2 ファイル

設定」をご覧ください。 

キャプチャー 

ON にすると、アラームキャプチャが有効になり、当ソフトウェ

ア上でストリームのアラームキャプチャが実施されます。ア

ラートの際にアラームキャプチャのリンクをクリックして素早

くにアラームキャプチャ画像を確認出来ます。
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録画 

アラートに連動して、当ソフトウェア上でストリームをアラー

ム録画します。アラートの際にアラーム録画のリンクをクリッ

クして素早くアラーム録画を確認出来ます。 

 

 

ポップアップ 

アラートに連動して、ポップアップ通知します。 

➀アラームポップアップが“開く”に設定されている場合 

 

スナップショットが有効の場合にはポップアップ通知表示

されます。さらに、アラーム設定でキャプチャが ON の場

合は、アラームキャプチャ画像が併せて表示されます。 

（表示例） 
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➁アラームポップアップが“全画面表示”に設定されている場

合 

スナップショットが有効の場合には全画面表示されます。

さらに、アラーム設定でキャプチャが ON の場合は、アラー

ムキャプチャ画像が併せて表示されます。 

 

（表示イメージ） 

 

メール 

アラートの際にメール通知します。 

メール設定が正しく完了し、ネットワークが正しく機能されて

いる必要がございます。 

配信メールの一例 

件名 アラームイベント 
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本文 アラームタイプ: モーション検知 

アラーム時間: 2024/11/27 09:34:34 

アラームソース: TXV-16EX_(A) CH7 

 

アラームタイプ: 人＆車両 

アラーム時間: 2024/11/27 09:34:57 

アラームソース: 8MP-578DX-SD LED 投光

カメラ 

 

アラームタイプ: 人＆車両 

アラーム時間: 2024/11/27 09:34:58 

アラームソース: TNV-R4PW_V8.2.3.2-

20240703 LED 投光カメラ 

メール設定につきましては、「8.4 メール設定」をご覧くださ

い。 

AI グループ 

“AI -- 顔認識”、“AI –- ナンバー認識”のアラートに関し

ましては対象のグループ（DB）を選択できます。 

AI グループ列の アイコンをクリックして、グループを選

択画面で設定します。 
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12.2 アラームスケジュール 

をクリックしてアラームスケジュール画面を表示しま

す。 

 

当ソフトウェアから最小 30 分単位でのスケジュール設定が可能です。 

ボタンでスケジュールを作成します（“スケジュールを追加”画面が表

示されます）。 

へスケジュール名を入力します。 

編集アイコン でスケジュールを編集できます。 

削除ボタン /ゴミ箱アイコン でスケジュールを削除できます。 
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アイコン/ボタン 内容 

 
スケジュール名称を設定します。 

 

（編集） 

スケジュール動作させる時間帯を設定します。 

マウスドラッグで選択して、 

（マウスドラッグで選択） 

マウスリリースで確定します。 

（マウスリリースで確定） 

 

（消去） 

スケジュール動作設定した時間帯をキャンセルしま

す。 

マウスドラッグで選択して、 

（マウスドラッグで選択） 

マウスリリースで確定します。 

週全部を 

一括で設定する 

場合 
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（マウスリリースで確定） 

 

すべての時間帯でスケジュール動作させるようにしま

す。 

 

 

スケジュール動作させる時間帯とスケジュール動作さ

せない時間帯を入れ替えます。 

 

 

すべての時間帯でスケジュール動作させないようにし

ます。 
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12.3 アラームイベント画面 

アラームイベント画面はアラームの最大化アイコン をクリックすることで表示可

能です。 

縮小アイコン をクリックしますと元に戻ります。 
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図 12-3-1 アラームイベント画面 

 

表 12-3-1 アラーム設定画面の説明 

No. 項目 内容 

 

アラーム情報

ウィンドウ、

ポップアップ

ウィンドウ、

アラートサウ

ンド ON/OFF 

：［情報の削除］アイコンをクリックすると、アラー

トトリガ情報ポップアップのアラート情報リストが

クリアされます。 

 

 

 

 ：[アラーム音]アラーム音が ON です。クリックす

るとアラーム音を OFF にすることができます。 

：[アラーム音]アラーム音が OFF です。クリックす

るとアラーム音を ON にすることができます。 

1  

1 

2 

3 

4 

5 
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 ：[アラーム通知]が許可されています。アラーム情

報はリアルタイムでポップアップまたは全画面表

示で通知されます。クリックするとアラーム通知

を OFF にしたり、アラーム通知モードを変更（開

く/全画面表示）することができます。 

 

＜[アラームポップアップ] “開く”の場合＞ 

 

アラームはポップアップレ

ビュー画面で通知されま

す。 

 

 

＜[アラームポップアップ] “全画面表示”の場合＞ 

 

アラームは全画面表示で通

知されます。アラーム設定

画面でアラームの際にフル

スクリーン表示を維持する秒数（300 秒まで）と出

力先のディスプレイを選択します。 
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全画面表示中でもアラーム画面を一度クリックしてか

らキーボードの[ESC]キーボタンを押すと表示をキャ

ンセルできます。 

 

：[アラームポップアップ]が

禁止されています。クリック

するとアラームポップアップ

を ON（開く/全画面表示）に

することができます。 

 

 

アラームタイ

プ 

のエリアに表示させたいアラームタイプにチェックを入

れます。チェックが入っていないアラームタイプは のエ

リアに表示されません。 

アラームレベ

ル 

のエリアに表示させたいアラームレベルにチェックを

入れます。チェックが入っていないアラームレベルは

のエリアに表示されません。 

アラームレベルはアラーム設定のアラーム連動ページで設

定できます。詳しくは、「12.1 アラーム連動（アラーム設

定）」をご覧ください。 

  

コメント入力 

コメントを入力したいアラートにチェックを入れて、[コ

メント入力]ボタン をクリック致しますと、コメン

トを最大 100 文字まで入力できます。 

 

コメントが入力されたアラートは“状態”欄で  

が表示されます。 

 

コメントを確認するには、コメントを確認したいアラート

を選択（ハイライト）状態に致しますと、 のエリアの

2 

3 

3 

3 

3 

3 

4 
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イベント詳細エリアでコメントを確認することができま

す。 

 

なお、入力したコメントは削除できません。 

最新のアラー

トを自動的に

選択 

チェックを入れますと最新のアラートを自動的に選択しま

す。選択状態にあるアラームイベントはハイライト表示さ

れます。 

検索 

 

アラートを絞り込みできます。 

（使用例） 

 

アラート 

・アラームイベントリストはリアルタイムで更新されま

す。 

 

 

“アラーム連動”設定で、以下の通りキャプチャや録

画が ON の場合、 

 

アラーム通知の際にアラームキャプチャやアラーム録画

がスナップされます。 
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それぞれクリックすると、キャプチャ画像やイベント録

画のビデオが表示されます。 

 

（アラームキャプチャ表示例） 

 

（アラーム録画表示例） 

 

  

 

イベント詳細 

 

エリアで選択（ハイライト表示）されているアラート

の詳細が表示されます。 

メール送信 

 

表示されているアラート詳細をメールで送信します。事前

にメール設定が正しく行われている必要がございます。 

メールが正常に送信されましたら、画面右下に「メールを

正常に送信しました」が表示されます。 

4 

3 
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（メール受信例） 

 

 

表示/非表示 

 

 

のエリアを表示/非表示することが出来ます。 

 

 

 

表示/非表示 

4 
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コメント入力 

 

選択中（ハイライト状態）のアラートへコメントを最大

100 文字まで入力できます。 

 

コメントが入力されたアラートは エリアの“状態”欄

で  が表示されます。 

 

コメントを確認するには、コメントを確認したいアラート

を選択（ハイライト）状態に致しますと、 のエリアの

イベント詳細エリアでコメントを確認することができま

す。 

 

 

なお、入力されたコメントは削除できません。 

 

 

4 

3 
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12.3.1 コメント機能（アラームイベント画面） 

アラームイベント画面にはコメント機能がございます。 

なお、入力されたコメントは削除できません。 

コメントの入力方法につきましては「12.3 アラームイベント画面」をご覧ください。 

 

（使用例） 
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12.4 設備の保護解除(DisArming) 

有効にすると、そのデバイスのアラートは有効にしている期間で無効になります。 
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第13章 ローカル録画 

メインメニューで [ローカル録画] をクリックして、録画先を選択し

て上書き設定を行うと、ローカル録画画面が表示されます。 

 

 

録画先を選択して上書き設定して[保存]ボタン をクリック。 
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すると、ローカル録画画面が表示されます。 

 

 

13.1 ローカル録画 

 

図 13-1-1 ローカル録画（録画管理）画面 表示例 

 

2 

4 

1 
3 
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図 13-1-2 ローカル録画（録画スケジュール）画面 表示例 

 

“ローカル録画”の設定/操作方法は、次の通りです。 

  

1 2 

     3 

     4 
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ステップ 1: “ローカル録画”画面で、 アイコンをクリック（図 13-1-1 の 2

の領域）致しますと、図 13-1-3 のローカル設定の変更画面がポップアップ

表示されます。 

 
図 13-1-3 ローカル設定の変更画面 表示例 

 

ステップ 2:  図 13-1-3 のローカル設定の変更画面で、ローカル録画へ使用する領域

を“予約容量”欄へ設定します。 

（例） 

 

 

ステップ 3:  図 13-1-3 のローカル設定の変更画面で、保存先フォルダを“ビデオ保

存パス”へ設定します。 

（例） 

 

設定するには、 アイコンをクリックして “フォルダの選択”画面で

保存先フォルダを開いて ボタンをクリックすることで設定

可能です。 

 

 



VMS PRO 取扱説明書 

296 

 

ステップ 4: 設定を確定するには、[保存]ボタン をクリック致します。 

ステップ 5: ローカル録画（録画管理）右上にある“上書き”設定を確認します(図 

13-1-1 の 3 の領域)。上書き設定は次の中から設定可能です。 

     

ステップ 6: “録画スケジュール”タブ をクリックして、録

画スケジュール画面を開きます。図 13-1-2 の 2の領域で、設定先を選

択します。設定先は [追加]ボタン をクリックすることで新

規作成可能です。 

ステップ 7: 図 13-1-2 の 1 の領域で、設定対象のデバイスや CH を選択します。 

ステップ 8: 図 13-1-2 の 3 の領域の右上部分で、設定対象のストリームタイプを選

択します。 

 

ステップ 9: 図 13-1-2 の 3 の領域で、録画実行する期間に該当する部分のマスを塗

ります。右下の[消去]ボタン をクリックしますと、塗マスを

全てクリア可能です。 

ステップ 10:  図 13-1-2 の 3の領域の左上部分の “ファイル間隔を切り替える”欄

で録画ファイルのファイルローテーション設定が可能です。 

 

ステップ 12: 図 13-1-2 の 4 の領域へ、設定済みの内容が一覧表示され

ます。スケジュールを確認するには、図 13-1-2 の 2 の領域で設定名を選

択してスケジュールを確認します。 
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ステップ 13:  図 13-1-2 の 2の領域で設定名を選択し、[消去]ボタン を

クリック致しますとその設定が削除されます。 

ステップ 14: ローカル録画を実行するには、録画管理画面を表示（図 13-1-1 の 1の

領域で“録画管理”をクリック）し、図 13-1-1 の 4 の領域で対象の設定

へチェックを入れて、[録画開始]ボタン（図 13-1-1 の 5の領域）をク

リックしますと録画を開始致します。録画動作は設定スケジュールに従い

ます。図 13-1-1 の 4 の領域で所望の動作状態であることをご確認くださ

い。 

ステップ 15: 実行したローカル録画を停止するには、録画管理画面（図 13-1-1）

で、[録画停止]ボタンをクリックします。図 13-1-1 の 4 の領域で所望の

動作状態であることをご確認ください。 

ステップ 16: メインメニューの「再生」画面のローカル録画再生モードでローカル

録画データを再生可能です。 

 

※ ローカル再生については、「第 14 章 ローカル再生」を参照してください。  

  



VMS PRO 取扱説明書 

298 

 

第14章 ローカル再生 

[ステップ 1] メインメニューで [再生] をクリックして再生画面を表示

します。 

 

 

[ステップ 2] ローカル再生モード へ移動します。 

ローカル再生モードへ移動するには、検索ボタン左側のアイコンをク

リックして、検索ボタン左側のアイコンを から

に変更します。 
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[ステップ 3] ローカル再生モードで PC へ録画した録画データを検索再生できま

す。所望の検索モードのタブをクリックして表示させます。 

・  基本検索 

 

・  画像検索 
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・  イベント検索 

 

 

※ ローカル録画については、「第 13 章 ローカル録画」を参照してください。 
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14.1 ローカル再生：基本検索 

   

 
図 14-1-1 ローカル再生画面 

 

詳しくは、「表 14-1-1 ローカル再生画面説明」をご覧ください。 

 

表 14-1-1 ローカル再生：基本検索 画面説明 

No. 機能と内容 操作 

1 

デバイスツリー 

検索対象のデバイスや CH

を選択します。 

デバイスグループは、グ

ループ化されたデバイス

とチャンネルです。 

現在のデバイスと削除されたデバイスを選

択できます。 

 

録画再生する CH を選択します。 

 

デフォルトのデバイスグループの設定につ

いては、「第 8章 システム設定：アカウン

トログイン」を参照ください。 

2 
検索クエリ設定 

検索対象を設定します 

録画種別（Record Type）と検索期間

（Time）を設定します。 

 

・録画種別（Record Type）： 

ボタンをクリックして、 

1 

2 
3  5 

6 

 7 

        4 

 

 

  

クイック 

ツールバー 
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より検索対象のトリガを選択します。 

 

・検索期間（Time）：開始時間と終了時間を

設定します。 

・検索日： 

カレンダーで設定します。カレンダーに赤

マーカーのある日は録画データが存在する

日となります。 

 

3 
録画再生 

コントロールツール 

 

CH 同期操作の ON/OFF 

（デフォルトは非同期再生です） 

 
ビデオの再生 

 
ビデオ再生の一時停止 

 
ビデオ再生の停止 
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ビデオのシングルフレーム再生。 

 
ビデオの早送り再生。 

 
ビデオのスロー再生 

 

ビデオのバックアップ（ダウン

ロード） 

4 再生ウィンドウ 

クイッ

クキャ

プチャ 

再生がオンになっているビデ

オウィンドウを選択し、 

クイックツールバーより、

アイコンをクリック、又

は、右クリックメニューの 

 

キャプチャで画像を 1枚キャ

プチャ致します。  

デジタル

ズーム 

再生がオンになっているビデオ 

ウィンドウを選択し、クイック

ツールバーより、 アイコ

ンをクリック致します。  

再生停止 

再生がオンになっているビデオ 

ウィンドウを選択し、録画再生

コントロールツールより を

クリック、又は、右クリックメ

ニューの 再生停止を選択致

します。  

録画 

再生がオンになっているビ

デオウィンドウを選択し、

クイックツールバーより

クリック、又は、右ク

リックメニューから録画開

始 を選択致し
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ます。

 

フィッ

シュア

イモー

ド 

 

再生がオンになっているビデ

オウィンドウでクイックツー

ルバーの魚眼アイコン を

クリック、又は、右クリック

メニューより 魚眼を選

択致します。 

(フィッシュアイモードをサ

ポートするデバイスのみ)。 

全画面 

表示 

ウィンドウコントロールのア

イコンをクリック、又は、右

クリックメニューで 全

画面表示を選択致します。 

5 

ウィンドウコントロール 

ビデオウィンドウの表示

モードを設定します 

 

ビデオウィンドウの

表示モード/CH 数を

選択致します。 

 

又は 

 

ビデオウィンドウを

全画面表示モードに

致します。 
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6 再生プログレスバー 

: 再生プログレスバーの精度が高くな

ります。 

: 再生プログレスバーの精度が低く

なります。  

 :プログレスバー領域の表示時間帯

を移動致します。 

7 ビデオダウンロード 

 ：選択 CHの録画ファイルをダウン

ロード可能です。 
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14.2 ローカル再生：画像検索 

   
図 14-1-1 ローカル再生：画像検索画面 

 

詳しくは、「表 14-1-2 ローカル画像検索画面説明」をご覧ください。 

 

表 14-2-1 ローカル再生：画像検索画面説明 

No. 機能と内容 操作 

1 

デバイスツリー 

検索対象のデバイスや CH

を選択します。 

デバイスグループは、グ

ループ化されたデバイス

とチャンネルです。 

現在のデバイスと削除されたデバイスを選

択できます。 

 

画像検索する CH を選択します。 

 

デフォルトのデバイスグループの設定につ

いては、「第 8章 システム設定：アカウン

トログイン」を参照ください。 

2 
検索クエリ設定 

検索対象を設定します 

録画種別（Record Type）と検索期間

（Time）を設定します。 

 

・録画種別（Record Type）： 

ボタンをクリックして、 

        3 

 

 

 

 

1 

2 

 4 

  

 5 

  6 



VMS PRO 取扱説明書 

307 

 

 

より検索対象のトリガを選択します。 

 

・検索期間（Time）：開始時間と終了時間を

設定します。 

・検索日： 

カレンダーで設定します。カレンダーに赤

マーカーのある日は録画データが存在する

日となります。 

 

3 検索結果 

このエリアに検索結果の画像のサムネイル

が表示されます。 

ハイライトされたサムネイルは黄色線の枠

で示されます。 
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サムネイルをダブルクリックするとその画

像を閲覧できます。 

 

4 ツール 

 

現在表示されている検索結果

のページの画像を全て選択し

ます。 

 

選択された画像のバックアッ

プを実行します。 

 

選択された画像の削除を実行

します。 

5 ページめくり 

 

直接ページ番号を入力しますとそのページ

へ表示を移すことができます。 

 
先頭ページへ移動 

 
１ページ前に移動 

 １ページ後に移動 

 
最終ページへ移動 

6 サムネイル 

 

 個別選択 

 個別 DL 
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第15章 AI 設定 
メインメニューで「AI設定」をクリックします。デバイスが AIをサポートしてい

る場合は当ソフトウェアで AI機能を使用することができます。 
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15.1 認識設定 

 

 

モデル構成 

 

データベース管理 

 

データベースの同期 

 

ナンバー管理 

 

 

AI 設定の“認識”画面 では、 

 使用するモデル構成（ライブラリ）設定 

 グループ（DB）設定 

 グループ（DB）設定のインポート 

 グループ（DB）設定のエクスポート 

 ナンバープレートデータベース管理 

が可能です。 
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15.1.1 モデル構成 

縦タブの“モデル構成”アイコン をクリックして、モデル構成画面にしま

す。 

 

設定対象のデバイスを選択し、使用する顔検知モデルを選択します。 

“自動選択モード”を有効にしますと、使用する顔検知モデルが自動で選択され

ます。 

図 15-1-1 モデル構成画面 
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15.1.2 データベース管理 

縦タブの“データベース管理”アイコン をクリックして、データベース管理画面

を開きます。 

（最大グループ数は 16 です） 

 左側のデバイスツリーエリアより設定対象のデバイスを選択し、使用する

グループ名（データベース）を有効化（ ）します。 

 グループ（データベース）を編集するには、編集対象のグループ（データ

ベース）が存在する行の編集アイコン をクリック致します。クリック致

しますと、図 18-1-3 の画面が表示されます。 

※ 未登録者のデータベースは編集できません。 

 グループ（データベース） を削除するには、対象のデータベースが

存在する行の削除アイコンをクリックします。[保存]ボタン を

クリックしてデバイスへの更新を確定致します。  

※ 許可リスト/ブロックリスト/未登録者のグループ（データベース）

は削除できません。 

 グループ（データベース）を追加するには、 ボタンをクリッ

クします。グループ名（データベース名）等を編集後に、 をク

リックしてデバイスへの更新を確定致します。 

 ボタンをクリック致しますと、選択中デバイスの最新情報を再取得し

当ソフトウェアでの表示を更新致します。 

 

 
図 15-1-2 データベース管理画面 表示例 
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データ（顔）を登録の際は登録先グループ（DB）を選択し、編集アイコン をク

リック致します。データベース編集画面の指示に従ってご登録ください（図 15-1-

3）。 

 
図 15-1-3a データベース管理 データベース編集画面 表示例 

 

 
図 15-1-3b データベース管理 データベース編集画面(図 15-1-3a を下へ

スクロール) 表示例 
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＜データベース編集画面の説明（図 15-1-3）＞ 

以下の手順により、データ（顔）の登録情報を編集できます。編集対象のサムネイル

（顔）をクリックして、右側のエリアで編集します。 

[ステップ 1] 一覧表示されているサムネイルから目的の“顔”を選びます。[更新]

ボタン をクリック致しますと、最新のグループ（DB）データを表

示します。 

[ステップ 2] 現在登録されているデータ内容が表示されます。 

[ステップ 3] 変更を加えたい項目を変更します。 

・“追加グループ”で、データベース（所属グループ）を変更することも可能です。 

・名称/年齢（図 15-1-3）は入力必須の項目です（図 15-1-3）。 

 

・画像（追加した顔画像）： 顔画像の追加ができ検出能力をあげることが可能で

す。顔画像はローカル又はデバイスから取込可能です。 

［ローカル画像より選択する場合］ 

“追加した顔画像”の“+”をクリックして、“ローカル画像”を選択しま

す。jpg 形式/png 形式の画像が選択可能です。 
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顔画像の追加を続行するには、[はい]ボタン をクリックします。 

もしも、画面右下に “顔を追加できませんでした”と表示された場合はその

顔画像が顔として認識できない画像であることを示します。別の顔画像をお試

しください。 

 

顔画像が顔として認識された場合は、“追加した顔画像”に顔が追加されま

す。 

 

 

［デバイス画像より選択する場合］ 

画像ペインでクリックし、“デバイス画像”を選択します。 
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“顔画像を選択してください”画面がポップアップしますので、この画面より

登録する画像を検索して選択します。 

先ず、検索対象の期間（[開始時間]と[終了時間]）を設定して検索します。

また検索対象の期間については、[開始時間]を基準に指定間隔（1 日/2 日/3 日

/4 日/5 日/6 日/週/月より選択可能）で 又は アイコンをクリックし、検索対

象期間を移動させることが可能です。 

[検索]ボタン をクリックしますと、検索結果が“顔画像を選択してくだ

さい”画面の下側のエリアへ表示されますので登録する画像を☑へして、[は

い]ボタン をクリックします。 

 
図 15-1-4 “顔画像を選択してください”画面 表示例 
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更にこの検索結果を用いて“類似性”を取り入れて絞込検索を行うことが可能

です。絞込検索を行うには、続けて下部エリアに表示された検索結果より対象

のサムネイルを☑へして“類似性”を指定し、さらに[検索] ボタン を

クリックして検索します（所望する結果が出るまでこれを繰り返します）。な

お、検索元となった画像は上側のエリアへサムネイル表示されます。絞込が済

みましたら、下側のエリアより登録画像を☑へして、[はい] ボタン を

クリックします。“顔画像を選択してください”画面を閉じるには画面右上の

ボタンをクリックする、または、[キャンセル] ボタン をク

リックします。 

[ステップ 4] 編集致しましたら、[保存]ボタン をクリックして編集内容を保

存してください。なお、[保存]ボタン は下へスクロールさせた

ら一番下にございます（図 15-1-3b）。 

[ステップ 5] “デバイス同期”： 選択中の顔を欄内（“デバイス同期”）に表示

されているデバイス間で共有可能です。デバイス間で共有するには、

先ず、対象のデバイスが状態表示でオンラインであることをご確認く

ださい。[保存]ボタン をクリック致しましたらデータの同期が

開始されます。データの同期結果が“結果”欄へ表示されますので、

必ずご確認いただき、「編集完了」までお待ちください。 

 

［デバイス同期の結果欄メッセージ例］ 

 「Editing face」   同期処理中です。（ウィンドウは開いたまま閉じずに

完了まで暫くお待ちください。数秒かかる場合がございます） 

 「編集完了」     同期が完了しました。（ウィンドウを閉じていただい

て構いません） 

 「Device unsupport」 そのデバイスは当機能に未対応です。（ウィンドウを

閉じていただいて構いません） 

[ステップ 6] データベースから顔を削除する場合は、削除対象のサムネイル右

上のチェックボックスを選択して[削除]ボタン をクリック致

します。 
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[ステップ 7] 別のグループに顔データを移動させることもできます。この場合

は、移動対象のサムネイル右上のチェックボックスを選択して[移

動する] をクリックします。そして、“移動する”

画面で移動先のグループ（リスト）を選択し、[移動する]ボタン

をクリックしますと顔データが移動されます。以下にブ

ロックリストへ顔データを移動させる場合の操作例を示します。 
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15.1.2.1 顔データの登録 

縦タブの“データベース管理”アイコン をクリックして、データベース管理画

面を表示させます。 

 

顔データを登録するグループ（データベース）の アイコンをクリックします。 
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ボタンをクリックします。 

 

以降、インポート方法に合わせてご覧ください。 

 

「15.1.2.1.1 “デバイス画像”による顔データの登

録」 

 

「15.1.2.1.2 “ローカル画像”による顔データの登

録」 

 

「15.1.2.1.3 “ローカル イメージ ディレクトリ”に

よる顔データの登録」 
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15.1.2.1.1 “デバイス画像”による顔データの登録 

インポート画面で、 ボタンをクリックします。 

 

 

顔画像を選択してください 画面が表示されます。 

 

 

検索パラメータを設定して顔画像を検索します。 
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15.1.2.1.2 “ローカル画像”による顔データの登録 

インポート画面で、[ローカル画像]ボタン をクリックします。 

 

 

“開く”画面で登録したい顔画像に該当する拡張子を選択します。 

 

 

選択した拡張子の画像ファイルが表示されます。 

【参考】フォルダ内の画像を一括登録する場合は、

「15.1.2.1.3 “ローカル イメージ ディレクトリ”に

よる顔データの登録」をご参照ください。 
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登録したい顔画像を選択して、“開く”をクリックします。 

 

 

必要に応じて顔画像の登録情報を編集します。 
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[追加]ボタン をクリックしてデータを登録します。 

 

サムネイル画像を選択状態にすると項目を編集できます。編集を適用するには、[更

新] ボタンをクリックします。 

 

 

編集した内容が反映されました。 
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削除するには削除する顔データのサムネイルへチェックを入れて、[削除]ボタン

をクリックします。 

 

削除画面 が表示されます。顔データを削除したいデバイスへチェックを入れ

（☑）、[はい]ボタン をクリックして顔データの削除を実行します。 



VMS PRO 取扱説明書 

328 

 

 

 

ボタンで削除画面 を閉じます。 

 

 

顔データが削除されました。 
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15.1.2.1.3 “ローカル イメージ ディレクトリ”による顔デー

タの登録 

インポート画面で[ローカル イメージ ディレクトリ]ボタン をク

リックします。 

 

 

 

処理中は が表示されます。 
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処理が完了致しますと、 の表示が消えます。フォルダ内の顔画像が登録され

ました。 
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15.1.2.1.4 “インポートテンプレート”による顔データの登録 

“インポートテンプレート”を準備します。 

縦タブの“データベース管理”アイコン をクリックして、データベース管理画

面を表示させます。 

 

顔データを登録するグループ（データベース）の[編集]アイコンを クリックしま

す。 
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[インポートテンプレートをダウンロード]ボタン をク

リックします。 

 

「import_template_enu.zip」ファイルが保存されます。import_template_enu.zip」

ファイルを解凍します。 

 

「import_template_enu」フォルダを開きます。 

 

 

「import_template_enu」フォルダ内に「import_template_enu」フォルダがある場合

はさらに「import_template_enu」フォルダを開きます。 
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Excel を開き、データ > テキストから選択し、テンプレートファイル

「facetemplate.csv」を選択します。 

 

ファイルの元の形式は Unicode (UTF-8)、区切り記号はコンマにします。列のデータ

形式はテキストにします。 

テンプレートファイルの形式に従って顔情報を入力します。 

画像のパスは CSV ファイルの相対パスです。例えば、CSV ファイルが

C:¥face\import\import.csv で、画像のパスが C:\face\import\image.png なら、相対

パスは image.png です。 

ファイルを保存するときは UTF-8 でエンコードします。 

一度にインポートできる画像は最大 5000 枚です。 

長い文字列を入力するときは、テキスト形式であることを確認します。x.xxxE+xx と

いう形式は禁止です。 

名前とパスは必須です。どちらかが間違っていると、システムが情報を読み取れませ

ん。 

「facetemplate.csv」ファイルの準備が出来ましたら、インポート画面で

ボタンをクリックします。 

 

 

“開く”画面で“*.csv”拡張子 を選択します。 
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15.1.2.2 顔画像のエクスポート 

顔データベースの顔画像をエクスポートできます。 

縦タブの“データベース管理”アイコン をクリックして、データベース管理画

面を表示させます。顔データを登録するグループ（データベース）の アイコンを

クリックします。 

 

 

エクスポートする顔画像へチェックを入れます（☑）。 
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ボタンをクリックします。 

 

ボタンをクリックして保存先を選択します。 

 

ボタンをクリックします。 

 

 

顔画像がエクスポートされました。 
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15.1.2.3 顔データの編集 

顔データベースの登録情報をエクスポートできます。 

縦タブの“データベース管理”アイコン をクリックして、データベース管理画

面を表示させます。顔データを登録するグループ（データベース）の アイコンを

クリックします。 

 

データ（顔）を編集するサムネイルをクリックして選択します。そして、右側の 

“顔を変更する”画面で編集します。（図 15-1-2-3-1）。 

 

図 15-1-2-3-1a データベース管理 データベース編集画面 表示例 
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図 15-1-2-3-1b データベース管理 データベース編集画面(図 15-1-2-3a

を下へスクロール) 表示例 

 

＜データベース編集画面の説明（図 15-1-2-3-1）＞ 

以下の手順により、データ（顔）の登録情報を編集できます。編集対象のサムネイル

（顔）をクリックして、右側のエリアで編集します。 

[ステップ 1] 一覧表示されているサムネイルから目的の“顔”を選びます。[更新]

ボタン をクリック致しますと、最新のグループ（DB）データを表

示します。 

[ステップ 2] 現在登録されているデータ内容が表示されます。 

[ステップ 3] 変更を加えたい項目を変更します。 

・“追加グループ”で、データベース（所属グループ）を変更することも可能です。 

・名称/年齢（図 15-1-2-3-1）は入力必須の項目です（図 15-1-2-3-1）。 
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・画像（追加した顔画像）： 顔画像の追加ができ検出能力をあげることが可能で

す。顔画像はローカル又はデバイスから取込可能です。 

［ローカル画像より選択する場合］ 

“追加した顔画像”の“+”をクリックして、“ローカル画像”を選択しま

す。jpg 形式/png 形式の画像が選択可能です。 

  

 

 

顔画像の追加を続行するには、[はい]ボタン をクリックします。 

もしも、画面右下に “顔を追加できませんでした”と表示された場合はその

顔画像が顔として認識できない画像であることを示します。別の顔画像をお試

しください。 

 

顔画像が顔として認識された場合は、“追加した顔画像”に顔が追加されま

す。 
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［デバイス画像より選択する場合］ 

画像ペインでクリックし、“デバイス画像”を選択します。 

 

“顔画像を選択してください”画面がポップアップしますので、この画面より

登録する画像を検索して選択します。 

先ず、検索対象の期間（[開始時間]と[終了時間]）を設定して検索します。

また検索対象の期間については、[開始時間]を基準に指定間隔（1 日/2 日/3 日

/4 日/5 日/6 日/週/月より選択可能）で 又は アイコンをクリックし、検索対

象期間を移動させることが可能です。 

[検索]ボタン をクリックしますと、検索結果が“顔画像を選択してくだ

さい”画面の下側のエリアへ表示されますので登録する画像を☑へして、[は

い]ボタン をクリックします。 
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図 15-1-2-3-2 “顔画像を選択してください”画面 表示例 

 

更にこの検索結果を用いて“類似性”を取り入れて絞込検索を行うことが可能

です。絞込検索を行うには、続けて下部エリアに表示された検索結果より対象

のサムネイルを☑へして“類似性”を指定し、さらに[検索] ボタン を

クリックして検索します（所望する結果が出るまでこれを繰り返します）。な

お、検索元となった画像は上側のエリアへサムネイル表示されます。絞込が済

みましたら、下側のエリアより登録画像を☑へして、[はい] ボタン を

クリックします。“顔画像を選択してください”画面を閉じるには画面右上の

ボタンをクリックする、または、[キャンセル] ボタン をク

リックします。 

[ステップ 4] 編集致しましたら、[保存]ボタン をクリックして編集内容を保

存してください。なお、[保存]ボタン は下へスクロールさせた

ら一番下にございます（図 15-1-2-3-1b）。 

[ステップ 5] “デバイス同期”： 選択中の顔を欄内（“デバイス同期”）に表示

されているデバイス間で共有可能です。デバイス間で共有するには、

先ず、対象のデバイスが状態表示でオンラインであることをご確認く
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ださい。[保存]ボタン をクリック致しましたらデータの同期が

開始されます。データの同期結果が“結果”欄へ表示されますので、

必ずご確認いただき、「編集完了」までお待ちください。 

 

［デバイス同期の結果欄メッセージ例］ 

 「Editing face」   同期処理中です。（ウィンドウは開いたまま閉じずに

完了まで暫くお待ちください。数秒かかる場合がございます） 

 「編集完了」     同期が完了しました。（ウィンドウを閉じていただい

て構いません） 

 「Device unsupport」 そのデバイスは当機能に未対応です。（ウィンドウを

閉じていただいて構いません） 

[ステップ 6] データベースから顔を削除する場合は、削除対象のサムネイル右

上のチェックボックスを選択して[削除]ボタン をクリック致

します。 

 

[ステップ 7] 別のグループに顔データを移動させることもできます。この場合

は、移動対象のサムネイル右上のチェックボックスを選択して[移

動する] をクリックします。そして、“移動する”
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画面で移動先のグループ（リスト）を選択し、[移動する]ボタン

をクリックしますと顔データが移動されます。以下にブ

ロックリストへ顔データを移動させる場合の操作例を示します。 
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15.1.3 データベースの同期 

縦タブの“データベースの同期”アイコン をクリックして、データベースの

同期画面を開きます。 

データベースの同期機能を用いて、ローカル PCへリモートデバイスのデータベース

をインポート/エクスポートできます。 

 

 

顔データベースとナンバープレートデータベースはデフォルトのファイル名で区別

し難いので、フォルダで別けて管理することをお勧めします。 
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15.1.3.1 顔データベースのエクスポート 

顔データベースとナンバープレートデータベースはデフォルトのファイル名で区別

し難いので、フォルダで別けて管理することをお勧めします。 

 

ステップ 1： タブを選択してプルダウンから“エクス

ポート”を選択します。 

 

ステップ 2： ボタンをクリックして保存先フォルダを選択します。 
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ステップ 3： 顔データベースを“エクスポート”したいデバイスへチェックを入れ

ます。 

 

ステップ 4： ボタンをクリックします。 

ステップ 5： リモートデバイスの admin パスワードを入力します。 

 

ステップ 6： 顔データベース(.db ファイル)がエクスポートされました。 

  

 

ステップ 7： アイコンで個別にエクスポートすることも可能です。 
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15.1.3.2 顔データベースのインポート 

ステップ 1： タブを選択してプルダウンから“インポー

ト”を選択します。 

 

 

ステップ 2： 顔データベースを“インポート”したいデバイスへチェックを入れま

す。 
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ステップ 3： ボタンをクリックして“インポート”したい顔データベース(.db

ファイル)を選択し“開く”ボタンをクリックします。 

 

ステップ 4： ボタンをクリックします。 

ステップ 5： リモートデバイスの admin パスワードを入力します。 

 

\ステップ 6： 顔データベース(.db ファイル)がインポートされました。 

 

ステップ 7： アイコンで個別にインポートすることも可能です。 
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15.1.3.3 ナンバープレートデータベースのエクスポート 

顔データベースとナンバープレートデータベースはデフォルトのファイル名で区別

し難いので、フォルダで別けて管理することをお勧めします。 

 

ステップ 1： タブを選択してプルダウンから“エクスポー

ト”を選択します。 

 

ステップ 2： ボタンをクリックして保存先フォルダを選択します。 
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ステップ 3： ナンバープレートデータベースを“エクスポート”したいデバイスへ

チェックを入れます。 

 

ステップ 4： ボタンをクリックします。 

ステップ 5： リモートデバイスの admin パスワードを入力します。 

 

ステップ 6： ナンバープレートデータベース(.db ファイル)がエクスポートされまし

た。 

 

ステップ 7： アイコンで個別にエクスポートすることも可能です。 
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15.1.3.4 ナンバープレートデータベースのインポート 

ステップ 1： タブを選択してプルダウンから“インポート”

を選択します。 

 

ステップ 2： ナンバープレートデータベースを“インポート”したいデバイスへ

チェックを入れます。 
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ステップ 3：  ボタンをクリックして“インポート”したいナンバープレート

データベース(.db ファイル)を選択し“開く”ボタンをクリックしま

す。 

 

ステップ 4： ボタンをクリックします。 

ステップ 5： リモートデバイスの admin パスワードを入力します。 

 

ステップ 6： ナンバープレートデータベース(.db ファイル)がインポートされまし

た。 

 

ステップ 7： アイコンで個別にインポートすることも可能です。 
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15.1.4 ナンバー管理 

縦タブの“ナンバー管理”アイコン をクリックして、ナンバー管理画面を開き

ます。 

ナンバープレートのナンバーは英数字のみ認識します。 

1 つのデバイスに対して最大 64 個のライセンスプレートグループを作成できます。 

許可リスト/禁止リスト/未登録リストは削除できません。 

 

図 15-1-4-1 ナンバープレート データベース管理画面 表示例 

 

 左側のデバイスツリーエリアより設定対象のデバイスを選択し、使用するグ

ループ名（データベース）を有効化（ ）します。 

 グループ（データベース）を編集するには、編集対象のグループ（データベー

ス）が存在する行の編集アイコン をクリック致します。 

クリック致しますと、図 15-1-4-1 の画面が表示されます。未登録者のデー

タベースは編集できません。 

 グループ（データベース）を削除するには、対象のデータベースが存在す

る行の削除アイコン をクリックします。 をクリックしてデバイスへ

の更新を確定致します。許可リスト/ブロックリスト/未登録者のグループ

（データベース）は削除できません。 

 グループ（データベース）を追加するには、 ボタンをクリックし

ます。グループ名（データベース名）等を編集後に、 をクリックして

デバイスへの更新を確定致します。 
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 ボタンをクリック致しますと、選択中デバイスの最新情報を再取得

し当ソフトウェアでの表示を更新致します。 

15.1.4.1 ナンバープレートデータの登録 

 

データ（ナンバープレート）を登録の際は、デバイスを選択して、登録先グループ

（DB）を選択し、編集アイコン をクリック致します。データベース編集画面の指示

に従ってご登録ください。 
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15.1.4.1.1 ナンバープレートエディタによるナンバー登録 

ボタンをクリックします。 

ナンバープレート欄には半角の大文字英字と数字のみが入力できます。 

 

ボタンをクリックして登録します。 
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15.1.4.1.2 CSV ファイルによるナンバー登録 

CSV ファイルからのナンバー登録をサポートしています。 

 

ボタンをクリックします。インポートする CSV ファイルを選択して“開

く”ボタンをクリックします。 

 

CSV ファイルの内容が表示されます。 
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登録対象へチェックを入れます（☑）。 

 

 

 

編集 アイコンをクリックして修正ができます。 

 

ボタンで編集内容を確定します。 
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ボタンをクリックします。登録されたものは状態表示が になります。 

 

 

で 画面を閉じます。 

 

 

インポートされたことを確認し、 で画面を閉じます。 
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15.1.4.1.3 キャプチャによるナンバー登録 

デバイスにスナップショットされているナンバープレート画像からナンバー登録す

ることが可能です。 

ボタンをクリックします。 

 

 

検索条件を設定し、 ボタンをクリックします。 
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登録対象へチェックを入れて（☑）、 ボタンをクリックします。 

登録は 1 ページずつ行う必要があります。 

 

 

 

画面が開きます。 
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登録対象へチェックを入れます（☑）。 

 

 

編集 アイコンをクリックして修正ができます。 

 

 

ボタンで編集内容を確定します。 
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ボタンをクリックします。登録されたものは状態表示が になります。 

 

で 画面を閉じます。  
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15.1.4.2 ナンバープレートデータのエクスポート 

デバイスのナンバープレートデータの CSV エクスポートをサポートしています。 

 

エクスポートしたいナンバープレートデータへチェックを入れて（☑）、

ボタンをクリックします。 
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保存先を選び、ファイル名を入力して“保存”ボタンをクリックします。 
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15.2 出勤管理 

 

 

 
 

  

 

ビジネス/休暇が理由でサインインできなかったユーザーのタイムカードを編集す

るには“従業員管理”画面で行います。 
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15.2.1 基本ルール(Basic rules) 

勤務時間を設定し、出勤と退勤の有効な時間帯を設定します。 

 

 

設定したら、 ボタンをクリックして設定を適用させてください。画面右下

に、 

 

が表示されると設定が正常に完了したことを表します。 
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表 15-2-1-1 「AI 設定 > 出勤管理 > 基本ルール」 パラメータ

一覧 

 

項目 内容 

勤務時間設定 出勤時間 出勤時間を設定します。 

出勤打刻 

有効時間 
出勤打刻を有効とする時間帯を設定します。 

退社時間 退社時間を設定します。 

退社打刻 

有効時間 
退社打刻を有効とする時間帯を設定します。 

週末設定 

週末時間設定 

週末の曜日を設定します。 

チェックを入れて選択した曜日（☑の曜日）は

休日扱いにできます。 

欠勤設定 

遅刻として打

刻される時間 

出勤打刻が何分以上遅れた場合に欠席として記

録するかを設定します。 

※この項目を“0”に設定した場合、この項目

は適用されません。 

早退として打

刻される時間 

退勤打刻が何分以上早い場合に欠席として記録

するかを設定します。 

※この項目を“0”に設定した場合、この項目

は適用されません。 

出勤打刻なし

の場合の記録 

出勤打刻が無い日の扱いを設定します。 

 

退勤打刻無し

の場合の記録 
退勤打刻が無い日の扱いを設定します。 
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15.2.2 残業設定 

残業レベルを 3段階で設定可能です。 

ボタンをクリックして設定を適用させます。画面右下に、 

 

が表示されると設定が正常に完了したことを表します。 
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表 15-2-2-1 「AI 設定 > 出勤管理 > 残業設定」 パラメータ一

覧 

 

項目 内容 

人事比率 

就業日残業レベ

ル 

各残業レベルに対して労働時間比率を

設定します。残業時間はここで設定さ

れた比率に応じて計算されます。 

 

各残業レベルの有効/無効も設定でき

ます。 

有効にしたい残業レベルにはチェック

を入れます（☑）。 

人時比率 残業レベル別に残業時間の乗数を設定

します。設定した就業日残業レベルに

該当する曜日と時間の残業時間は、こ

こで設定された残業レベルの計数で乗

算されて算出されます。 

休日残業設定 終日残業扱いとなる休日出勤の残業時

間の乗数を設定します。 
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15.2.3 休日設定 

休日または代休を設定します。 

表示年と表示年月は、カレンダー上部の“～月”と“～年”の左右にある , ア

イコンで変更できます。 

 

 

以下は休日を設定した場合の表示例です。 
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をクリックして設定します。操作列の アイコンで編集も可能です。 

追加されると画面内のカレンダーへ予定表示されます。 

“定休”を設定する場合 

 

タイプ “定休”を選択します。 

休日名 この休日の名前を設定します。未入力は設定できません。 

開始日 休日の開始日を設定します。 

休日日数 休日の開始日からの休日期間の日数を設定します。 

計算 

休日の時間外労働時間を算出する際の残業レベルを設定しま

す。 

 

年間サイクル 

毎年繰り返す場合は、チェックを入れます。 

 ☐：この休日は今年だけです。 

 ☑：毎年この休日を繰り返します。 
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“不定休”を設定する場合 

 

タイプ “不定休”を選択します。 

休日名 不定休日に名前を付けます。未入力は設定できません。 

開始日 不定休を開始する“年”と“月”を設定します。 

同月 第何週目の何曜日を不定休日にするかを設定します。 

休日日数 不定休日を何日間にするかを設定します。 

計算 

不定休日の時間外労働時間を算出する際の残業レベルを設定

します。 

 

年間サイクル 

毎年繰り返す場合は、チェックを入れます。 

 ☐：この休日は今年だけです。 

☑：毎年この休日を繰り返します。 
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削除したい休日設定がある場合は削除対象を選択(☑)して、[削除]ボタン で

削除できます。 
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15.2.4 休暇タイプ設定 

休日の種類を分類します。カテゴリは左側に一覧表示されています。左側のカテゴリ

をクリックして選択すると、そのカテゴリ内のサブカテゴリが右側に一覧表示されま

す。 

これらはローカルデータベースから読み出され、ローカルデータベースへ保存されま

す。 

 

左側にある[追加]ボタン をクリックすると、カテゴリを追加できます。 
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左側にある[削除]ボタン をクリックすると、 でハイライト表示されて

いるカテゴリが内包するサブカテゴリと共に削除されます。 

 

右側にある[追加]ボタン をクリックすると、 でハイライト表示されて

いるカテゴリ内へサブカテゴリを追加できます。 

 

でハイライト表示されているカテゴリが内包しているサブカテゴリへチェック

( )して右側にある[削除]ボタン をクリックすると、そのチェック

( )されたサブカテゴリは削除されます。 
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[操作]のアイコン をクリックすると、カテゴリ名/サブカテゴリ名を編集可能で

す。 
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15.2.5 従業員管理 

“従業員管理”画面でリモートデバイスに登録されているデータを確認できます。 

また、“従業員管理”画面では、ビジネスや休暇などの理由でシステムによる出勤/

退勤が記録されなかったユーザーのために、タイムカードを手動で追加することが可

能です。 

 

[ステップ 1] プルダウンから対象のデバイスを選択します。 
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[ステップ 2] “登録者情報入手”ボタン をクリックして、デバイス

の顔情報を当ソフトウェア“VMS Pro”に読み込ませます。 
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[ステップ 3] エクスポートしたいデータを選択（☑）して ボタンをク

リックすると、表示されている表をエクセルファイルとして保存できま

す。 

 

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

383 

 

（エクスポートファイル内容例） 

 

 

[ステップ 4] “操作”列の[削除]アイコン でその行の顔情報を削除できま

す。 
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[ステップ 5] “操作”列の[編集]アイコン をクリックしますと、編集画面で顔

情報を編集できます。 
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15.2.6 タイムカードの手動追加 

“従業員管理”画面で、ビジネス/休暇のためにサインインできなかったユーザーの

ためにタイムカードを手動追加できます。また、“従業員管理”画面では、ビジネス

や休暇などの理由でシステムによる出勤/退勤が記録されなかったユーザーのため

に、タイムカードを手動で追加することが可能です。 

 

[ステップ 1] プルダウンから対象のデバイスを選択します。 

 

 

[ステップ 2] ボ タンをクリックして、デバイスの顔情報を当ソフト

ウェア“VMS Pro”に読込ませます。 
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[ステップ 3] 対象のユーザーの行の“操作”列の アイコンをクリックします。 

 

[ステップ 4] この画面でタイムカードを手動追加します。タイムカードのパラメー

タを手入力します。 

 

 

[ステップ 5] “メインタイプ”/ “サブタイプ”に設定する項目の追加及び編集

は、「休暇タイプ設定」( )で行います。詳しくは、「15.2.4 休暇タ

イプ設定」をご覧ください。 

 

[ステップ 6]  [保存]ボタン でタイムカードが手動追加されます。 
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[ステップ 7] 削除したい手動追加したタイムカードはチェックを入れて（☑）、[削

除]アイコン をクリックして削除できます。 
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[ステップ 8] で手動追加したタイムカードを編集できます（画面が切り替

わります）。 
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[ステップ 9] “メインタイプ”/ “サブタイプ”に設定する項目の編集は、「休暇タ

イプ設定」( )で行います。詳しくは、「15.2.4 休暇タイプ設定」

をご覧ください。 

 

 

[ステップ 10] 編集したら、 ボタンで編集を確定します。 

 

[ステップ 11] アイコンをクリックすると、タイムカード手動追加画面に戻り

ます（画面が切り替わります）。 
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[ステップ 12] ボタンでタイムカード手動追加画面を閉じます。 
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15.3 AI アラーム設定 

「第 12章 アラーム設定」をご覧ください。  
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第16章 AI 検索 
AI 検索には、顔検出，人間のモデル検索，リピーター検索が含まれます。顔検出機

能は、設定領域の歩行者の検出と鮮明な顔画像のキャプチャ、顔画像をキャプチャす

る顔の特徴の認識、および人間のタイプとモデルの認識をサポートします。  

 

 

顔 

 

人＆車両 

 

リピーター 

 

ナンバー検索 
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16.1 AI 顔認識検索 

AI 顔認識をサポートするデバイスの場合に利用可能です。 

 

[ステップ 1] メインメニューで「AI検索」 をクリックしますと、AI 検索画

面が表示されます。 

 

 

※ 画面が違う場合は、画面左上の （顔）アイコンをクリック致しますと

“AI顔認識検索”画面へ変移致します。 

 

 

 

検索するデバイス 

(エリア 1) 

探す顔 

(エリア 4) 
検索期間等 

(エリア 3) 

 ＜絞り込み＞ 

手動比較(エリア 2) 
検索結果 

(エリア 2) 
検索実行 
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図 16-1-1 AI 検索画面 

 

 

AI 検索画面・顔 

エリア 内容 

1 検索対象のデバイスを選択 

2 検索対象の期間を選択（開始時間～終了時間） 

3 探したい人を設定します 

4 検索結果が表示されます 

5 検索結果サムネイル下にある[詳細情報]アイコン をク

リックすると、スナップの詳細を表示します。 

1 

2 

3 

4 5 6 
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6 

検索結果サムネイル下にある[再生]アイコン をクリック

すると、スナップの際のビデオを表示します。 

 

 

1 のエリアで検索対象のデバイスを選択して 3 のエリアと 4 のエリアで検索条件を

設定して検索します。2 のエリアに検索結果が表示されます。6のエリアで個々の

顔データをプレビューし、5のエリアでトリガ時の映像をプレビューします。詳し

くは、「表 16-1 AI 顔検索機能概要」をご覧ください。 
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表 16-1 AI 顔検索機能概要 

No. 項目名 内容 

1 デバイスツリー 対象のデバイスとチャンネルを選択します。 

   

   

   

4 

 

で検索結果をグループ（DB）で絞り込み可

能です。 

 

2 

 

 

検索期間設定 

検索属性設定 

検索対象の期間，グループ（DB）、属性を入力し検索

クエリを作成します。属性へは、性別，年齢，マス

ク，眼鏡，表情がございます。 

検索期間を指定します。 

アイコンをクリックしますと、カレンダーを使

用した入力が可能です。 
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：クリックして対象のデバイスとグルー

プ（DB）を指定します。 

*  

：属性を検索クエリへ含める場合はこの

ボタンをクリックします。 

 

検索結果が期待通りではない場合には、属性を検索

クエリへ含めずに再度検索をお試しください。 

4 

 

 

検索対象の設定 

（比較元画像の設定） 

アイコンをクリックすると、検索条件のローカ

ル画像を追加したり、デバイスの画像を追加するこ

とが可能です。画像選定後は［類似性］を設定し、

［検索］をクリックすると比較検索への使用が可能

です。  
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5 詳細情報（顔情報） 
図 16-1-1 の 2 の領域で選択した画像に関するデータ

ベース内の顔情報が存在する場合は表示されます。 

6 再生（ビデオ再生） 
図 16-1-1 の 2 の領域で選択した画像の映像がプレ

ビュー可能です。 

 

[ステップ 2] デバイスチャンネルと顔グループを選択し、検索期間を設定しました

ら、［検索］をクリックすると、図 16-1-1（2 の箇所）に示しますよう

に比較検索結果が表示されます。 

は新しい順， は古い順 

は発生数の昇順， は発生数の降順 

で、比較検索結果がソートされます。 

 

[ステップ 3] 録画を表示したい画像をクリックし、画面右下の録画再生エリアでその

画像の録画をプレビュー可能です。 

倍速再生，スナップショット，ローカルへの録画，デジタルズーム等さら

に詳しい操作を行う場合は、右下の アイコンをクリックします。 
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再生操作の説明につきましては、「6.1 リモート再生（画面説明）」の「表

6-1 再生画面の項目説明」を参照してください。  
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16.2 人＆車両検索 

AI 顔認識をサポートするデバイスの場合に利用可能です。 

 

1 のエリアで検索対象のデバイスを選択して 3 のエリアと 4 のエリアで検索条件を

設定して検索します。2 のエリアに検索結果が表示されます。 

 

 

AI 検索画面・人＆車両 

エリア 内容 

1 検索対象のデバイスを選択 

2 検索対象の期間を選択（開始時間～終了時間） 

3 イベントタイプを選択 

4 検索結果が表示されます 

5 検索結果サムネイル下にある[詳細情報]アイコン をク

リックすると、スナップの詳細を表示します。 

1 

4 

2 

3 

5 6 
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6 

検索結果サムネイル下にある[再生]アイコン をクリック

すると、スナップの際のビデオを表示します。 
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[ステップ 1] メインメニューで「AI検索」 をクリックし、画面左上の 

（人＆車両）アイコンをクリックします。 

 

 

[ステップ 2] デバイスチャンネルを選択し、検索期間を設定します。 
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[ステップ 3] 検索対象の検知種別を指定します。指定が可能です。 

（選択例） 

[ステップ 4] 検索対象とするものを選択します。 “領域（アウト）”/“領域（イ

ン）”/“侵入うろつき”/“ライン侵入”/“エリア侵入”/“人＆車

両”/ “人”/“2車”/“非四輪”から選択でき、さらに人/車両/非四輪

を指定できます。 
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[ステップ 5] ［検索］をクリックして検索を実施します。 

は古い時間のものから、 

は新しい時間のものから並び替えます。 

比較検索結果の画像を保存するには、対象の画像を☑として、 を

クリックします。後は画面の指示に従い画像の保存を行ってください。

アイコンをクリックして保存先を指定します。 

 

[ステップ 6] 検索結果の画像を選択しますと、画面中央下部の“スナップされた情

報”へその画像の詳細が表示されます。 

 デバイス名 その画像がトリガされたデバイス 

 チャンネル その画像がトリガされたチャンネル 

 時間    その画像がトリガされた日時 

 ID     検索結果順に番号が振られます（3の場合は 3番目の

検索結果を表します）。 

  タイプ   “人”/“車両”/ “Non-motorized Vehicle”の内、

該当するタイプが表示されます。 

[ステップ 7] 録画の表示を所望する画像をクリックしますと、画面右下の録画再

生エリアでその画像の録画をプレビュー可能です。倍速再生，スナッ

プショット，ローカルへの録画，デジタルズーム等さらに詳しい操作

を行う場合は、右下の アイコンをクリックします。再生操作のご

説明につきましては、『「6.1 リモート再生（画面説明）」の「表 6-1 再

生画面の項目説明」』を参照してください。 
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16.3 リピーター検索 

AI 顔認識をサポートするデバイスの場合に利用可能です。 

[ステップ 1]  メインメニューで「AI検索」 をクリックし、 （リ

ピーター）アイコンをクリックします。  

 
図 16-3-1 リピーター検索 

 

[ステップ 2] デバイスチャンネルを選択し、検索期間を設定します。 
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[ステップ 3] 最小間隔（対象とする最小の出現時間），属性を設定します。 

  

 

 

[ステップ 4]  をクリックして検索対象のグループ(DB)を選択し、類似性

を設定します。選択しない場合は全ての人が対象となります。 

  

 

[ステップ 5] ［検索］をクリックして検索を行います。 
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[ステップ 6]  検索結果の各画像の下に表示されている“発生数”は、その人物が検

索条件内で登場した回数を示します。 

また、 

は古い時間のものから、 

は新しい時間のものから並び替えます。 

は発生数（リピーター回数）の昇順，

で発生数（リピーター回数）の降順 

で、検索結果を並び替えることが可能です。 

 

[ステップ 7] 検索結果は画面中央付近上部の“最小発生回数”で絞り込みが可能です。 
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[ステップ 8]  検索結果について、DBへ登録済の場合はサムネイル左上へ一致する名

前が表示されます。また、検索結果の各サムネイルの右上の アイコ

ンをクリック致しますと、そのサムネイルの詳細な情報の確認が可能で

す。 この時、“スナップ情報”へトリガ時の情報が表示されます。DB と

一致する場合は“一致情報”が併せて表示されます。“一致情報”は編集

が可能です。検索結果について、DB へ登録の無い場合は検索結果の各サム

ネイルの左上へ“未登録者”と表示されます。 

この時、“スナップ情報”へトリガ時の情報が表示されます。 
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[ステップ 9] リストの再生アイコン をクリックしますと、ビデオ再生画面が表

示されて、併せてリピート毎に撮影された日時のリストが表示されま

す。リスト右側のエリアで簡易再生されます。倍速再生，スナップ

ショット，ローカルへの録画，デジタルズーム等さらに詳しい再生操作

を行うことも可能です。再生操作の説明につきましては、『「6.1 リモー

ト再生（画面説明）」の「表 6-1 再生画面の項目説明」』を参照してくだ

さい。 

 

 

[ステップ 10]  サムネイルをダブルクリックして、そのサムネイルの画像やビデオ

をダウンロードすることが可能です。 
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[ステップ 11] 画像をダウンロードするには、対象のサムネイルを☑にして、

をクリックします。後は画面の指示に従い画像の保存を行ってくださ

い。 アイコンをクリックして保存先を指定します。 

 

 

[ステップ 12] ビデオをダウンロードするには、対象のサムネイルを☑にして、

アイコンでチェックした検索結果の映像をバックアップ可能で

す。 
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16.4 ナンバー検索 

AI ナンバー認識をサポートするデバイスの場合に利用可能です。 

認識されたナンバーに対して、 

 データベース（グループ）と照合したい 

 ナンバーを検索したい 

場合に使用します。 

 

 

[ステップ 1]  ナンバー検索アイコンをクリックします。  

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

412 

 

 

[ステップ 2] デバイスチャンネルを選択し、検索期間を設定します。 

 

 

[ステップ 3] 検索するナンバーがあれば設定します。 

 （入力例） 

 

[ステップ 4] 許容範囲を設定します。 

 

画像の、車両の移動速度などのばらつきにより、ナンバー解像度、光

の強さ、カメラの角度プレート番号の一部の文字が正しく認識されな

い場合があります。検出されたナンバープレートがグループに保存さ

れているナンバープレート番号と異なる文字数を何文字まで許容する

かを設定します。 

検出されたナンバープレート番号とデータベースグループ内のナン

バープレート番号と比較した際に異なる文字の数が、設定された許容

範囲値以下であれば、検出されたナンバープレートは“一致”と認識

されます。 
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検索例 

（照合元） 

認識された

ナンバープ

レート番号 

照合先 

ナンバー 
許容範囲 システムが出力する結果 

AB123C AB-123-C 2 検索結果に表示されます。 一致 

AB123C AB-123-C 

0 

または 

1 

検索結果に表示されません。 不一致 

A8I23C AB123C 2 検索結果に表示されます。 一致 

A8I23C AB123C 

0 

または 

1 

検索結果に表示されません。 不一致 

B594SB B734KB 3 検索結果に表示されます。 一致 

B594SB B734KB 2 検索結果に表示されません。 不一致 

AB123C AB123C 2 検索結果に表示されます。 一致 

AB123C AB123C 

0 

または 

1 

検索結果に表示されません。 不一致 

 

【注意】ナンバー検索・許容範囲 

システムは英文字と数字のみを認識します。アンダースコア（_）、ス

ラッシュ（/）、ハイフン（-）などの特殊記号は認識から除外されま

す。ライセンスプロファイル（ナンバープレートのデータベース）を

作成する際にナンバープレート番号に特殊記号を含めた場合は、この

“許容範囲”を適切に設定してください。 
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[ステップ 5]  を

クリックして検索対象のグループ(DB)を選択し、類

似性を設定します。選択しない場合は、その期間中

に検出された全てのナンバープレートが対象となり

ます。 

  

 

[ステップ 6] ［検索］をクリックして検索を行います。 

 

 

[ステップ 7] 検索結果の画像を保存する場合は対象の画像を☑へして、 をク

リックします。後は画面の指示に従い画像の保存を行います。 アイ

コンをクリックして保存先を指定します。 

 

 

[ステップ 8]  検索結果をソート可能です。 
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は古い時間のものから、 

は新しい時間のものから並び替えます。 

 

[ステップ 9] 検索結果サムネイル下にある[再生]アイコン をクリック、又は、検

索結果を選択して アイコンをクリックしますと、検知時の映像を確

認可能です。 

アイコン 内容 

 

再生ビデオを開始します。 

 

再生ビデオを一時停止します。 

 

録画の再生を停止します。 

 

シングルフレームフォワード再生

ビデオ。 

 

早送り再生ビデオ。 

 

ビデオをスロー再生します。 

 

 

現在の再生速度が表示されます。 
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サウンドのオン/オフ 

  

 

クリックすると、現在の映像の

スナップショットが保存されま

す。 

 

ローカルへのビデオ録画。 

：クリックすると録画

が開始します。 

：録画中です。 

クリックすると録画が停止しま

す。 

 

デジタルズーム。アイコンをク

リックしますとマウスカーソルが

になります。この状態で、

デジタルズームする範囲（赤枠表

示されます）をドラッグするとデ

ジタルズームできます。デジタル

ズームした映像上でクリックしま

すとデジタルズームが解除されま

す。 

 

再生プログレスバー 
 : 再生プログレスバーの精

度が高くなります 
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 : 再生プログレス バーの精

度が低くなります 

,  :プログレスバー表示時

間領域を移動できます 

 

[ステップ 10] 検索結果サムネイル下にある[詳細情報]アイコン をクリックする

と、スナップの詳細情報を表示します。 
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第17章 データ解析 

メインメニューで “データ解析” をクリックして、データ分析画面

へ移動します。データ解析には、顔検知/人＆車両検知/クロスカウント統計/ヒー

トマップ統計/出勤管理の 5つの解析機能があります。  

 

 

顔検知 

 

人＆車両検知 

 

人・車両カウント統計 

 

ヒートマップ統計 

 

出勤管理 
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17.1 顔検知 

メインメニューで“データ解析”をクリック致しますと、“顔検知”画面が表示

されます（図 17-1-1）。“顔検知”画面が表示されていない場合は、画面左上の 

（顔検知）アイコンをクリックします。  

 

 

図 17-1-1 顔検知 統計画面 表示例 

1

2 

4 

3 
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表 17-1 顔検知 統計機能の概要 

No. 項目名 内容 

1 顔検知統計機能アイコン [顔検知統計]画面を表示します 

2 デバイスツリー 
検索対象のデバイスチャンネルを設定しま

す。 

3 検索クエリ 

検索対象の日付や期間， 

グループ（DB）を設定します。 

 

 

4 検索結果表示 

縦棒グラフと円グラフで結果が表示されま

す。 

画面右上の ボタンで検索結果をエク

セル形式または PDF形式で保存できます。 

（エクセル保存データ例） 

 

（エクセル保存データ例） 
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17.2 人＆車両検知 

メインメニューで“データ解析”をクリックし、画面左上の  （人＆車

両検知）アイコンをクリックします。  

 
図 17-2-1 人＆車両検知統計画面 表示例 

表 17-2 人＆車両検知 統計機能の概要 

No. 項目名 内容 

1 人＆車両検知機能アイコン [人＆車両検知統計]画面を表示します。 

2 デバイスツリー 検索対象のデバイスチャンネルを設定します。 

3 検索クエリ 
検索対象の日付，期間，検索タイプ（インテ

リジェント）を設定します。 

1

2

3

4 
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4 検索結果表示 

棒グラフで結果が表示されます。 

画面右上の ボタンで検索結果をエク

セル形式で保存できます。 

（エクセル保存データ例） 

 

（PDF 保存データ例） 
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17.3 クロスウント統計(CC 統計) 

メインメニューで“データ解析”をクリックし、画面左上の  （クロスウン

ト統計）アイコンをクリックします。 

 
図 17-3-1 クロスウント統計画面 表示例 

表 17-3 クロスウント統計画面概要 

No. 項目名 内容 

1 
クロスウント統計機能 

アイコン 
[クロスウント統計]画面を表示します。 

2 デバイスツリー 検索対象のデバイスチャンネルを設定します。 

3 検索クエリ 

チャートタイプ(棒グラフまたは折れ線グ

ラフ)，レポートタイプ（集計期間）， 

検知タイプ（人物/モーション/車両/非四

輪車），クロスタイプ（クロスイン/クロス

アウト），対象日を指定します。 

1

2 

3 

4 
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4 検索結果表示 

縦棒グラフまたは折れ線グラフで結果が表示さ

れます。画面右上の ボタンで検索結果を

エクセル形式で保存できます。 

（エクセル保存データ例） 

 

（PDF 保存データ例） 
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17.4 ヒートマップ統計 

メインメニューで“データ解析”をクリックし、画面左上の （ヒートマッ

プ統計）アイコンをクリックします。 

                                                                                                                  

 

 
図 17-4-1 ヒートマップ統計画面 表示例(空間ヒートマップ) 

1 

2 

4 

3 

3 
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図 17-4-1 ヒートマップ統計画面 表示例(時間ヒートマップ) 

 

 

表 17-4 ヒートマップ統計画面概要 

No. 項目名 内容 

1 
ヒートマップ統計機能 

アイコン 
[ヒートマップ統計]画面を表示します。 

2 デバイスツリー 検索対象のデバイスチャンネルを設定します。 

3 検索クエリ 

マップタイプ(時間ヒートマップ/空間

ヒートマップ)，レポートタイプ（集計

期間），検知タイプ（人/モーション），

対象日を指定します。 

 

空間ヒートマップはヒートマップ画像で表示さ

れ、時間ヒートマップは縦棒グラフで表示され

ます。 
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4 検索結果表示 

統計結果がヒートマップ画像または縦棒グラフ

で表示されます。 

時間ヒートマップの場合は、画面右上の ボ

タンで検索結果をエクセル形式で保存できま

す。 
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17.5 出勤管理 

メインメニューで“データ解析”をクリックし、画面左上の （出勤管理）

アイコンをクリックします。 

事前に、“AI設定”の“出勤管理”を設定しておく必要がございます。詳しく

は、「15.2 出勤管理」をご覧ください。 
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17.5.1 出勤記録 

[出勤記録]タブ をクリックして、出勤記録画面にします。 

 

 

 “情報源”/“開始時間”/“終了時間”を入力して検索ボタンをクリックしま

す。“名称”を入力すると入力された“名称”で絞込検索できます。 
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 “エクスポート”ボタン から、エクセルファイル形式でデータを保存で

きます。 
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17.5.2 出勤計算 

[出勤計算]タブ をクリックして、出勤記録画面にします。 

出退勤管理で設定した出退勤ルールに基づき、出退勤状況を計算します。 

 

 

 “情報源”/“開始時間”/“終了時間”を入力して検索ボタンをクリックしま

す。“名称”を入力すると入力された“名称”で絞込検索できます。 
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 “レポートを生成する”ボタン からエクセルファイル形式でレポー

トを保存できます。 
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 選択（☑）して ボタンをクリックすると、表示されている表をエクセ

ルファイルとして保存できます。 

 

 

（エクセル） 

column 項目 備考 

A No. 番号 番号。検索結果の行番号。 

B Name 名称 名前 

C Date 日付 トリガされた日付 

D Shift status 
シフトステータ

ス 

業務手配（勤務シフト調整済）/

業務未手配（勤務シフト未調

整） 

E 
Attendance 

status 
出勤状況 

残り（休憩）/欠勤/残業/通常勤

務 

F Sign-in time 出勤時間 実際に出勤した時刻 

G Check out time 退勤時間 実際に退勤した時刻 

H Type of leave 
早退・休暇タイ

プ 
休暇なし/休暇申請 
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I Type of leave 早退・休暇申請 海外など 

J Overtime 残業 残業時間 

K 
Weighted 

overtime 
加重残業 法定時間外残業 
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  [詳細]欄の“details”アイコン をクリックすると登録されている詳細情

報を確認できます。 
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第18章 AI シーン 
メインメニューで“AIシーン”をクリックします。 

“AI シーン”は各種 AI統計のライブ表示に特化された画面です。 
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18.1 AI シーン（人＆車カウント統計） 

“人＆車カウント統計”アイコン をクリックして、“人

＆車カウント統計”画面を表示します。 
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・“チャンネル” と、“グループ” について 

“グループ プレビュー”と“チャンネル プレビュー”の大きな違いは、

“チャンネルプレビュー”はチャンネル単位であり、各チャンネルでパラメー

タを設定しますが、“グループ プレビュー”はグループ単位でパラメータ設

定を行うという点です。 

また、“グループ プレビュー”へは“地図モード”が含まれており、グ

ループ内でのカメラの位置を地図上へ設定しておくことでカメラ位置を把握す

ることが可能です。 
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18.1.1 AI シーン（人＆車カウント統計）：チャンネル 

[チャンネル]タブ を選択します。“人＆車カウント統計”画面が

表示されます。 
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18.1.2 AI シーン（人＆車カウント統計）：グループ[ラ

イブ] 

[グループ]タブ を選択します。 

モード選択で ボタンをクリックして、“ライブ”モードにします。 

“グループ”プレビューは、グループ単位でのプレビュー画面となります。 

 

表 18-1-2 AI シーン（人＆車カウント統計）：グループ[ライブ] 

No. 項目名 内容 

1 デバイスツリー デバイスチャンネルを設定します。 

2 画面切替 
チャンネル/グループ/検索/設定の各画面を切り替えま

す。 

3 
プレビュー 

エリア 

プレビューエリアにはライブ映像が表示され、また、

各チャンネルの映像下部領域へ統計サマリーが表示さ

れます（統計サマリーについては表示 ON の場合に限

ります）。 

チャンネルなし（アンバインド）の区画では、各ウィ

ンドウの中央に マークが表示されます。

マークをクリック致しますと、設定画面へ移動致しま

すので、その設定画面でチャンネルの追加設定等が可

能です。  

1 

2 

  3 

4 

5 

 

 

6 
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4 
機能制御 

エリア 

（プレビューレイアウト切替）： 画面の分割数/

レイアウトを選択できます。 

 

・ （ページ切替）： 現在のペー

ジ位置/全ページ数が表示され、ページめくりができま

す。 

・ （コントロール表示 ON）： 各チャンネルの映

像下部領域へ統計サマリー表示を行います。このアイコ

ンがグレーの場合（ ）は統計サマリー表示を行わ

れません。これらはクリックで切替えます。 

・ （選択 CH の統計サマリーのクリア）： 選択 CH

の統計サマリーをクリア（空）へします。 

・ （全 CHの統計サマリーのクリア）： 全ての

チャンネル値をクリア（空）へします。 

5 
CH サマリー 

表示エリア 

選択されたチャンネルの統計サマリーが表示されます。 

， ： 設定された最大数に達してい

ない場合はアイコンと上限数が緑色で表

示されます。また、 が表

示されます。 

， ： 設定された最大数に達した場

合はアイコンと上限数が赤色で表示され

ます。また、 が表示され

ます。 

： 全画面表示へ切替えます。右クリックまた

は ESC ボタンで全画面表示から元の画面状態へ戻

すことが可能です。広告モードが無効の場合はこ

の表示エリアがそのまま全画面表示されます。広

告モードが有効の場合は広告画像が設定秒数間隔

でローテーション表示され、画面右端へ選択した 



VMS PRO 取扱説明書 

445 

 

チャンネルの統計サマリーが同時に表示されま

す。 

6 統計表示領域 
0 時より 1時間おきの統計が表形式で 1日分表示されま

す。  
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18.1.3 AI シーン（人＆車カウント統計）：グループ[地

図] 

[グループ]タブ を選択します。 

ボタンをクリックして “地図” モードにします。 
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表 18-1-3 AI シーン（人＆車カウント統計）：グループ[地図] 

アイコン 内容 アイコン 内容 

 

地図画像選択 

 

全画面表示 

 

編集モード OFF 

 

編集モード ON 

 

表示位置調整 

 

地図画像ズーム 

 

 

 

設定された最大数

に達していない場

合はアイコンと上

限数が緑色で表示

されます。 

 

 

設定された最大

数に達した場

合はアイコン

と上限数が赤

色で表示され

ます。 

 

全画面表示について：右クリックまたは ESC ボタンで全画面表示から元の画面状態

へ戻すことが可能です。広告モードが有効の場合は広告画像が

設定秒数間隔でローテーション表示され、画面右端へ選択した

チャンネルの統計サマリーが同時に表示されます。 

（全画面表示使用例） 
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18.1.4 AI シーン（人＆車カウント統計）：検索 

[検索]タブ を選択します。統計解析が可能です。数種類の統計グ

ラフが利用可能で、素早く明快な解析が可能です。 

 

 

表 18-1-4 AI シーン（人＆車カウント統計）：検索 

No. 項目名 内容 

1 デバイスの一覧 デバイスチャンネルを設定します。 

2 解析グラフ表示 

検索された各チャンネルまたはグループ

の一定期間での出入りした合計人数と平

均人数を円グラフで表示できます。  

3 解析対象設定 
解析するチャンネルまたはグループ，期

間，解析対象を設定します。 

4 解析結果 

ここで期間中の入退室者数の傾向変化を

棒グラフ,折れ線グラフ,表テーブルとし

て表示します。 

・ ：チャンネルまたは

グループを切り替えることができま

す。 

1 

2 

4 
3 
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・ ：それぞれクリックし

ますと、ヒストグラム，折れ線グラ

フ，表テーブルを切替えることが可能

です。 

・ ：データをエクセル形式でエク

スポートする場合に使用します。  

 

 

 

（ヒストグラム） 

 

 

（折れ線グラフ） 
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（表テーブル） 
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18.1.5 AI シーン（人＆車カウント統計）：設定 

[設定]タブ を選択します。 

AI シーンの設定は、この[設定]ページで行います。 

画面右下にある、[更新]ボタン をクリックしてデバイスの設定パラ

メータを読込みます。 

画面右下にある、[適用]ボタン をクリックして設定パラメータを適

用します。 

 

 

【ご注意ください】各々の CH は、チャンネルとグループ、また、グループの

間では排他使用となっております。 

 

表 18-1-5 AI シーン（人＆車カウント統計）：設定 

No. 項目名 内容 

1 デバイスツリー デバイスチャンネルを設定します。 

2 広告モード設定 

・広告モード: 広告モードの ON/OFF。 

・アスペクト比の維持: アスペクト比を

維持するかどうか。  

1 

   2 

3 
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・画面切替時間: 広告モードでの画面切

替（ポーリング）時間を秒で

設定します。 

・ : 画像管理画面をポップアッ

プ表示します。画像管理画面で

は広告モードへ使用する広告画

像の追加（ ）/削除

（ ）が可能です。画像ファ

イル名が 32 文字を超えていな

い、2MB までの画像

(jpg/png/bmp)を最大 16枚追加

可能です。画像を削除する場合

は、画像管理画面で削除対象の

画像をクリックして赤枠表示に

した後、削除（ ）ボタンを

クリックします。 

 

 

3 
チャンネル,グループ構成 

チャンネルはチャンネル毎で、グループ

はグループ毎で設定を行います。グルー

プの場合は最大 8つのグループ設定が可

能です。 

＜チャンネル＞ 

・有効：AI シーン機能の ON/OFF。 

・容量：カウント上限値を設定しま

す。 

・設定：カウントエリア設定画面を

開きます。 

 
・アラーム：デバイスのアラーム設

定を行います。 
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＜グループ＞ 

・有効：AI シーン機能の ON/OFF。 

・容量：カウント上限値を設定しま

す。（1～65535） 

 ・IP カメラ追加：そのグループへ所属

させるカメラを選択

します。 
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・開始時間/終了時間：サンプリング期

間を設定します。 

・タイプ：モーション/人/車両より統計

対象を選択します。 

 

・アラーム：デバイスのアラーム設

定を行います。 
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18.2 AI シーン（人＆車両検知） 

[オブジェクトの分類]アイコン をクリックして、人＆車両

検知画面にします。 

図の赤枠部分でデバイスを選択します。 

 

 

アイコンをクリックすると統計期間を設定可能です。 

1～7日間/週間/月間/年間の期間で統計期間を選択できます。 
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アイコンで統計対象のチャンネルを選択できます。 
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表 18-2 AI シーン（人＆車両検知） 

アイコン 内容 アイコン 内容 

 

1 画面表示。クリックで表

示 CHを変更します。  

4 画面表示。クリックで表

示 CHを変更します。 

 

顔カウント ON 

（クリックして ON/OFF） 
 

顔カウント OFF 

（クリックして ON/OFF） 

 

人カウント ON 

（クリックして ON/OFF） 
 

人カウント OFF 

（クリックして ON/OFF） 

 

車両カウント ON 

（クリックして ON/OFF） 
 

車両カウント OFF 

（クリックして ON/OFF） 

 

非四輪カウント ON 

（クリックして ON/OFF） 
 

非四輪カウント OFF 

（クリックして ON/OFF） 

 
顔カウント情報 

 
人カウント情報 

 
車両カウント情報 

 
非四輪カウント情報 
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18.3 AI シーン（出退勤） 

 [出勤管理]アイコン をクリックして、出退勤画面にします。 

 

  

  

1 

 2 

 3 

 4 
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表 18-3 AI シーン（出退勤） 

No. 項目名 内容 

1 デバイス選択 デバイスチャンネルを設定します。 

2 
プレビュー 

エリア 

プレビューエリアにはライブ映像が表示されます。 

 
選択中のグループの合計人数 

 
選択中のグループで出勤した合計人数 

 
選択中のグループで退勤した合計人数 

 

1 画面表示。 

クリックで表示 CHを変更します。 

 

4 画面表示。 

クリックで表示 CHを変更します。 

 

統計対象のチャンネルを選択。 

 

3 統計サマリー 

出退勤のグループ別の統計サマリーが表示されます。 

グループ名を確認するには色縦線へマウスカーソルを

合わせます。 

   

グループが多い場合は、 でページを切替え

ます。 

 
そのグループの合計人数 

 
そのグループで出勤した人数 
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そのグループで退勤した人数 

 

カウント対象のグループを選択します。 

 

4 出退勤人物情報 

出退勤人物情報が表示されます。 

 

 

でページを切替えます。 
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第19章 デバイスログイン 
「デバイスのログイン」では、デバイスのアカウントを使用して 1つのリモートデ

バイスへの接続が可能です。「デバイスのログイン」では以下のメニューがご利用可

能です。 

 

 

項目 内容 項目 内容 

 

ライブ画面 

ライブ映像 
 

再生 

録画の検索再生 

バックアップ 

（リモート） 

基本検索とスマート

検索とバックアップ

のみ。 

 

リモート設定 

デバイスの 

リモート設定 
 

システム設定 

“VMS Pro”ソフト

ウェアの言語設定，

画像/映像の保存先

設定，バックアップ

ファイルのフォー

マット設定など。  

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

463 

 

19.1 デバイスログイン・ライブ画面（デバイスログイ

ン） 

以下に「デバイスログイン」の手順を示します。 

ステップ 1: 当ソフトウェアを起動します。 

 
図 19-1-1 VMS Pro アイコン 

 

ステップ 2: ログイン画面が表示されたら、左側の「デバイスログイン」オプション

をクリックして、デバイスログイン画面へ切り替えます。  

 

  

 

図 19-1-2 デバイスログイン画面へ切り替え 
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ステップ 3: 接続先及びログイン情報入力します。  

P2P でログインする場合には IP アドレスではなく IDを入力し、ポート

番号にはクライアントポート番号（デフォルト：9000）を入力します。 

表 19-1-1 ログインパラメータ（デバイスログイン） 

項目 内容 

 

デバイスの IP又は ID を入力します。

P2P でログインする場合には IP アドレ

スではなく IDを入力します。 

 
デバイスのポート番号を入力します。 

 デバイスへのログインに使用するユー

ザー名とパスワードを入力します。 

 

 

選択するとパスワードが記憶され、次

回、最後にログオンしたときのログイ

ンパスワードが呼出されます。 

 

 
図 19-1-3 デバイスログイン画面 入力例 



VMS PRO 取扱説明書 

465 

 

ステップ 4: 「ログイン」をクリックしてログインが成功すると、図 11-1 に示します

画面へ変移します。 この画面についての紹介を表 11-1 に示します。 

 
図 19-1-4 デバイスログイン画面でログイン後の画面（デバイスログイ

ン） 

 

 

表 19-1 図 19-1 に関する項目説明（デバイスログイン） 

No. 項目名 内容 

1 
CH グループエリ

ア 

現在ログインしているデバイスの下にバインドされて

いるすべてのデバイスが表示されます。  

2 プレビューエリア 
正常に接続されているデバイスが画面に表示されま

す。 

3 
コントロール 

エリア 

サウンドとすべてのウィンドウの再生 と停止

を制御します。 

：サウンド ON， ：サウンド OFF 

他、「表 19-1-2 カメラファンクショナルスイッチ 説

明」をご覧ください。 

2 

9 
1 

3 4 5 6 

7 

8 
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4 ページ切替え 

複数ページのプレビュー画面のある場合にページを切

り替えるために使用します。現在のページ/総ページ

数。 

 

5 
インターフェイス 

コントローラー 

ウィンドウ数 と全画面表示 を設定します。 

他、「表 19-1-3 インターフェイスコントローラ 説

明」をご覧ください。 

6 手動アラーム 

手動アラームの ON/OFF。この機能を使用するに

は、HTTP/HTTPS ポートでログインしている必要があり

ます。 

 

もしも、HTTP/HTTPS ポート以外でログインしている場

合は画面右下にこのようなエラー画面が表示されま

す。 

 

7 システム情報 

アイコンをクリックすると、そのシステムの シス

テム情報 / チャンネル情報 / ビデオ情報 / Network 

Status が閲覧可能です。この機能を使用するには、

HTTP/HTTPS ポートでログインしている必要がありま

す。 

[更新]ボタン をクリックしますと最新の情報

を表示します。[更新]ボタン は情報表示画面

エリア左下にございます。 
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ボタンで情報表示画面を閉じて前の画面へ戻り

ます。 ボタンは情報表示画面エリア右上にござ

います。 

 

もしも、HTTP/HTTPS ポート以外でログインしている場

合は画面右下にこのようなエラー画面が表示されま

す。 

 

8 アスペクト比 

アイコンで画面表示の比率を調整します。 

 映像は映像エリア全体にフィッティングさ

れます。 

 映像のオリジナル比率で表示します。 

 映像は 4:3 の比率で表示します。 

 映像は 16:9 の比率で表示します。 

9 
カメラクイック 

ツールバー 

「表 19-1-4 カメラクイックツールバー 一覧」をご覧

ください。 
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表 19-1-2 カメラファンクショナルスイッチ 説明（デバイスログイン） 

【注意】カメラが対応している場合に使用できます。 

アイコン 内容 

 

カメラに警告灯機能がある場合、このボタンをクリックすると警告

灯のオン/オフができます。 

 

カメラに白色 LED が搭載されている場合、このボタンをクリックす

ると白色 LED の点灯/消灯ができます。 

 

カメラにブザー機能が搭載されている場合、このボタンをクリック

すると、カメラのブザーのオン/オフができます。 

 

 

表 19-1-3 インターフェイスコントローラ 説明（デバイスログイン） 

アイコン 内容 

 
といった、録画/アラームアイコン表示が ONになります。 

 
録画/アラームアイコン表示が OFF になります。 
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表 19-1-4 カメラクイックツールバー 一覧（デバイスログイン） 

アイコン 内容 

 

【録画】ローカル録画。 

クリックすると、ローカル PCストレージへすぐに手動でチャンネ

ルを録画できます。手動で録画が行われると、ローカル録画実行

中アイコン になります。手動での録画を停止するには、もう 

1 度クリックします。 

：ローカル録画実行中。   ：ローカル録画停止中。 

 

【スクリーンショット】 

クリックすると、現在のカメラ映像のスナップショットがローカル

PC ストレージへ保存されます。 

 

【PTZ】 

クリックして PTZ コントロールパネルに入ります。 

 

【デジタルズーム】 

クリックするとアイコンはハイライト表示 になり、デジタル

ズームモードになります。マウス操作でデジタルズームする範囲を

赤枠で指定すると、拡大ができます。クリックで 100%表示にもど

ります。ハイライト表示のデジタルズームアイコン をクリッ

クして アイコンに戻すとデジタルズームモードを終了します。 

 

（ハイライト表示のデジタルズームアイコン）：デジタル

ズーム実行中。 

：デジタルズームしていません。 

 

 

【トーク】 

クリックすると音声発話機能が開始されます。 

（ハイライト表示のトークアイコン）：発話機能が有効で

す。 

：発話機能が無効です。 
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19.2 再生（リモートデバイスの録画検索/再生/バック

アップ）：デバイスログイン 

「再生」アイコンをクリックし、リモート録画検索再生画面に移動します。  
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19.2.1 基本検索（デバイスログイン） 

[基本検索]タブ を選択します。操作方法につきましては、「表 19-2-1-

1 リモート録画再生の項目説明」をご覧ください。 

 
図 19-2-1-1 基本検索画面（デバイスログイン） 

 

 
図 19-2-1-2 基本検索 ストリーム/イベントタイプ/検索期間 指定画面

（デバイスログイン） 

5 

8 
8 

6 
3 

2 

1 4 

8 

7 
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表 19-2-1-1 リモート録画再生の項目説明（デバイスログイ

ン） 

No. 項目名 内容 

1 チャンネルエリア 検索するチャンネルを選択します。 

2 検索エリア 

検索するストリームの種類,録画タイプ,検索

日,検索時間帯を選択指定して［検索］ボタン

をクリックします。 

ストリーム/イベントタイプ/検索期間につき

ましては、[検索先の選択]ボタン をク

リックして指定します（図 19-2-1-2）。 

3 再生制御エリア 

録画の再生方法とサウンドを制御します。 

 ビデオを再生開始します。 

 ビデオ再生を一時停止します。 

 同期再生制御モードをオン/オフしま

す。 

 ビデオ再生を停止します。 

 （シングルフレーム）クリックでコマ送

りします。 

,  録画データをエクスポート

します。詳しくは、「19.2.1.1 デ

バイス録画データのエクスポート」

をご覧ください。 

 （スロー/高速再生）再生速度を切

り替えます。 

 

  オーディオのオン/オフ。オン

の場合は音量を調整できます。  
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4 
カメラクイック 

ツールバー 

さまざまな分割数/レイアウトをサポートして

います。キャプチャ、デジタルズーム操作

は、ビデオのプレビュー中に可能です。 

キャプチャ: 録画再生中 CH で、 アイコ

ンをクリックまたは右クリック

して を選択しますと、1枚

の画像をキャプチャします。  

デジタルズーム: 録画再生中 CH で、 ア

イコンをクリックします。  

ローカルへ録画: 録画再生中 CH で、 ア

イコンをクリックします。 ク

リックすると、ローカル PC ス

トレージへすぐに手動でチャン

ネルを録画できます。手動で録

画が行われると、ローカル録画

実行中アイコン になりま

す。手動での録画を停止するに

は、もう 1度クリックします。 

スクリーンショット: 録画再生中 CH で、

アイコンをクリックしま

す。 

5 再生エリア 

再生映像が表示されます。CHダブルクリック

でシングル画面表示/マルチ画面表示を切り替

えられます。 

6 フィッシュアイモード  フィッシュアイ装置専用モードへ移行

します。  

7 
ビデオウィンドウの 

表示モード設定 

アイコンをクリックして、必要なビ

デオウィンドウ表示モードを選択します。

アイコンをクリックまたはマウスの

右クリックで 全画面表示を選択する
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と、ビデオウィンドウが全画面表示モードに

なります。  

8 プログレスバー 

 : 再生プログレスバーの精度が高くなり

ます 

 : 再生プログレス バーの精度が低くなり

ます  

, : プログレスバー表示時間領域を移動で

きます 
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19.2.1.1 デバイス録画データのエクスポート（デバイスログイ

ン） 

ステップ 1: [基本検索]タブ を選択します。  

 

 

ステップ 2: 対象の CHを選択します。  

 

 

ステップ 3: 検索条件を設定して検索します。[検索]ボタン をク

リックしますと検索を実行します。 
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ステップ 4: 録画のあるウィンドウを選択し、 アイコンをクリックして録

画の再生を開始します。  
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ステップ 5:  [クリップ]アイコン をクリックし、エクスポート対象の CH

（縦）とエクスポート対象の期間（横）をプログレスバー上で選択

します。 

 

 

 

エクスポート対象の CHと時間帯を選択後、 アイコンをク

リックして、ビデオのエクスポートを行います。  

 

  



VMS PRO 取扱説明書 

478 

 

ステップ 6: “録画ファイルのダウンロード”画面が出ますので、バックアップ

期間/ビデオファイル形式/保存先パラメータを設定して[はい]ボタン

をクリックします。 

[保存先]ボタン をクリックしてエクスポート先を選択します。 

 

 

ステップ 7: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面が表示されま

す。録画ファイルを暗号化する必要があれば[はい]ボタン をク

リックします。録画ファイルを暗号化する必要が無い場合ば[いいえ]ボタ

ン をクリックします。[いいえ]ボタン をクリック

した場合は“ステップ 10”へお進みください。 

[はい]ボタン をクリックした場合は録画ファイルを暗号化する

ためのパスワードを設定する必要がございます。 
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ステップ 8: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”で、[はい]ボタン

をクリックした場合は“暗号化”画面が表示され

ますので“暗号化”画面でビデオのパスワードを設定しま

す。このパスワードはバックアップした後でビデオ再生を行

う際に必要ですので、大切に大事に保管してください。 

 

ステップ 9: ビデオのバックアップが開始されます。 画面でバック

アップの進捗を確認出来ます。 
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(2) デバイスの動画ファイル単位によるダウンロード 

 

基本検索されたビデオはダウンロードが可能です。 

 

ステップ 1: [基本検索]タブ を選択します。  

 

 

ステップ 2: 対象の CHを選択します。  
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ステップ 3: 検索条件を設定して検索します。検索ボタン をクリック

致しますと、検索を実行します。 

 

 

ステップ 4: 録画データのあるウィンドウを選択し、再生コントロールツー

ルバーの アイコンをクリックします。 

 



VMS PRO 取扱説明書 

482 

 

 

チャンネルの検索期間のすべての録画ファイルがポップアップ表示

されます。  

 

 

ステップ 5: ダウンロードしたい録画ファイルの“インデックス”列のチェックボッ

クスへチェックを入れます。[保存先]ボタン をクリックするとダウ

ンロード先を選択できます。そして、ビデオファイル形式を選択して[ダ

ウンロード]ボタン をクリックします。  

 

ステップ 6: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面が表示されま

す。録画ファイルを暗号化する必要があれば[はい]ボタン をク

リックします。録画ファイルを暗号化する必要が無い場合ば[いいえ]ボタ

ン をクリックします。[いいえ]ボタン をクリッ

クした場合は“ステップ 8”へお進みください。 

[はい]ボタン をクリックした場合は録画ファイルを暗号化する

ためのパスワードを設定する必要がございます。 
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ステップ 7: “録画ファイルを暗号化する必要がありますか？”画面で[はい]ボタン

をクリックした場合は“暗

号化”画面が表示されますので“暗

号化”画面でビデオのパスワードを

設定します。このパスワードはバッ

クアップした後でビデオ再生を行う

際に必要ですので、大切に大事に保

管してください。 

 

 

ステップ 8: ビデオのバックアップが開始されます。 画面でバック

アップの進捗を確認出来ます。 
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(1)  任意期間の録画データのダウンロード 

ステップ 1: 再生画面 で、[基本検索]タブ を選択しま

す。  

 

ステップ 2: 対象の CHを選択します。  

 

ステップ 3:  カレンダーで検索対象日を選択します。 ボタンを

クリックして検索条件を設定します。[検索]ボタン を

クリックしますと検索を実行します。 

 

ステップ 4: 録画のある CH の再生画面を選択し、 アイコンをクリックして

録画の再生を開始します（図 19-2-1-1-1）。  

 
図 19-2-1-1-1 再生（デバイスログイン） 

 

ステップ 5:  アイコンをクリックし、エクスポート対象の CH（縦）とエク

スポート対象の期間（横）をプログレスバー上で選択します。 
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エクスポート対象の CHと時間帯を選択後、 アイコンを

クリックします。録画ファイルのダウンロード画面が開きます

（図 19-2-1-1-2）。  

 
図 19-2-1-1-2 ビデオのエクスポート（デバイスログイン） 

 

ステップ 6:  ボタンでエクスポート先を選択できます。そして、

ボタンをクリックすると、録画ファイルのダウンロード

が開始されます。図 19-2-1-1-3 に示しますように 画面

でバックアップの進捗を確認出来ます。 

 
図 19-2-1-1-3 録画ファイルのダウンロード（デバイスログイン） 

 

ステップ 7: エクスポートが完了したら、ウィンドウを閉じます。 
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(2) デバイスの動画ファイル単位によるダウンロード：デバイスログイン 

ステップ 1: 再生画面 で、[基本検索]タブ を選択します。 

 

ステップ 2: 対象の CHを選択します。  

 

ステップ 3:  カレンダーで検索対象日を選択します。 ボタンをクリッ

クして検索条件を設定します。[検索]ボタン をクリックし

ますと検索を実行します。 

 

ステップ 4: 録画データのある CHの再生画面を選択し、再生コントロールツー

ルバーの アイコンをクリックします。チャンネルの検索期間

のすべての録画ファイルがポップアップ表示されます（図 19-2-1-1-

4）。  

 

 
図 19-2-1-1-4 録画ファイルのダウンロード（デバイスログイン） 
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ステップ 5: ダウンロードする録画ファイルへチェックを入れます。 ボ

タンをクリックするとダウンロード先を選択できます。 ボ

タンをクリックすると、録画ファイルのダウンロードが開始されま

す。図 19-2-1-1-5 に示しますように 画面でバックアッ

プの進捗を確認出来ます。 

 
図 19-2-1-1-5 録画ファイルのダウンロード（デバイスログイン） 

 

ステップ 6: エクスポート（ビデオのダウンロード）が完了したら、ウィンドウを閉

じます。 

 

※ システム設定につきましては、「19.4 システム設定:デバイスログイン」を参照し

てください。 
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19.2.2 スマート検索（デバイスログイン） 

スマート検索を利用するには、[スマート検索]タブ をクリックしてス

マート検索画面へ移行し、検索条件（チャンネル/ストリーム/タイプ/期間）を選

択して検索ボタンをクリックします。操作方法につきましては、「表 19-2-1-1 リ

モート録画再生の項目説明」をご覧ください。スマート検索はシングルチャンネル

のみの検索をサポートしています。 

 

スマート検索では 1つのチャンネルのみを再生することができます。タイムラインは

青色で表示されます。 

 



VMS PRO 取扱説明書 

489 

 

さらに、スマート再生中に映像上でマウスドラッグすると ROI 領域を設定可能です。  

ROI 領域を設定後、画面右下の アイコンをクリックしますと ROI 領域に対して

スマート検索が可能です。  

（ROI 領域を設定してスマート検索した例） 

 

画面右下の削除アイコン をクリックしますと、設定した ROI 領域を削除できま

す。ROI 選択領域を削除して再検索するには、もう一度同じ条件で[検索]ボタン

をクリックします。 

 

 

 

  

この設定したエリア(ROI)で 

トリガのあったシーンを 

スマート検索 
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19.3 リモート設定（デバイスログイン） 

「リモート設定」アイコン をクリックし、リモート設定画面に移動します。  

設定内容につきましては、リモートデバイスの取扱説明書をご参照ください。 
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19.4 システム設定（デバイスログイン） 

「システム設定」アイコン をクリックし、システム設定画面に移動します。  

 

表 19-4-1 システム設定（パラメータ一覧）：デバイスログイン 

ファイル設定 

 

項目 内容 

フ
ァ
イ
ル
設
定 

言語 言語を選択します。 

ファイルタイプ: 

保存の際の映像ファイルの拡張子を次より選択します： 

rf，AVI，mp4 

※ “rf”は独自のビデオ形式です。 

最大ファイルサイ

ズ: 

1 ファイルの最大サイズを次より選択します： 

 1G （１ギガバイト） 

 2G （２ギガバイト） 

保
存
先 

画像の保存先： 

既定の画像の保存先フォルダパスを設定します。 マー

クをクリック致しますと変更が可能です。 
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動画の保存先： 

既定の動画の保存先フォルダパスを設定します。 マー

クをクリック致しますと変更が可能です。 

 

HDD 容量が次の値を下

回るとアラームが動作

します 

チェックオン(☑)の場合、ディスク容量が入力値を下回っ

た場合に警告します。初期値は 3000MB です。 

ア
ラ
ー
ム
音 

IO アラーム、 

映像異常、 

モーション検

知、 

人感センサー、 

デバイス切断検

知 

アラーム別にトリガ時に鳴る音声ファイルを設定できま

す。それぞれ初期値は、 

“C:\Program Files\Common Files\NORMAL\VMS Pro\Alarm.WAV” で

す。 

マークをクリック致しますと変更が可能です。 

試聴ボタン をクリックして設定しているアラーム音を

試聴できます。 

 

 

エリア侵入、 

ライン侵入、 

物体検知、 

人検知、 

顔検知、 

人＆車両カウン

ト、 

音量変化検知、 

密集検知、 

行列検知、 

ナンバー検知、 

レアサウンド検

知、 

人＆車両、 

特徴検知、 

火災検知、 

温度測定アラー

ム、 

映像妨害検知、 

侵入うろつき、 

領域（イン）、 

領域（アウト） 

AI 又はインテリジェントのトリガ時に鳴る音声ファイル

をそれぞれ設定できます。初期値は、 

“C:\Program Files\Common Files\NORMAL\VMS Pro\Alarm.WAV” で

す。 

マークをクリック致しますと変更が可能です。 

試聴ボタン をクリックして設定しているアラーム音を

試聴できます。 

 

ステップ 3:  [保存]ボタン をクリックして、設定を適用し

て“システム設定”を完了します。  

ア
ラ
ー
ム 

AI 
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第20章 付録 

20.1 トラブルシューティング 

1. Q: パスワードを忘れた場合どうすればいいですか? 

A: パスワードを忘れた場合は、“セキュリティの質問”に答えてパスワードをリ

セットしてください。「第2章 2.3 セキュリティの質問（パスワードリセット）」を

ご参照してください。私たちは、覚えやすく、比較的安全なパスワードを設定する

ことを強くお勧めします。安全要件がある場合は、00000000など、非常に単純なパ

スワードを設定しないでください。 

2. Q: 録画中に検索再生できますか? 

A: 録画動作中の検索再生機能をサポートしております。 

3. Q: デバイスの録画データを消去操作できますか? 

A: ファイルのセキュリティを考慮して、デバイスの録画データの一部をクリアす

ることはできません。デバイスのすべての録画データを削除する場合は、“デバ

イス管理”－“操作”－ [リモート設定]アイコンより、HDD のフォーマット

を実行可能です。但し、デバイスがこの操作へ対応している場合に限ります。 

【ご注意ください】デバイスのHDDのフォーマットを

実行すると、そのデバイスのすべての録画データが削

除されます。 

 

4. Q: デバイスへリモートログインできないのはなぜですか? 

A: ネットワーク接続の設定が正しいか、ネットワークが良好な接続状態にあるか

確認してください。アカウントとパスワードが正しく入力されているかどうかを

確認します。 

5. Q: なぜ PTZ が機能しないのか? 

A: デバイスのPTZ接続及び設定、権限設定をご確認ください。 

6. Q: なぜモーション検出が機能しないのか? 

A: モーション検出時間とモーション検出範囲設定が正しいか、感度が低すぎない

かどうかを確認してください。 

7. Q: アラームが機能しないのはなぜですか? 

A:アラーム設定、アラームスケジュール設定、デバイスのアラーム接続、デバイス

のアラーム入力信号が正しいか確認してください。 
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8. Q:なぜアラートは連続発生しますか? 

A:アラーム設定を確認し、モーション検出機能が有効になっているか、オブジェク

トの動きが常に検出されているか、I/Oアラームのノーマルオープン・ノーマルク

ローズの設定が誤っていないかどうかを確認してください。また、対応するHDDア

ラーム設定を参照してください。 

9. Q: デバイスでの手動録画を開始/停止できますか? 

A: デバイスの手動録画の制御はできません。ローカル録画のみです。 

10. Q: ローカル録画が上書きされない。 

A: 上書き設定をご確認ください。 

11. Q: 指定した検出領域でスマート検索を行いたい。 

A: リモート再生で可能です。“アカウントログイン”で御利用の場合は、「第6章 

6.5 スマート検索再生」をご覧ください。“デバイスのログイン”で御利用の場

合は、「第19章 19.2.2 スマート検索」をご覧ください。 

12. Q:CHの音声が出ない。 

A: 1CH（単画面）表示にする必要があります。また、消音の有無、PCの音声出力

についてもご確認ください。 

13. Q:デバイスリストが消えていた。 

A: デバイスリストを作成/編集/デバイスを追加した際は、万が一の場合に備えて

「3.1.2デバイスリストのバックアップ」を参考にデバイスリストのバックアッ

プを行っていただくことを推奨いたします。 
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20.2 用語集 

・AI 

Artificial Intelligence（人工知能）の略。知的機器。機器知能。人工知能

は、人間の思考に関連する人間の認知機能を模倣する機械またはコンピュータとし

て定義することができます。通常、人工知能とはプログラムによって人間の知性を

提示する技術です。人工知能は過去の経験から学び、合理的な意思決定を行い、迅

速に対応することができます。アンドレアス・カプランとマイケル・ハインライン

は、人工知能を「外部データを正しく解釈し、そこから学び、その知識を活用し

て、特定の目標やタスクを柔軟に適応させる能力」と定義しています。 

・インテリジェント 

 従来の検知トリガにはない、高度な検出機能を提供します。 

 

・ハイブリッド DVR（XVR） 

ハイブリッド DVR（XVR）は、DVR と NVR を組み合わせたレコーダーです。 

 

・デュアルストリーム 

デュアルストリームがネットワークを介して低解像度のストリームを送信し

ながら、局所的に高解像度のビデオを記録するために使用する技術です。 メイ

ンストリーム および サブストリーム のそれぞれ異なる最大解像度を有するス

トリームはデバイスによって生成されます。 

 

・DDNS 

ダイナミック DNS は（コンテンツをリアルタイムで変更するには、ドメイ

ン·ネーム·サーバーに通知するために、このようなインターネットプロトコルス

イートを使用して、ルーターやコンピュータシステムなどのネットワーク機器用

の機能を提供する方法、プロトコル、またはネットワークサービスで、その構成

されたホスト名、アドレスまたは DNS に格納されている （ad-hoc) アクティブ

な DNS 設定です 。 
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・DHCP 

ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）は、インター

ネット·プロトコル·ネットワークでの動作のための設定情報を取得するための装置

（DHCP クライアント）で使用されるネットワークアプリケーションプロトコルで

す。 

・DVR 

デジタルビデオレコーダーの略。DVR は、アナログカメラからのビデオ信号

を受け入れる信号を圧縮し、そのハードドライブにデータを保存することができ

る装置です。 

 

・HDD 

ハードディスクドライブの略。磁気面とプラッタ上にデジタルエンコードさ

れたデータを格納する記憶媒体です。 

 

・HTTP 

Hyper Text Transfer Protocol 転送プロトコルの略。ネットワークを介し

てサーバーとブラウザ間のハイパーテキストの要求と情報を転送するためのプロ

トコルです。 

 

・NTP 

ネットワークタイムプロトコルの略。ネットワークを介して時刻同期させる

ために設計されたプロトコルです 。ポートは 123番を使用します。 

 

・NTSC 

National Television System Committee（全米テレビジョンシステム委員

会）の略。NTSC は、米国や日本などの国々で使用されるアナログテレビの規格

です。NTSC 信号の各フレームは 60Hz で 525 本の走査線が入っています。 

  



VMS PRO 取扱説明書 

497 

 

・NVR 

ネットワークビデオレコーダーの略。NVR は、 IP カメラ、 IP ドームと他

の DVR の一元管理とストレージに使用される PC ベースまたは埋め込まれたシ

ステムにすることができます。 

 

・PAL 

Phase Alternating Line（位相反転線）の略。PAL は、世界の大部分で使用

されるアナログテレビの規格です。NTSC とは別のビデオ標準規格です。PAL 信号

は 50Hz で 625 本の走査線が入っています。 

 

・PPPoE 

イーサネット上のポイントツーポイントプロトコルは、イーサネットフレー

ムの内側にポイントツーポイントプロトコル（PPP フレーム）をカプセル化する

ためのネットワークプロトコルです。 個々のユーザーがイーサネット上とプ

レーンメトロイーサネットネットワークにおける ADSL トランシーバ（モデム）

に接続し、 ADSL サービスで、主に使用されます。ADSL トランシーバ（モデ

ム）に接続し、 ADSL サービスで、主に使用されます。 

 

・PTZ 

パン/チルト/ズームの略。カメラが左右（パン）、アップとダウン（チル

ト）、ズームイン、ズームアウトすることができるモータ駆動システムです。 

 

・SSD 

Solid-state drive または Solid-state disk の略。不揮発性メモリ回路で

作られたコンピュータストレージデバイスです。揮発性メモリ(DRAM)と従来の

ハードディスク(HDD)の間の動作スピードです。揮発性メモリと比較して、不揮発

性メモリは、データが書き込まれるとすぐに、そのメモリを維持するために外部

電力を必要としません。したがって、SSD は従来のハードドライブの代替として、

とても適しています。 

 

・USB 

Universal Serial Bus の略。USB はプラグアンドプレイホストコンピュータと

のインターフェースです。 
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20.3 免責について 

1. 当ソフトウェア単独で犯罪などを防止するものではありません。 

2. 弊社は如何なる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。 

1) 当ソフトウェアに関連して直接または間接的に発生した、偶発的、特

殊、または結果的損害・被害。 

2) お客様の誤使用や不注意による損害またはデータ破損等。 

3) 当ソフトウェアのリバースエンジニアリング、それに起因するかどうか

にかかわらず発生した一切の故障または不具合。 

4) 当ソフトウェアの不具合を含む何らかの理由または原因により、映像が

表示・記録または動体検知等ができないこと及び記録した情報が消失し

たことで被る不便・損害・被害。 

5) 第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結

果被る不便・損害・被害。 

6) お客様による監視映像（記録を含む）が何らかの理由により公となりま

たは監視目的外に使用され、その結果生じた損害、被害。 

7) 被写体となった個人または団体等によるプライバシー侵害等を理由とす

るいかなる賠償請求、クレーム等。 

8) 当ソフトウェアの自動動体検知機能の誤検出、各検知機能の誤検出、ま

たは検出モレによる不具合、あるいはその結果被る不便・損害・被害。 

3. インターネットを通じての遠隔監視に関しては無償のDDNS／P2Pサービス

を機能としてご利用いただけますが、無償サーバーでご提供させて頂いて

いる為、不具合／メンテナンス等によるアクセス不良は免責と致します。

また、お客様のインターネット環境によっては地域／時間帯によっては不

安定になる事があります。 

 

 


